








は じ め に

自然は、私たちの日常生活に大きな恵みと四季折々に、さまざまな潤いを与えてく

れるが、反面いったん荒れ狂うと凄ましい脅威となって人間生活をおびやかし、思わ

ぬ災害をもたらすものである。殊に当地方の冬は北陸型の気象状況を呈し年々雪との

闘いを繰返しながら、その中で培われた雪国特有のねばリ強い根性によって、ふるさ

とを守りお互いが力を合せ助け合って生活を支えてきた。しかし、今冬の豪雪は未曽

有の豪雪となり 100日に及ぶ白魔との闘いであった。

年末から降リ続いた雪は、年が明けるとその勢を増し、役場所在地の中之郷で、最

深積雪260cm驚見、中河内の山間部では600cmを越える大雪となり、昭和11年、そして昭和38年の豪雪をはる

かに上回る豪雪となった。

こうした状況下で、本町は 1月11日、異例の豪雪に対処するため「余呉町豪雪対策本部」を設置し、幹線

道路の確保と公共施設の維持管理を最重点施策として、全職員あげての懸命の努力をしてきたが、自然のカ

には抗しきれず、道路交通網は寸断され通勤通学をはじめ日常生活に多大の支障を来たした。

この間、武村滋賀県知事をはじめ、原国土庁長官御一行、志賀農林政務次官御一行、また本県出身の国会

議員諸氏の度重なる現地視察をしていただき、豪雪の実態をつぶさにご覧頼って諸対策の約束と、温い激励

を賜り誠に心強く感謝した次第である。

その後直ちに自衛隊の派遣を受け、幹線道路の除雪、救急患者の輸送、急援物資の空輸など厳しい寒さの

中で隊員名位の果敢な行動と機動力を駆使して、生活道路の早期開通に、そして救援活動に挺身いただいた

ご労苦に対し、また滋賀県をはじめ県下名市町の職員さんや名種団体の方々による除雪のご協力、あるいは

県下名地から寄せられた新鮮な野菜類な．どの救援物資やお見舞に対し、深甚の敬意を表したい。

町は、こうした数多くのご支援とご厚情，そしてその激励によって支えられ、自然との闘いに耐え抜いた

住民の苦労、雪どけ後表面に出て来た被害、その他観測史上異例の豪雪の貴重な資料と経験を記録に残すこ

ととし、近畿地方建設局高時川ダム調査事務所の御協力を得て本誌を作成したものである。

昭和56年11月

滋賀県伊香郡余呉町長 包i 山 倫
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豪雪に埋もれる鷲見地区 (1月18日）

久し振りの睛間にほっとひと息小原地区 (1月23日）

ii 



水道管破裂による断水のため、谷川から
生活用水を汲む鷲見地区

雪道は絶えず崩雪の危険を感じながら、菅並小原間
(1月23日）
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鳥居も埋ずもれた広峰神社中河内

皐胃闘垢虚嘉を闘省晨魯戻芍亨青喜晋20II寺40分）
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救援物資を下ろす中河内住民中河内にて (1月26日）

→ 
・・'r'・・ 
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自衛隊の協力により、ようやく開通した菅並地区
菅並上空より (1月28日）
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第1章気象の状況

1 -1 気象の概況

昭和55年12月27巳から28日にかけて日本海北部を通過した低気圧が、北海道の南東海上を発達しながら東

に進むにつれ西高東低の冬型の気圧配置が強まリ、 27日から30日にかけて石川県輪島の上空5500m付近に一

35℃~-42℃の寒気が流入した。

滋賀県では26日夜半頃から北部山間部を中心に降雪が続き、 29日夜半から30日朝にかけて北郎全域で大雪

となった。平野部では35~55cmの積雪を記録し、山間部では軒並み 100cmの大台を突破して弧立状態になる

集落が出始めた。

年が明けて初め穏やかな天気が続いたが、これもつかの間で再びバイカル湖方面の高気圧が巳本付近に張

リ出して3日夜半頃から大雪となり、北部山蘭部の集落は完全なる孤立状態となった。

7日夜ようやく気圧配置がゆるみ、 10日にかけて北部の雪は小康状態になった。しかし、これも長くは続

かず` 11日から三陸沖で低気圧が発達するのに伴い冬型の気圧配置が強まって北部全域で大雪となり、山間

部では4mを越えるところが出てきた。 15日夜に比較的深い気圧の谷が通過したあと、西日本上空の気流が

西よリ北西の流れに変わったため、 16日朝県南部でもところどころ5cm前後の積雪となった。

18日日本海南部と南海上を低気圧が東進して冬型の気圧配置は崩れた。これに伴って県北部の雪は減少傾

向となったが、 20日から21日にかけ西日本上空を弱い気圧の谷が通過したあと一時的に冬型の気圧配置とな

リ、北部山間部を中心に降雪をもたらした。この降雪で余呉町中河内では今冬最高の4-52mの積雪を記録し、

ある場所によっては6.5mを上廻る記録的な積雪となった。

その後、北部山間部で20cm程度の降雪が何回かあったが、年末から断続的に降リ続いた大雪は峠を越し積

雪は巳々減少していった。

なお、 2月下旬の後半になって大陸方面から今冬一番の寒気が流れ込み、北部全域が戻リ寒波に見舞われ

名地で50~80cmの降雪量をもたらしたが、 3月に入ると中旬頃から気温の上昇が著しくなって雪どけが進み、

木之本及び中之郷における名観測所ではそれぞれ3月18日、同25日に積雪は消え、中河内の観測所において

も4月29日に消雪した。

図1-1に中河内及び木之本観測所

における気象の日変化を示す。
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図1-1 56豪雪気象の日変化



1 -2 寒波の襲来と気象の変化

今回の豪雪は、気象の概況で述べたように4回に亘る大寒波に見舞われた。そこで、これら各寒波の気象

資料を用いて、第1波では寒波が誕生して行く様子を、第2波ではドカ雪を降らすと言われる「V字型雲パ

ターン」を、第3波では連続的に降雪をもたらす雪雲の停滞状況を、そして、第4波では真冬日となった戻

り寒波を、それぞれ見てみることにしよう。

(1) 寒波の誕生

12月25日日本海に進んで来た低気圧は、 27日～

28日にかけて能登沖を発達しながら通過し、更に

東に進むにつれて冬型の気圧配置が強まリ、輪島

の上空約 5,500m付近に一42℃の強い寒気が流れ

込んだ。

この様子を天気図で追ってみよう。まず、 28日

9時と2喝の地上天気図（図 1-3)を見比べる

と、日本海の低気圧が三陸沖へ抜け、バイカ）レ湖

付近の高気圧が発達して、西高東低の冬型気圧配

四が強まって行く様子がうかがえる。また、 21時

の上層500mb天気図（図 1-2)では、輪島の上

空に一42℃の寒気団が流入しておリ、寒波の強さ

を示している。これが ‘‘56豪雪、第一波の誕生で

ある。

図1-3-1 地上天気図

図1-2 上層500mb天気図

図1-3-2 地上天気図
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(2) ドカ雪降らす rv字型雲パターン」

日本海で発達した低気圧が1月3日の夜、東へ抜けると、バイカル湖方面で出番を待っていた新たな寒気

団が南下して これが第二波であ忍

第一波と第二波をひまわ ヽ
シj

第一波の場合 1)東西に伸びた雪雲の

すぐ近くに、ほぼ季節風の方向に沿って発生した

筋状の雲列が見られるが、第二波は（写真 1-2) 

この筋雲がかなリ離れておリ、変わって季節風と

ほぽ直角に交わるような雲列が見られる。これは

「V字型雲パターン」と呼ばれるもので、その雲

列の南端に帯状の雪雲バンドが位置している。こ

の「V字型雲バターン」が見られるときは、小さ

な渦巻状の低気圧が発生し易く、警報級の

が降る 、気象研究者の間で注目されてい

るも実際に1月5日の名地の降雪状況を6曰9時

観測で見ると（図 1-4)前後両日よリズバ抜け

た降雪があったことで確められる¢
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写真1．-1 ひまわり写真（昭和55年12月28日9時）
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写真 1-2 ひまわり写真（昭和56年1月5日9時）

(3) 雪雲の停滞と連続降雪

1月11日から三陸沖で低気圧が発達するのに伴

い、冬型気圧配置が強まってシベリア寒気団が流

入し、今冬3回目の大寒波に見舞われた。滋賀県

北部ではこの寒波のため、 11日～15日にかけて連

続5日間20~60cmの降雪があリ、各地とも積雪は

日を追って増加し、今冬最高の積雪深を記録した。

13日における雪雲の状況を大阪レーダーで追っ

て見ると、図1-5~1-7のエコー図に示され

るように大きな雪雲が近畿北部にあって停滞し、

滋賀県北部全域をスッポリと覆っている様子がわ

かる。この停滞した雪雲がまとまった雪を連続的

に降らせた。

15日以降も冬型が続いたが降雪は強まらず、年

末から断続的に降リ続いた滋賀県の大雪も、これ

をもってひとまず終了した。
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(4) 戻り寒波と真冬El

2月半ばには一時気温も上昇して春めいてきたが、 24日本州の南岸沿いと日本海を低気圧が通過したあと

久し振リに冬型の気圧配置が強まリ、今冬一番の強い寒気団が流れ込んで日本列島は戻リ寒波に見舞われた。

大陸から流れ込んだこの寒気団は、翰島の上空約 5,500m付近で一45℃という猛烈さで（図 1-8参照）

26日～27日にかけて激しい吹雪と厳しい冷え込みに襲われ、滋賀県北郭の各地では日中の最高気温が0℃以

下の真冬日となった。（図 1-9参照）

観測所1中河内 I木之本 I虎姫 I彦根
8 

農6
-、 4℃ 
2 

゜
4

6

8

 ーし→最低気温

日付122 25 28l22 25 28122 25 28122 25 28 

図 1-8 500mb上雇天気図
図1-9 第四寒波による各地の気温

写真 1-4 ひまわり写真（昭和56年2月26日9時）
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積雪の状況

2
 

た

第2章

滋賀県の降雪傾向

シベリヤ生まれの寒気が日本海を渡るとき、たっぷリと水蒸気を吸収して雪雲をつくる。雪雲は季節風に

運ばれて日本海で発達し、山脈に衝突しては降雪をもたらす。そして、乾いた空気が太平洋側へ抜けて行く。

このように冬型気圧配置のときは、一般に日本海側では雪太平洋側では晴となる。しかし、滋賀県の降

雪傾向は北陵，上信越地方の雪国のように、模式的には説明することができない異なった特色を有している。

滋賀県は國2,-1に示すように若狭湾と

伊勢湾に挟まれて本州上で最も狭いところに

位置しており、しかも、若狭と近江の流域界

である野坂山地などの山々は高いところでも

1,000m以下で冬の季節風が吹き込む北西側

は比較的に開けている。このため、雲頂2.000

-3,000mの高さに達する発達した雪雲の移

動をさえぎることができず雪雲は若狭湾か

ら野坂山地を越えて滋賀県に流入する。

この際流入した雪雲は季節風の向きによ

って降雷をもたらす範囲を変える[

季節風が西から北西よリの場合は、県北部

高峰の三国岳から伊吹山の山並みに衝突して

湖北一帯を降雪に見舞い、風向きが北寄りに

なると雪雲は伊吹山系から鈴鹿山系にまで南

下し、湖東湖北を含めた広範囲に降雪地域を

広げる。

いづれにせよ、西高東低の気圧配置でシベ

リヤ大隆から季節風が欧く冬場は、湖北地方

は雪と闘い続ける。なかでも余呉田］は若狭湾

と目と鼻の距離にあり、水分を多量に含んだ

寒風が最初に上陸して山にぶつかる地域に当

ることもあって、北陸地方なみの豪雪地帯と

なっている。

図2-2に湖北における雪雲の発達と移動の
模式図を示すc
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次に、県北部と南部の降雪及び積雪の日数

について見てみよう。最近の統計によると、

降雪日数は北部山間部で50-60日、湖岸平野

部では30-40日、そして南部の大津付近が最

小地域で20日未満になっている。また、積雪

日数は北邪山間部では80-120日で降雪日数の

約2倍の期間となっており、大津付近とのそ

の差は100日にも及ぶ大きな違いを示している。

図2-3は50cm以上の積雪があった日数の

分布を示したものであるがやはリ北部山間

部はきわめて多く、 30-80日程度にも及んで

いる。

また、中河内木之本の名観測所における根

雪日数（表2-1参照）を見てみると、その

平均値は各々102日、45日と長く、中でも中河

内では 1年のうち約怜は雪でおおわれている

滋賀漿防災気象要覧より引用（主として1931-1960年）

5Dcm以上の曰数
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ことになる。 図2-3 積雪日数 (50cm以上）の分布

2-2 “56豪雪”の特徴

今回の豪雪は、まず第一に県北部を中心に記録的な大雪が降ったことである。その降雪累加量は図2-4

に示すように、中河内で12.3m、木之本で6.2mにも及んだ。

積雪深で名地の記録を見てみると、中河内

観測所では4.52mにも達して昭和11年の5.65 

mに次いで第2位を記録し、ある場所によっ

ては6.5mを上廻って我国の観測史上人家の

ある地区での最高積雪深となったところもあ

った。

また、木之本、中之郷、柳ケ瀬などの各地

では近年観測以来の最高積雪深を記録し、伊

吹山測候所においても 1月としては昭和20年

に次ぐ史上第4位の8.2mを記録した。

このように、今回の大雪は各地で記録を塗

リ変える豪雪となった。

‘ー

関
雲
累
加
量

m（ 

12/15 I/ I I /IS 

※当日 9時観測碕雪量の累加
（仕設省テ＇ーク）

中河内

12.3m 

10 

木之本
6.2m 

3/1 3/15 （月/BJ

図2-4 降雪累加量
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年次
根雪最大蹟雷深根雪

日数 1em（月／巳）I(月1日～m 口 1 

89II い［三□□□15

30 | 56(1/18) 

21 i 12/ 6~5/ 1 i 147 1 371(2/20)，1 2/ 1~3/19 1 47 105(2/20) 1 2/15~2/26 

II □三□
→ 
1 9 3 | 1 8(1 i1'1) i'160(2/1 6) 

~3/31 i 97 11 

03(2/ 7) l l/21~・1/31 J 11 i 40(3/ 5) I 2/ 3~2/? ! 5 j 18(2/ 5) i 580(i/23) 
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中河内観測所 木 之 本 観測 所 彦 根 観 測 所 伊吹山

年次 根雪期間 根雪 最大租雪深 根雪期間 根雪 最大積雪深 根雪期間 根雪 最大積雪深 最大積雪深

（月1日～月1日） 日数 cm（月／日） （月／日～月1日） 日数 cm（月／日） （月／8～月／日） 日数 cm（月／日） cm（月／日）

昭和26 1/ ?-3/31 85 93(2/11 l 2/ 4-2/14 11 32(2/ 6) , 2/ 4-2/13 10 78(2/ 6 510(2/12) 

2? 12/21-4/ 8 109 275(2/ 9) 1/13-3/ 4 51 109(1/16) 1/30-2/11 13 50(1/14) 810(2/ 9) 

28 1/24-3/ 5 41 165(V 9) 1/29-2/18 21 97(2/ 3) 1/30-2/ 7 9 23(1/31 l 670(2/ 9) 

29 12/25-3/21 87 185(2/22) 1/ 6-1/30 25 48(2/22) 1/11-1/14 4 26(2/22) 550(2． /22) 
30 1/ 7-3/29 83 192(2/23) 2/10-3/2 22 54(2/12) 2/10-2/16 I 7 48(2/12) 650(2/13) 

31 欠 測 12/14-1/16 34 95(12/24) 12/22-12/29 8 20(12/16) 680(12/2?) 

32 ク 1/18-2/ 2 16 ?1(1/25) 1/17-1/22 6 26(3/30) I 540(3/ 7) 

33 ※1/ 4~2/20 48 150(1/19) 1/ 6-2/ 2 28 64(1/20) 1/ 6-1/10 5 18(1/ ?) 450(2/ 1 l 

34 1/ 2~3/17 76 148(1/28) 1/23-2/ 9 18 102(1 /29) 1/23-2/ 4 13 49(1/29) 510(1 /29) 
</ 

35 ※1/1-4/8 98 265(2/19) 2/13-2/14 2 43(2/18) 1/12~1/13 2 16(2/ 4) 520(2/ 4) 

36 12/22-4/12 112 280(2/ 1) 1/20-2/11 23 61(1/31) 1/21-1/28 8 24(2/16) 610(2/ 1) 

37 12/30-4/18 110 405(2/ 1) 1/ 4-3/ 8 64 101(1 /31) 1/13-1/28 16 44(1/16) 716(2/ 9) 

38 1/ 6~3/20 75 155(2/24) 2/ 2~2/ 8 7 33(2/14) 2/ 2~2/ 5 4 20(2/13) I 425(3/27) 

39 1/ 2~4/14 103 176(2/27) 2/24-3/ 8 13 60(2/27) 2/ 3~2/ 8 6 30(2/26) 580(2/26) 

40 12/16-3/31 106 275(1/23) 1119-2120 I 33 103(1/22) 1/19-2/ 4 1? 40(1/28) 625(2/ 7) 
- JJJ/ 

41 12/ 1~4/11 132 355(1/18) 1/ 3-2/ 8 3? 74(1/18) 1/ 9~1/25 ―1→ 761i 53(1/10) I 570(1/18) 
42 12/ 8~4/19 134 358(2/16) 1/ 8~3/10 63 84(2/12) 2/ 8-2/13 20(1/27) I 550(2/ 9) 

43 12/16~3/31 106 180(1/17) 1/ 4-1/24 21 45(1/16) 1/15-1/H 5 26(1/16) 1480(1/16) 

44 12/13~4/19 128 215(3/ 8) 1/14-2/1? 35 75(1/18) 3/ 5-3/12 8 57(3/ 7) 5?0(3/ ?) 

45 I 11/30-4/13 135 291(2/11) 1/28-2/16 20 52(2/ 6) 2/ 9-2/12 4126(2/10) I 640(2/11) 

46 2/20~3/ 1 27 48(3/ 1) 2/20-2/21 2 8(2/21) 2/20-2/21 2 i 5 (2/21)1 80(3/15) 
47 12/13-2/ 4 54 92(2/10) 21 ?~211? I 11 74(2/10) 2/ 7~2/121 s I 29(2/ 9) 310(3/26) 

48 12/ 4~4/18 136 228(2/13) 1/ 9-2/ 6 29 53< 1120) I 111 s-21 2 16 30(12/25) 560(2/12) 

49 12/ 6-4/10 126 236(2/23) 1/10~2/ 7 29 114(1/13) 2/16-3/2 15 30(1/13) 775(1//15) 

50 12/12~3/29 109 214(1/24) 1/19~2/13 26 69(1/24) 1/23~1/27 5 18(1/24) 500(1/23) 

51 12/27~4/14 109 293(2/19) 12/27~3/17 81 130(2/18) 12/28~1/25 29 59(1/ 4) 645(2/20) 

52 1/ 3-4/14 102 215(2/23) 1/31-3/ 5 34 91(2/ 4) 3/ 2-3/ 9 8 50(1/ 4) 570(2/ 5) 

--553 4 」! i 1/13~1/31 19 56(3/ 3) 1/14-1/22 ， 18(3/ 3) 3/ 1-3/3 3 12(3/ 2) 130(3/ 5) 
1/ ?-4/ 4 89 262(2/17) 1/ 7-1/30 24 66(1/22) 1/18-1/27 10 40(1 /23) 560(2/17) 

55 12/13-4/28 137 452(1/22) 12/27~3/17 81 180(1/15) 1/12-1/28 17 35(1/14) 810(1/15) 

平均 102.1 241.5 45.4 99.5 11.7 38.1 596 
~＜ / 

MAX 14? 565 91 176 43 89 1182 

MIN 19 48 4 13 2 5 80 

※印一部欠測あり
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今回のような豪雪は何年に一度の割合で起きるのであろうか、名観測所における毎年
の最大積雪深で確率

評価して調べてみると、 56豪雪の名地の最大積雪深は函2-5に示すように、伊吹山では約1/10年確率
、中

河内では約1/20年確率、木之本では1/50年確率となり、湖北地方における56豪雪級の大雪は、だいたい
山間

部では20年に1回、平地部では50年に1回の割合で再現されると言えるであろう。

叢
大
積
雪
深一

5000 

• 

/"竺伊吹山

500 

100 

木之本

彦根

10 20 50 100 20。讐年
□過去最高（ ）は発生年月日
④56豪雪

図2-556豪雪最大積雪深再現期間

56豪雪の第二の特徴は、年末から 1月中旬までの短い期間に4~5日位いの間隔をおいて問欠的に降雪
が

強まり、大雪となったことである。特に、 1月上旬から中旬にかけては，年末の根雪の上に 1回の降雪
が3

~4日連続し、これが2回繰リ返されて稀に見る豪雪となった（図1-1参照）。

図2-6に示す地点別積雪深日変化を見てもわかるように、積雪の明確な山が4つある。 1月1日前後、

同7日前後及び同15日前後、そして2月末日をピークとするもので、このうち 1月前半に集中した3回
に亘

る降雪は、県北部の交通網をマヒさせ、山間部集落を孤立状態に追いやった。
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図2-656豪雪地点別積雪深日変化図

第三の特徴は雪質である。滋賀県の雪は全般的に温度が高く雪質が重い。雪の結晶は上空に冷たい空気が

流れ込んだときにでき、次第に地上へ落下する。その過程において、地上に近い大気下層の気温が比較的高

い場合に湿り気の多い雪が降る。

今回降った年末から年始にかけての雪は相対的に密度が大きく、 1月16日に測定した湖北町伊部、木之本

町木之本、西浅井町塩津の各地における積雪全層平均密度は24?-2?9囮／吋で、積雪深を考えれば1m'当リ

350~4?0囮の荷重となる。

今回の大雪で浅井町浅井東小学校、湖北町速水／」＼

学校、長浜市南郷里小学校等の名体育館の倒壊や、

民家のひさしが折れるなどの被害が相い次ぎ、その

被害の割合いは全国の約8割以上が滋賀県で発生し

ている。ただ単に今冬の雪質の重さが原因であると

言い切れない点もあるが、それらのことなどから、

少なからずとも雪質の重さが被害を大きくしたこと

がうかがえる。
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2-3 余呉町における豪雪と孤立集落

年の瀬もおし迫った12月26日、今冬第1次の寒波の襲来で、夕刻よリ本格的な降雪となリ翌27日午前9時

現在の積雪i古中之郷45cm、中河内110cmを記録し、国道365号綜は梧坂以北が、県道中河内木之本線は菅並

以北が不通となリ，このときから、中河内、小原、田戸鷲見の四集落は孤立状態となった。その後 1月

4日から第2次の寒波が 11日からは第3次の大寒波が襲来して、 12日午前9時現在の積雪は、中之郷1?Ocm

中河内370cmとなリ、町の主要幹線道路である国道365号線もまひ状態となリ、国鉄北陸線も長距離列車の運

休が続出し、その後も降L）続く雪のため、米原、福井間は138の20峙57分よリ、 16日1時35分まで全面的に

ストップした。加えて国鉄バスも運休し一時的に町全域の交通はマひ状態に陥った。

通勤者はその豪雪のなかを、木之本町、高月町、さらには長浜市の職場まで、行き帰りとも徒歩で逸歎し、

夜は我家の屋根雪降しといった繰返しが幾巳か続いた。一方梧坂、中河内，菅並地区の人々は、通勤不能の

ため、それぞれ勤務地において下宿を余儀なくされたが、連8降リ続く豪雪のため、我家の安否を気ずかう

余り巳むなく危険をかえりみず、腰まで没しながら徒歩で帰宅していた。その中には2日間の休暇をとり，

1日がかリの強行軍で帰宅したところ，勤務先から、「雪のため職場が危険になった、すぐ職場に復帰せよ」

との連絡で、我が家の屋根雪もそこそこに、勤務先へ急いだ人達があったことを仄聞している。結局自宅は，

老人と婦人の手で守らざるを得なかったのである。

表2-2 集落別孤立状況

期 間 I ，世帯敗
-

人民 備 考

昭和56年1月12日～昭和56年1月28日

： ／j¥ 際

ピ田'=i 
55. 12. 26. -

55. 12 

56. 3コ 2.

56. 3 

63戸 I224人
2 緊急亨以外適行止解除4月 9E} 

~ ~ • ~ F . j. I 4 '/ I 

見

， 

篤 55. 12. 26, - 56. 3. 23. 
； 6 11 i 

椿 坂 56. 1. 12. - 56. 1. 20. 36 ,145 

中河内 55. 12. ・26, - 56”3. 1 8・ 58 190 緊急車以外適行止解除
4月 7巳

6 集落 168 579 
l 

I 

弧立地区の食料については、以前は毎年冬になると交通は途絶することが常になっていたので、今でも主

食は勿論、かなりの野菜や保存食も貯えているが、 6mを越す豪雪のため、生鮮食料品がなくなっていった。

とくに鷲見地区では、 2世帯3人が越冬する予定であったが、年末に突然の大雪のため、十分な越冬準備が

出来ないまま、 4世帯9人が残ってしまった。その上1月10日には屋根雪降しのため帰宅した2人もとじ込

められ、 3人の越冬用食料を食いつくす結果となリ、灯油、医薬品、日常生活物資も底をつき、救援依頼が

町の対策本部へ入った。

町豪雪対策本部では、早速自衛隊のヘリコプターの出動を要請して、 1月1?日は鷲見地区へ、また1月21
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日には中河内地区へ、それぞれ食料品や生活物資を空輸した。その後1月31日には小原、田戸、鷲見地区へ、

2月4日には中河内地区へ、町議会議貝と町職員で編成した被害調査隊が、食料品及び医薬品、除雪用具な

どを雪上輸送した。

r ほ
旦<“/‘/‘

＼
 

孤立中の鷲見地区 1月18日 山口勇太郎氏撮影

急病人の発生に対する処置については、中河内地区で2件発生し、いづれも自衛隊のヘリコプターの派遣

を要請した。第1回目の1月15日は、降雪のあい間を縫ってヘリコブターによる患者輸送を行ったが、第2

回目の1月24日は、吹雪のためヘリコプターの発着不可能となり、除雪派遣によリ滞在中の自衛隊呈の協力

を得て、徒歩によリ医師を送リ診察の結果、

入院を要すると断定され、夜間に患者を雪上

輸送し、伊香病院に入院させた。

そのほか電線の切断が孤立地区であい次い

で発生したが、いづれも関係者の夜を徹して

の献身的な復旧作業によリ短時間で復1日した。

表2-3 停電のあった日時

月 日 停篭時閻 停電した集落

1月18日 7 : 00-18 : 30 小原、田戸、競見

1月19日 7 : 00-11 : 35 中河内

1月28日 23 : 30-29日12: 45 鷲見

2月1日 12 : 05-17 : 00 鷲見
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2-4 雪崩の状況

今豪雪で心配された雪崩の危険箇所は次のとおりである。

表2-4 余呉町における雪崩の危険箇所

路線名等 ← -双--- 分 危険芭所
L 

付 記

固遵365号線 椿坂峠付近 雪崩防止柵の未施行箇所

I 99 柳ケ瀬字北尾地先 I 柳ケ瀬バズ皐北約200m附近

県道中河内木之本線 菅並字蛯獄地先 上丹生、菅並閤の急峻な断崖

i ’’ 菅並字佐惣平地先 菅並、小際間の急峻な断崖（通称タッサク）

’’ 小原字｝！＼原谷地先 小原、田戸閤

99 窯見字大丹谷地先 田戸、葉見閤

99 篤見字砂利平地先 田戸，葉見間

l!!J道丹生柳ケ瀬綜 上丹生字細桐地先 丹生小学校より西へ約300m附近 I 
柳ケ瀬字大門山 柳ケ瀬字大門地先 柳ケ瀬の人家の西甜の斜面（通称ヒシ谷山）

1)椿坂峠付近

国道36 5号線の椿坂峠は雪崩の常発地帯であり、滋賀県が毎年雪崩防止桐の設置に努力されているが、

今豪雪では未施行箇所での危険が感じられ、除雪後の雪崩による災害の危惧から、 1月末の自衛隊の応援を

得ての除雪は峠下で中止し， 3月上旬まで見合せることとなった。しかし地元からは、危険箇所に人工雪崩

を起こしてでも 1日も早く中河内までの除雪を、との強い要望もあったが、凛は、人工雪崩を起こして一時

的に遵路を開通しても，その後の危険が解消するとも考えられないため、実施されなかった。結果的には大

きな雪崩は発生せずに春を迎えた。

2)雁ケ谷付近

国道36 5号線と国鉄バス専用道路分岐点西側の斜面より雪崩が発生し、国道36 5号線を直撃して止ま

った。幸い通行車輌はなく災害には至らなかったが、国道の下には、固鉄バス専用道路が走っておリ、その

東部には北陸自動車道の下り線が走っている重要な箇所であリ、対策が望まれる。

3)県道中河内木之本線

県道中河内木之本線は高呵川沿いに走ってお

リ名所で雪崩の危険はあるが、特に危険を感じ

られる箇所は，上丹生菅並間の楚嶽地先、菅並

小原間の佐惣平地先（通称タッサク）、小原、田

戸間の小原谷地先、田戸，鷲見間の大丹谷地先

と、砂利平地先で県の委託を受けて除雪にあ

たった業者は命がけの作業であった。

先づ第一の難所である蛸斑地先では、最初に
雁ケ谷地先で発生した雪崩 1月19日 国道開通後撮影
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山側上部の雪をユンボで排除し、更に安全を確認しながら道路の除雪にあたった。菅並以北の危険箇所は早

朝の内に除雪し日中は雪崩の危険のない場所の除雪にあたるなど、細心の注意を払っての除雪イ笛業によリ、

小原地区は3月2日に、鷲見地区は3月23日に道路が開通した。

4)町道丹生柳ケ瀬線

上丹生から摺墨へ向う町道、丹生柳ケ瀬線の丹生小学校から西へ約300mの地先において昭和55年1月に

大規模な雪崩が発生して町道をふさいだ箇所で、町では同年に雪崩防止柵を設置した。しかし今豪雪はその

柵もろともに崩れるのではないかと心配されたが、この豪雪に耐え抜いたことで安全が確認された。

5)柳ケ瀬大門地先

柳ケ瀬人家中の西側斜面（通称ヒシ谷山）が、 1月中旬から、山の頂上付近に、巾30mほどのイナヅマ型の

亀裂が入リ、日増しにその割れ目は大きくなり住民を脅かした。ヒシ谷山と人家の間には、川巾約15mの余

呉川が流れているが、もし雪崩が起これば川を越えて人家を襲う危険もあり、川を堰き止めた場合は、付近

の人家への浸水のおそれもあって、町は非常事態に備えて、近くにユンポ 1台を常駐させた。

亀9

柳ケ瀬人家裏の亀裂の入った山肌 1月12日撮影
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第3章雪害の状況

3-1 道路の被害

今回の豪雪は、道路そのものや付属物にも大きな被害を及ぽしたが、その殆んどが国道と県道で｀付膜物

の少ない町道の被害は幸い循少であった。

それでも雪が融けるにつれて無残な姿があちこちに見られるようになった。その主なものはガードレー1レ

や、ガードパイプの沈下、雪崩防止棚や落石防止棚の破損な除雪による路面や i ガードレール破損などの被

害であった。

国道365号線椿坂峠の雪崩防止棚の被害

-18 

除雪によるガードレールの被害

国道、雁ケ谷附近



連日の除雪によりガードバイプを

傷め路面に亀裂の入った

県道中之郷停車場線

- 19 -

歩道のガードパイプが

雪の重みで沈下

国道東野附近

山崩れで行く手をふさがれた

県道中河内木之本線

尾羽梨一針川間



3-2 公共施設の被害

文教施設を除く公共施設の被害は、表3--1の通りで、その主なものは，各集落の木造集会所の屋根の損

傷で、豪雪の割合に比し被害の軽徴であったことは 住民の夜を徹しての努力のあったことを特記したい。

表3-1 公共施設の被害状況

分＼被害匿 1被害額 備

（文教施設については別表）

考（施設の名称）

棟 千円1坂0公会堂、中之郷公会堂、八戸公会堂、摺墨公会堂、菅並公会堂、小

公民館
（集会所等）

12¥ 2.4001原公会堂，田戸作業所，国安公会堂、新堂社務所、椿坂草の根会館，驚

見区事務所 下余呉公会堂、各建物の庇の折損，屋根瓦の損傷

ll!)民体育館 400千円、自然休養村センター 200千円、水防倉隣 5.000千

その他の施設 11 
円、消防車庫 2,000千円，マイクロバス志庫 300千Pl，バス1序550千円、

9, 1501 
中之郷コミ消却場 200千円、文室消防ポンプ）J＼舎 100千円、野外活動セ

元菅並分校校舎の被害
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3-3 農林水産業の被害

今回の豪雪によって最大の被害をこうむったのは、森林の被害である。年末から年始にかけて降った雪は、

雪質が通常の2倍程度重く、この湿雪は立木を倒伏させ、また折損させて甚大な被害をもたらした、そのほ

か共同利用施設では、余呉ライスセンターの屋根の一部、外壁、サッシ窓などの損傷と、農業倉庫の屋根瓦

や、シャッターの損傷があった。農産物では、麦類、野菜、果樹、桑園、茶園等に雪害が出た、その他農林

水産業に対する被害の状況は、表3-2のとおリである。

表3-2 農林水産業の被害

区 分 被害量 被害額 備 考

棟
39,3千2円8 

ライスセンターの屋根、外壁、サッシ窓、農業倉庫5棟、屋根
共同利用施設 6 

瓦、シャッターの損傷

棟 農作業場15慄、屋根の損傷
個人施設 24 17,600 

その他の建物9棟

農 産 物 43.5ha 17,450 麦類、野菜、果樹、桑園、茶園等の雪害

林 産 物 1,540ha 664,000 
杉、桧等、立木の折損 510,000千円

倒伏による木起し 154,000千円

水産施設 悶 13,500 釣桟橋の一部破損、釣堀施設1棟

水 産 物 6,000 
余呉湖の湖面凍結により出漁不能日数90日を越えた損失および

ワカサギの人工採卵、不可能損失

合 計 ?5?.8?8 

雪の重みで中間から折れた杉の若令木
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3""44 住宅、その他の建物の被害

住宅の全壊や半壊の被害は、小原、田戸、鶯見地区に多く、通勤、通学の関係上交通の便のよい地域へ｀

冬期だけ仮移転していた人達の被害が多かった。これは今冬の異例の豪雪のため例年のように屋根雪降しに

帰ることができなかったためである。

一部損壊には、大屋根や庇のタル木の折損による被害が大弼分で357棟となった。なお非住家の被害の最も

甚だしいのは、さきに移住済の空家となっていた奥川並、尾羽梨、針川の建物の倒壊がひどかった。また町

全域においても、住宅を守るために、非住家にまで手が廻らず損傷した建物が多かった。

表3-3 民家の被害状況

備 考

非住 305 全壊 2？棟 半壊 34棟
一郎担傷 244棟

雷害による民家
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3-5 教育関係機関への影響

(1) 教育施設の被害

1月15日から21日にかけて浅井町、湖北町、長浜市、今津町の小学校の体育館や勤労者体育センターなど

が、雪の重みでつぎつぎと屋根が落下している中にあって、県下最高の豪雪地帯である本町の教育施設は、

幸い大きな被害はなかった。そのかげには管理責任者をはじめとする教職負の並みなみならぬ努力とPTA

など地域の人びとの暖い協力があったことを特記したい。

学校別被害状況は、表3-4のとおりである。

表3-4 文教施設の被害状況

学校名 被害箇所名 被 害 の 壮 況

非常階段 北校舎西側の木造非常階段の屋根損傷

余呉小学校
渡リ廊下 西側からの圧雪で損傷 30而

体育館掛庇 体育館北側の掛庇落下

校舎の屋根瓦等 全般に亘る屋根瓦，フェンスの損傷

実習室屋根 木造平屋の屋根損傷

丹生小学校 校舎掛庇 掛庇5ケ所落下

屋根瓦、フエンス 校舎全般の屋根瓦およびフェンスの損傷

玄関庇 校舎玄関庇のアルミパネル剥離

片岡小学校 渡り廊下屋根 校舎、体育館の渡り廊下屋根損傷

フェンス 運動場西側のフェンス 49.5m損傷

校舎窓枠 校舎1階の窓枠損傷

中河内小学校 校舎屋根 調理室南、北側、校舎東倒庇破損 33.0m' 

倉庫屋根 鉄骨平屋建倉庫屋根破損 17.0m' 

鏡岡中学校 フェンス
校舎周辺及び運動場西側、南側フェンス

359.5m' 

幼 稚 園 玄関の屋根 体育館南側、幼稚園玄関部分の損傷

(2)臨時休校、休園および臨時分校の措置

1)臨時休校・休園の実施日数

ア、幼稚園（保育所）

被害額

千円

3.078 

2,290 

690 

976 

2,539 

500 

余呉幼稚園ならびに余呉保育所は、 1月8日の始業式を延期したまま、当分の蘭、休園措置をとっていた

が、予想外の豪雪となったため、 2月7日まで休園して、 2月9日に 1日遅れの始業式を行った。

イ、小学校

町内の小学校のうち、余呉、丹生、片岡の三校は、始業式を 1日遅らせて 1月9日に行い、 1月10日は正

規の授業を行ったが、 1月11日からの第3次の寒波襲来のため、 1月12日から17日まで臨時休校となった。

中河内小学校は始業式を2日遅らせて 1月10日に挙行し、そのまま、豪雪の中でも授業を続行した。その

蔭には連日連夜とぎれることなく降リ続く 6mを越す豪雪の中で、我が家の崩壊を食い止めるのが精一杯で
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ありながら、学校と教育宿舎を守り正規の授業を続行できたことは、先生方をはじめ地区の方がたの涙ぐま

しい苦労があったからで、衷心よリ感謝の意を表したい。

口、中学校

鏡岡中学校も始業式を 1日遅らせて 1月9日に行い、 1月10日より 3学期の授業に入ったが、 1月11日か

らの異状寒波によリ大雪をもたらし、 12日は休校とした。なおも降，)続く雪の中であったが高校受験をひ

かえているため， 13日は登校させて正規の授業に入ろうとしたが、国鉄バスの違行もストップし登校困難な

地域が出たため再び14日から1？日まで、臨時休校の措匿をとった。

表3-5 臨時休校一覧表一日19日110日111日112日1138|14巳1158|168 |17日118日119巳
余呉幼稚園 (1月8日よt）、2月7日族で休園）

l i I I : I 
△ 

校名

△印は休校、〇印は登校を示す
I I 
臨時休校計

268 

＇ヘ

日

曜

日

ヽ

△ i △ 

三
t::.!△ 

△ I △ i ̂ 
"--| 

日 ICJ 11 68 ! 
曜 10 6巳 1
I | 1 

1日 1c, l e ; B 1 △ | 3日

△ l、、ロヤ～、ロ
£ 

£ 

祭

68 

(3)臨時分校の開設

丹生小学校菅並分校では、 1月198になっても交適途絶のまま今後の開通の見適しがたたないとの判断で｀

咽教育委員会は、県教育委負会に、 1月16日から、 2月28日まで48日間の臨時分校設置届を提出し｀ 1月19

日より菅並公会堂を臨時の校舎として、菅並分校を開設した。菅並分校は生徒数20名を復式として3学級を

編成し、補充教貴 1名と、本校よリ交替で2名の先生が授業にあたった。

その後自衛隊の出動により 1月28日には上丹生、菅並間の隈道の除雷が完了し、わずか9日間で分校を

閉鎖し本校へ通うことができた。
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(4)成人式の延期

成人の日の1月15日は、かつてない豪雪に見舞われ町内の名道路は不通となったため、昭和56年度の成人

式は、無期延期とした。因に県内で成人式を延期した町は、伊香郡内4町のほか坂田祀山東町、伊吹町、近

江町、高島郡の今津町の10町であった。

本町では、その後積雪の状況をみて、 2ヶ月遅れの3月15日に、余呉町山村開発センターにおいて成人式

を挙行した。

1月19日から開設した丹生小学校菅並臨時分校

2ヶ月遅れの成人式
3月15日 余呉町山村開発センターにて
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第4章 雪害対策の状況

4-1 豪雪対策本部の設置

(1)豪雪対策本部の設置と組織

非情なまでに達威をふるった、 56豪雪は、昭和55年12月25日夜半から降リ出し、 12月268には奥地6集落

（菅並、小原、田戸、鷲見椿坂、中河内）が孤立状態に陥リ，12月30日には、町役場（中之郷）で積雪 1m 

を記録し、町の名道路も通行困難となったが、滋賀県木之本土木事務所と、余呉町の職晨による懸命の除雪

作業によリ、完全とは言えないがどうにか道路交通の確保ができた。しかし， 1月11日には第3次の寒波

が襲来し大雪警苺が発令された。そのため当日は日曜日でもあったが t 緊急課長会議を開催して、同日17峙

00分「余呉町豪雷対策本部Jを設隠した。

なお、滋賀県においても1月13巳17時00分に「滋賀県雪害対策本部」を設置して、県内名市町村との連携

を密にするとともに、 1月17日から、名市町村豪雪対策本部へ県職負を配置して対策にあたった。

表4-1 余呉町豪雪対策本部組織表
m,  T“~ ▲人~

r̂・自衛隊
r -----~ --. --←-----7 
：滋賀県雪害対策本部し

-----…-~ーー・に
--”----ドー伊香祀消防本部ー伊香消防署

k -…”紐屯.,巫:・.--r: 巫-~--'. : 
し造・医療機開

心→心→呼— L 匹-叫 -t-…皿一

L 
：同上長浜地方本部
-●● ~ -------

＾ 
, 9 

余呉町豪雪対策本面］

本部長（町長）

［副本部長（助面了l
• I 

三
ー］．
翻団長

本 部 負

業

課

長

務

課

長

合
開
発
室
長

会
事
務
局
畏

育
療
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，

建

設

課

長

，

住

民

課

長

'
福
祉
課

総

務

課

，

収

入

役
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(2)豪雪対策本部の任務

1)生活道路の除雪

集落間の幹線道路の交通を確保する

2)緊急医療体制の確保

孤立集落への緊急医療対策は、天候の状況により、陸上、空輸いづれかによリ対処できる体制を確保す

る

3)休校、休園措置とその連絡

町内名）j＼中学校ならびに、幼稚園、保育所の休業の措置とその連絡

4)連絡体制と情報の処理

名集落との密接な連絡体制と情報の処理ならびに上部機関への報告

5)公共施設の屋根雪の除雪

名学校ならびに、名公共施設の屋根雪の除雪計画とその対策

6)要保護家庭などの除雪対策

老人家庭などの除雪対策

上記の任務を帯びて1月11日設置した豪雪対策本部は、観測史上最高の豪雪と闘いながら4月20日、雪崩

の危険性の解消をまって閉鎖した。

＇ 多マ、

ヽ

ぷ

1月11日余呉町豪雪対策本部を設置
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(3) 体制と実施内容

1)道路除雪の体制

町違における除雪体制としては、例年通り町職届による除雷作業班を編成して、早朝除雪（午前4峙出動`］

のため宿直待機とした。例年は1班当リ4名で編成していたが、今冬は年末よlJ1月下旬までは、 4~8名

の待機として交替で勤務した。待機回数は、 12月に9回、 1月に24回、 2月に12回計45回、勤務延人羹 213

人（班負腔名）であったa

また昼間の除雪については、本部の指示によリ町職員が｀全力をあげてこれにあたった。除雪機械は、 1llJ

有の除雪ドーザー3台、ロータリー除雷車1台、グレーター 1台、ジープ1台計6台で対応したものの、異

状な豪雪のため町有椴械だけでは、対処できなくなったので、 1月17日よリ、滋賀県建設業協会の応援を得

でまた1月18日からは町内業者に委託して、プルドーザーによる幹線道路の確保と、ダンプトラックによ

る人家中道路の排雪を行った。

しかし大型除雪椴械も没する豪雪のため、名集落内の道路まで完全に除雷できるのはいつの日になるか予

想も出釆ない状態であった。

そんなとき滋賀県雪害対策本部のはからいによリ、 1月21日から自衛隊の応援を受け、困難視されていた

上丹生ならぴに小谷、椿坂、菅並の人家中と、国道365号線の椿坂、椿坂峠下閻 t 繋道中河内木之本線上丹

生 菅亜間の除盟の難所を突破し｀短期間 (8日間）で主要道路の確保が出来たむしかしそれでも、中河内，

小原、田戸、葉見の4地区は、雪崩による危険性があるため依然として弧立状態が続いた。

昭和55年度の除雪計画は表4-2のとおりである。

決ん心 2

昭和55年度余呉町除雪計画

I.目的

この計画は、豪雪地帯である当町における町内道路交通を確保するため、有効適切な除雷作業を

実施し、通勤通学の足を確保し、町の産業振興と民生の安全に寄与することを目的とずる。

2'除雪および凍結害の防止実施期間

昭和55年12月1日よリ昭和56年3月20日 (110日間）

3＊積雪観測

役場および各小中学校において、観測時間ごとに積雪聾を記録し、又関係区長に積雪状況を報告

願うものとする。

4.除雪対策基準

役場の観測において積雪曼が10cm程度になれば除雪態勢に入る。

降雪罹30cmが予想される場合・・,...，島・大雪注意報 彦根気象台よ 11発令されるので状況に応

降雪螢60暉が予想される湯合・・・・・・・・・大雪警報 じ作業の万全を期す。

5.除雪対象路線

余呉町が行う除雪対象路線は次表のとおリ。
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余呉町除雪対象路線一覧表

区 '刀‘ 路 線 名 区 間 延 長

第 1次確保 下余呉柳ヶ瀬線 中之郷 杉本余呉線交点～柳ヶ瀬人家はずれ 4. 0km 

路 線 中之郷飯ノ浦線 中之郷 杉本余呉線交点～川並人家はすれ 2 ̀, 
余呉駅前線 下余呉 下余呉塩浦浜線交点～余呉駅前 0、2
中之郷塩津港線 東野 下余呉柳ヶ瀬線交点～文室人家はずれ 2.7 
今市国安線 今市 下余呉柳ヶ瀬線交点～池原人家はすれ I. 4 
丹生柳ヶ瀬線 上丹生 中河内木之本線交点～1習批公会堂前 I. 9 

丹 生 線 上丹生 杉本余呉線交点～丹生小学校 0.5 

第2次確保 下余呉江土線 下余呉 杉本余呉線交点～下余呉塩津浜線交点 0. 7km 
路 線 坂 ロ 線 坂口坂口人家中、国道365号線南北交点 0.6 

中之郷中山線 中之郷 杉本余呉線東西交点 0.3 
今市池原線 今市 下余呉柳ヶ瀬線交点～今市国安線交点 |．9 

今市国安線 国 安 中之郷塩津港線交点～天神前 0.5 

高 田 線 中之郷 中之郷飯の浦線交点～中之郷停車場線交点 0. I 

下余呉線 下余呉 杉本余呉線交点～国道365号線交点 0.3 
田 代 線 東野 下余呉柳ヶ瀬線交点～国道365号線交点 0. I 
中之郷線 中之郷 下余呉柳ヶ瀬線交点～国道365号線交点 0.2 

吉 行 線 中之郷 杉本余呉線交点～国道365号線交点 0.2 

八幡谷線 下余呉 杉本余呉線交点～国道365号線交点 0.2 

（註）学校給食車の進入路およぴ自然休養村センター道路についても除雪作業対象とする。

県道のうち、杉本余呉線（中之郷下余呉人家中）、下余呉塩津浜線（下余呉川並間）、余呉湖線（川

並～国民宿舎余呉湖荘）の三路線は除雪対象とする。

6.除雪の体制

(|1 勤務時間中は、観測地およひ、除雪対象路線にお＼ヽて、積雪が10cmとなった場合または10cm

を越えるおそれのある場合に除雪体制に入る。

121 勤務時間タトは、彦根気象台よリ発表される気象通報、または降雪聾が15cm以上と予想される

気象状況の場合は、別紙当番表に基き建設課長の指揮によリ、宿直待機して翌朝の除雪の万全

を計る。

131 降雪掻および積雪蜃が60cm未満の場合は、平常除雪体制とし、 60cmを越える場合を緊急除雪

体制とし直営作業のほか民間よリ除雪機械等の借上げを手配する。

14) 各関係機関と相互に連絡の上、県道の除雪状況、バス及び一般車輌の通行状況等を絶えず把

握して関係機関への伝達を行う。

7.除雪作業員の心得

(ll 一般心得

ィ．除雪作業中は、車輌交通曼および通勤通学者等の多い路線を優先して実施する。

ロ．除雪作業の開始時刻は、勤務時間タトの早朝除雪の状況を判断して午前4時に開始するこ

とを原則とする。勤務時間内は建設課長の指示に従う。
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＇＼早朝除雪作業はタイヤドーザー 3台、ジ I台によ 1)実施する。

二．除雪作業中は、安全に十分留意し、万ー事故発生の場合は被害の処理に努め、帰）苧後は

直ちに状況を報告する。

ホ冷除雪作業終了後は、必ず作業巳誌を記入する0

(2) 班員

イ．班員は不急の外出を避け｀自已の所在、連絡先を明確にし、除雪体制の連絡があった場

合速やかに登庁して除雪作業に全力をあげるこど。

ロ．運転者および補助員は次の事項に留意する：．と¢

①ー車線確保の湯合には、必ず待避所を設ける。

②作業開始前に必ず車輌点検を行うじ

(3） 作業終了時は車輛整備および燃料オイル等の補給等を完全に行う。

＠ 運転者の交代の湯合には車輛状況の引維ぎを行う。

⑤ 作業状況の連絡を緊密にし記録を確実に行う。

は） その他

除雪作業について必要な事項(i相互の協力と協議のもとに冬期の交通確保につとめること 0

- 30 一9•



2)公共施設の屋根雪処理

過去において、公共建物の除雪は、積雪が1OOcm~ 150cmを越える場合に、木造や軽量鉄骨の建物の除雪を

行ってきているが、鉄筋コンクリートや重量鉄骨の建物の除雪は実施したことがなかっ•た。しかし、役場の

所在地である中之郷で、 1月13日には200cmを越える豪雪となり、 1月16日には260cmという未曽有の豪雪を

記録したため、木造、非木造を周わず、全ての建物の除雪を行うことになった。

ところが、この豪雪の真只中では、住民はそれぞれの民家やその集落ごとの社寺等を守ることが精一杯で、

公共施設の除雪応援隊を探すことは全く困難であった。そのため町としては 1月11日の豪雪本部設置以来、

女子職員を含めた町職邑全貝が、連日にわたリ大小20棟に及ぶ公共建物の除雪作業に懸命の努力を続けてい

た。しかし職員の疲労の色は日増しに濃くなるばかりで、この上降雪が続けばもはやお手上げの状態となっ

た。そんなとき、滋賀県豪雪対策本部のはからいで、県職貝の応援隊の派遣をうけ引続き県下名市町ならび

に各種団体の暖い支援を受けたことは、まことに
表4-3 除雪協力隊の支援状況

月 日 協力団体名と人数

1月18日 滋賀県職貝 25名

1 19 滋賀県職員 25名

1 20 滋賀県職員 26名

1 21 滋賀県職負 26名

99 草津市職邑 30名

1 22 草津市職邑 34名

99 県警本部機動隊員 13名

I 野洲l町職邑 20名

1 23 野洲l町職貝 20名

I 滋賀県町村会職員 3名

1 25 近江八幡市教委職負 20名

99 政治結社、維新統一同志会

99 日本社会党滋賀県支部 30名

1 26 中主町職邑 15名

’’ 石部町職邑 10名

1 27 中主町職負 15名

99 石部町職邑 10名

99 彦根建築組合青年部 15名

1 29 守山市職負 24名

1 30 守山市職邑 24名

合 計 12団体 389名

7名
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有難かった。ここに協力隊貝の皆さんに対し、あ

らためて感謝の意を表したい。

また教育関係施設の屋根雪降しについては、臨

峙休校の間それぞれの学校の教職負が連日、危険

度の高い建物から順次除雪にあたっていたが、何分

にも建物面積が広いのと、積雪量が多いため作業

ははかどらず、 PTAの会員や地元の住民の協力

と除雪協力隊の応援を得てどうにか事無きを得た。

本町よリも雪の少い地方の体育館の屋根の落下が

あい次いで起ったが、幸い本町内の体育館は、屋

根雪の自然落下により難をまぬがれた。

ドーム型体育館の屋根は、上って除雪すること

は危険であり、今後の豪雪に備えて次のような管

理面での注意が必要であることを痛感した。

1)屋根の雪止めは絶対にとリつけないこと

2) ドーム型屋根の塗装は、錆の出ないうちに、

できるだけ早目に塗り替えを行うこと。



PTAの奉仕作業で校舎の屋根雪降しをする鏡岡中学校

3)民家の除雪状況

200cmを越す積雪になると、屋根雷によって 1階の庇まで埋れてしまう。 2階建ての家でも、大匿根の雪

は落せても1階の庇は、埋った雪から掘リ出さねば危険となる。そのためには，次に降ってくる雪のことを

考慮して出来るだけ家から離れたところへ排雪しなければならないが人家の密集したところでは、隣家と

のトラプルが起るQ 積雪が400⑳を越える地帯ではなおさら大変な作業饂となリ、平家建ての場合では

根雪降ろし」ではなく、「家堀り」と言った方が適切な言葉となる。この重労働をおこたれば家は壊れること

を覚悟しなければならない。

最近，余呉町においても農業の機械化によって、男性だけでなく、女性も農業以外の他産業に従事するこ

とになって昼間家に残っているのは「老人と子供だけ」と言っても過言ではない状態である。そのため昼

間は職場で働いてきて、夜は月明りで屋根雪降ろしをする家庭が多かった。こんな日々が幾日も続き、懸命

の努力の中にも被害は続出して行った。実に“白魔との闘い”であった。

この様な状態を見兼ねた町豪雪対策本囲は、町民の勤務先に対し、余呉町長名で、次のような依頼文（表

4-4)を送リ、特別休暇など特別の配膚を依頼した。

また寝たきり老人や、体の不自由な老人に対しては、民生委国や地元消防団負、社会福祉協議会の職呉等

が地元の区役邑と協力して愛の手をさしのべていた。しかし降リ続く雪のため，先手にはまわれず収記

のあま（）夜中に民生委舜や役場に電話してきた老人も何件かあった。
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表4-4 各職場あてに発送された依頼文

謹啓 大寒の石切貴社益々御隆昌の段大慶に存じます。

さて、昨年末から北陸地方を襲った豪雪は、昭和38年をしのぐ記録的な積雪となリ、

日夜懸命の除雪作業にもかかわらず、生活道路の幹線も遂にとだえた状況であリます。

本町からの通勁者も交通不能のため下宿や間借等にたよっていますが、我が住家を

守るため家族全員が一丸となっているものの甚大な被害が生じています。

家族の柱となる通勤者は、生活の糧となる勤務と財産（家屋）の維持のため、その

心労と肉体疲労は相当なものと推察しています。

このような事情御賢察の上、勤務について格段の御高配を賜リたくお願い申し上げ

ます。

参考までに、今日現在までの各地の積雪艇は、中之郷260cm、菅並380cm、鷲見570

cm、中河内550cm、椿坂450cm、柳ヶ瀬440cmとなって＼ヽ ます。

敬具

昭和 56年 1月 15日

事 業 主 殿

余呉町豪雪対策本部長

余呉町長
西山 倫R
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4)除雪に要した経費

余呉町が除雪に費した経費をまとめてみると表4-5のようになる。このうち主なものは人家中の排雪作

業委託費が、 13,514千円、公共施設等の除雪人夫賃金や町職員の時間外手当等が、4,155千円、除雪機械など

の修繕費が4,131千円、除雪機械や連絡用自動車などの燃料費が、1,791千円など，直接的な除雪費用は、

25,483千円となる。

また老人福祉世帯の屋根雪降ろしなどの援護費が、2,510千円、豪雪のあと始末等に対して名集落、名団体

等に交付した交付金が，4,600千円、豪雪対策の諸経費が、3,251千円など、間接的な費用が、 11,311千円、合

, 36,794千円となった。

最近5ケ年間の平均が約 3,500千円だから、平年の約10倍となる、ただしこの除雪費用の中には、除雪機

械の購入費や，侶却賢は入っていないむその上自衛隊や除営支援隊の派遷がなければ、とうていこのような

金額ではおさまっていなかったであろう。

表4-5 余呉町の除雪に要した経費の内訳 （昭和56年度） 単位千円

費 目 I 額

除 託焚 1 3, 5 1 4 

除 労務贄 4, 1 5 5 

除雷機械借上料 8 5 0 

修 繕
費 1l 
4, 1 3 1 

燃 料 1,? 9 1 

消耗品賢， 1.o 4 2 

・富暉詞•I 4, 6 0 0 
援護費 2, 5 1 0 

補憎製 9 5 0 

薇雪対策諸経費 3, 2 5 1 

経 費 の 内 訳

町道人家中除雷，業者委託料

隙雪人夫雇人襲及職呉時間外勤務手当等

民間の様械及ダンプカー借上料

除雪機械等の修繕料

除雷概械及び逮絡用自動車の燃料費

タイヤ、タイヤチェン、ポルト等消耗邑費

名集落及各種団体への豪雪対策交付金

福祉世帯の除雪補助

除雪による建物、車頓等の損傷に対する補償金

被害写真，印網費.自衛隊派遷による諸経費等

4-2 救援活動の状況

(1)孤立集落への生活物資の輸送

12月26日から孤立していた鷲見地区では、 2世帯3人が越冬する予定のところ、出そびれた 6人が大雪に

とじ込められ、その上1月10日には、屋根雪降ろしのため婦宅した2人も、降り続く雷のため，勤務先へ戻

ることもできず，合計11人が、 3人分の越冬用食糧を食べていたため． 1月16日には副食の材料が底をつい

て来た。また日用品、医薬品、灯油なども残リ少くなって来たので、町の豪雪対策本部へ救援を求めて来た。

町の豪雪対策本部は、早速、滋賀県雪害対策本躯を通じて、自衛隊のヘリコプターの派道を要請するとと

もに、食糧品、日用品、医薬品郵便物など14梱包競85囮と、 灯油18e入10菌を準備し、伊香消防署のグ
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ランドを徹夜で除雪してヘリポートとして、 1月17日午前9時より晴間を見てヘリコブター5往復により物

資の輸送を行った。

1月21日には、中河内地区からの要請により、野菜などの食糧品、郵便物、医薬品、除雪用機具等、 83梱

包、1.170囮を空輸した。

その後、天候の状況をみて、 2月4日に中河内地区の豪雪状況調査を兼ねて、町議会議貝、町職貝等34名

の救援物資輸送隊を組織して、県下各地から寄せられた見舞品の野菜類や除雪機具等を椿坂峠下まではトラ

ックで運び峠下から中河内まで徒歩により搬送した。

しゞ
着

ベ産ぷ
ヤゞ ァ

：` 

2月4日中河内地区へ救援物資を搬送する町譲会講員と町職員一行

(2) 自衛隊の出動要請と派遣状況

1月21日、滋賀県雪害対策本部から要請を受けた自衛隊は、今津駐屯地の特科連隊を主力とする近畿各地

からの 370名の隊員が出動、木之本町役場に本部を設置し、木之本町杉野方面と、余呉町の生活道路の確保

を目指して活躍、短期間にその目的を達成して地元住民に感謝された。

なお緊急患者輸送や、緊急物資輸送のため、ヘリコプター出動を要請し、4回延べ10機と陸路輸送2回（車

輌9台、隊邑68名）の出動を願った。その活動状況は表4-6のとおリである。
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表4-6 自衛隊出動状況表

月日！出動項目 I :ニ !llJ 90 (J) 状 況

雷による昏折のt

碁地＝＝＝中河内基地 1往復

区では，食糧畠日用品が不足し．救援の通報により、

とヽ•9 這いい、 -99-口口、医薬品等を空輸
伊香消防署基地＝＝モ駕見基地 5往復I 

..一••一•一I‘--- i 
1 I 

I 1 伊香消防署基地==-中河内碁地 4往復

'1,24 I緊急患者輸送 I中河内地区において急患発生ら緊急輸送のため自衛隊のヘリコフター
の派遠を要請したが吹雪のためヘリコプターの発葛不可能となリ、

陸上（雪上徒歩）により医師の派追を申請して、自衛隊のスキー班に

より医療機具と医師を陸上で翰送し、診察の結果、入院を要するため、

患者を雪上輸送し伊香病院に入院させる。

自衛隊の車輌6台，隊負48;ち出勤

1. 21 i生活道路の除雪 I滋賀興雪害対策本部の派遺要請によリ，自衛隊の派還
1陣として余属町へ126名到恙
山村開発センターと町役場会談室にて宿泊

1.22 I生活道路の除雪 l丹生方面除霊隊と梧坂中河内方面除雷隊の2読中隊に分れ、餘雪作業
（隊員260名） 1開始隊員260名となる心

1.23 I生活道路の除雪
（隊邑

丹生方面隊

璽機隊プルトーザー2台 ダンプカー3台
上丹生公会堂より南の町道の除雪

人力隊 上丹生買手の道路の踏みつけ道開設

篭話ケープルの堀出し

椿坂中河内方面隊

重機隊 ブルトーザー3台・，ダンプカ-3台む
地元業者と協力して椿坂人家中の排雷。

人力隊 中河内方面ヘスキーによリ踏つけ道蘭設。

重機隊 プルトーザー3台、バケットドーザー1
ダンプカ•-6台。

上丹生公会堂より南へ向って除雷（バス転向のため21峙
ま

人力隊 菅並方面へ徒歩による踏つけ道胴設、引続き人家中の踏

つけと老人世帯の屋根雪の処理。

梧坂中河内方面隊

重概隊 プ）レトーザー3台、ダンプカー3台`
椿坂人力中と椿坂峠へ向って国道365号線の除雪

人力隊 スキー隊20名が、中河内及び半明方面への道路踏つけ、
午後中河内小学校屋根雪処理、その他の隊目は椿坂人家

中の除雪老人世帯の屋根雪降しc
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月日 出動 I頁目 活 動 の 状 況

1 -24 I生活道路の除雪 丹生方面隊

（隊呉290名） 重機隊 上丹生公会堂より南の町道、 16時に開通続いて上丹生
人家中を北に向って除雪。

人力隊 丹生小学校の屋根雪降ろしを地元の人達と協力して行

う。

椿坂中河内方面隊

重機隊 梧坂北部より峠に向って固道 365号線を除雪17時椿
坂峠まで開通、それよリ峠に向っては雪崩の危険性があ

リ峠下で除雪を打切る。

人力隊 中河内小学校の屋根雪の処理のため、スキー20名出発、
出発の際、草津婦人会よリ寄せられた救援物資の野菜を

搬送

1 -25 I生活道路の除雪 1 丹生方面隊
（隊負290名） 重機隊 上丹生公会堂よリ北に向って除雪、一方墨郷橋からも着

手
上丹生よリ菅並へ向って県道中河内木之本緞の除雪、プ

ルトーザー2台。
人力隊 上丹生人家中の除雪（重機隊に協力）

小谷方面隊

重機隊、人力隊共に小谷の人家中に集中して排雪作業。

南入口、北入口、中央の3ヶ所より重機を投入し、ダン
プによリ排雷。

1.26 I生活道路の除雷 丹生方面隊

（隊負340名） 重機隊 25日に引続き上丹生人家中の排雪。
県道中河内木之本線、上丹生菅並周の除雪にあたったブ

ルトーザー2台は、午前10時に菅並に到着し、人家中
の排雪作業に着手。作業能率を上げるためプルトーザー

1台を雪上を通して六所神社前に投入し北部からの排雪
し南と北の二方から実施。

また木之本町杉野方面の除雪にあたっていた1隊が、丹
生方面隊に協力することとなリ菅並の排雪応援。

人力隊 重機隊に協力し上丹生人家中並びに菅並人家中の機械除

雷により建物損傷の保護にあたる。

小谷方面隊

重椴隊、人力隊共に小谷人家中に集中して除排雪。

南、中央、北の3ヶ所の入0よリダンプ排雪。

1.2ワI生活道路の除雪 丹生方面隊

（隊員340名） 重機隊重機隊、人力隊共に2班に分れ、上丹生、菅並の集落内
人力隊道路の除雪。

上丹生は14時に町道上丹生線（旧県道）開通。
菅並は南、北両方面よリプルトーザー3台、バケットド
ーザー1台により除雪、明 28日午前中に開通の見通し。

小谷方面隊

前日に引続き排雪作業、 16時に小谷人家中全線開通し
作業を終了。
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月日 1 活動項目

9 --+ 
1.2s 1雪害戦認終了報告'

行事 I 

I 

活 動 の 状 況

丹生方面隊

午前9特雪害戦闊報告行事
9囲25分部隊撤収

並 午前中に人家中の除雪作業を完了c
73時15分雪害戦闘報告行事
13時30分部隊撒収

小谷方面隊 10時30分 雪害戦闘報告行事
10徳45分部隊撤収
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會

自衛隊のヘリコプターにより現況視察をする

余呉町長と柴田大隊長

(1月26日中河内を視察）

，戸

自衛隊による人力除雪作業

(1月27日菅並の人家中にて）

自衛隊の重機による除雪

(1月26日菅並の人家中にて）
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(3) 各地からの救援物資の恵贈と除雪協力隊

1月も中ばを過ぎた頃には全舟§に生鮮野菜が不足し、交通の途絶によって、食料品店の店頭にも、野菜

だけでなく、全ての食料品が欠乏していた。農家の庭先きには毎年貯蔵されている大根やキャベッも'3~

6mの雪の中では堀lJ出すこともできず困っているところへ、県下南郭の各地から、野菜など善意の救援物

資が、毎日のように役場まで届けられた。その種類は、大根、キャベツ、ネギ、人参、白菜などで、町はそ

の物資を各集落へ配分して廻 ってはキャベツ半分、あるいは人参1本の配分であったかも

知れないが，このときばかりは人の好意が身にしみて感じられた。

また1月18日頃より，滋賀県森負の除雪協力隊をはじめ，湖南の名市町村からの栽援隊が毎日のように応

援してくださったことは誠に有難かった。この末曽有の豪雪から公共施設が守れたのも、こうした蔭の支

援があればこそと、心から感謝する次第である。

表4-7 豪雪見舞金品寄贈者名簿 （隕不同，敬称略）

賂者氏名（または団体名）

滋賀銀行

川島信也

滋賀喋議会讃畏

地方建設局高剛1！ダム

西日本建設業保証株式会社滋賀支店

下村設計事務所

長浜市材信工務店

,, I守山市役所 ii : ヒラノ

"' I蒲生神崎西部地区 生活改善グ）レープ I "' 岐阜県土屋組

ヽ ＇大津市下垢本吉 E!l吉五郎
II ,,, I大阪市森田ポンプ工業株式会社

'， 1栗東町日赤奉仕団
ii ,,, l彦根市奥山ポンブ商会
ク 高月シャーリング工業株式会社

ク 甲賀地区農協婦人組織連絡協議会 l 
,,, I八巳市市農業協同組合 I! ., I長浜市文昌堂

チ 桐畑好春
I! ,;, 滋賀県市日）村振興課長中島 潔

ダ・ ！荒本壼久蔵
I il ク 1政治結社維新統一同志会

宮崎光蚕外？人

み 1山田耕太郎
9・ ,,, I滋賀相互銀行職貝組合

ヽ層 0 幸― II,,, 宇野宗佑

: i西田八郎 ii現 金 1県町村教委連絡協議会
: I滋貿県知事 心 1漿公立学校施設整備会

ヽ 矢橋林業株式会社
：・ ダ 1県社会福祉協請会

み 1滋賀相互銀行 lI ィ 1県共同募金会

ク 滋賀県議会誤長会 Ii ，，・ i中日新聞本社
9 i滋賀県農業共済組合遥合会 ・』 ，， 1中日新聞社会事業団
ク 滋賀県自然保護課長 :: {, I近江八幡市立岡山小学校
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種 別 寄賭者氏名（または団体名） 種 別 寄賭者氏名（または団体名）

現 物 近畿農政局湖北農業水利事業所長 現 金 県町村職貝互助会

ク 山下元利 ク・ 京都新聞社社長

ク 高月1llJ 谷口印刷株式会社 ク 京都新聞社会福祉事業団理事長

ク 長浜市材光工務店 ク 内閣総理大臣鈴木菩幸

ク 滋賀県議会土木警察常任委員会 ク・ 草津市役所部課長会

ク 力寿司 ク 日本社会党滋賀県支部

ク 国鉄バス木之本営業所 ク・ 草津市長田秀雄

ク 日本電気株式会社滋賀支店 ク 彦根市教員組合

ク 甲賀郡町村会事務局 ク 粟東町社会福祉協議会

，，， 長浜市滋賀工業株式会社 ク 彦根エルダークラプ

ク 高月町浅見組 ク 県地域婦人団体連合会

，，， 滋賀県教職負組合連合会 ク 野洲小学校PTA

ク 長浜市小林 実 ク 滋賀県町村会

ク 草津市立草津小学校長 ク 有限会社魚信淡水堀口信行

霞 讐 草津市日赤奉仕団委負長杉田ふみ ク 桐畑好春後援会小野吟左エ門

現 金 自民党県連 ク 日本赤十字社滋賀県支部

ク 草津市長 ク 赤十字奉仕団滋賀県支部委負会

ク 木之本ライオンズクラブ 1 豪雪以外町村議会議員

ク 県市町村職昂共済組合

合 計 I現 金 2,150,600円（現物については名区へ配分）

表4-7のとおリ各地から賭られた善意の救援物資は、名集落へ配分し、名戸へ配給されたが、見舞金総

額2,150,600円は、余呉町社会福祉協議会へ350,000円、滋賀県職貝協議会および同互助会から寄せられた

見舞金60,000円は、余呉町職貝協議会へ、野洲小学校PTAから寄せられた見舞金200,000円は、町内名小

学校 (4校）へ配分し、残る 1,530,600円は、余呉町一般会計へ繰入れて、表4-8のとおり総額4,000,000円

を豪雪対策交付金として名部落へ交付した。
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各集落へ交付した豪雪対策交付金

表4-8 豪雪対策交付金配分表

名 区分 均等割(4096) 戸 数 割 (4096) 租 雪 割 (?0%）I 計

72,700 p 
戸円 F 

141.a刃円坂

゜
57x (1亨覧）＝684X)I （孤立地区 70%'¥

下余 で，ヮ① i 139 ~ 166，瞑
＼一時弧立 30%) 240,CD'.) 

中 郷 72,S℃〇 213 ，，， 256，鱈 328,(XJJ 

八！！ 9 7(X} 29 ク 34,8CX) 1OO,ax) 

川並 72，訟 g7 ヽ 104,4CO 177,CD) 

下丹 '⑰  36 ク 43乏℃氾

39ぽ刈I 

116,0CO 

上丹 ： I I 
72,700 120 4 144,CCO 217,0'.Xl 

摺墨 だ 903 19 ウ 22，露 11戸当'） ?,100円） 135，⑫  

菅並 72,700 62 る ワ4,400( そ ） 
130,2CX), l 幻 ,COO

小
原戸 ； I I 
72，訟 ， ク 10,800 （i戸当り 6,400円） 57，認 141,ca) 

田
'72，7① I ！ 8 

令 9,6CX) ( ヵ 51,20J 134,cm 

鷲 見 72，吹X） 13 ク 15,6CX) ( 83,2CX) 1 9CXX) 

文
霞霞 I41 

，，， 

⑮ ,2OO: I 122,CXX) 

国 72,7CX) 筏3 づ 81,600 154{XX) 

東 定 ,7CO 1OO ケ 1匂，2(XJ 露 ,w)

今 72'7CXJ 48 ダ 翌吋 130,(DJ 

新 '72，ヮCfJ 37 夕 44,4① 11ワ．ax)

池 原
72.7001 ， 

48 ウ 印．訟 130，⑫  

)J ¥ 谷 ,700 54 ク
麟瞑I 138,ax) 

柳ヶ瀬 72万℃〇 37 , 44,4CO 117,CCX) 

椿 坂 72,700 36 ， 43,2CO （；戸当り 2,100円） 75,6COI 192,0CO 
中河内 72,700 58 夕 69,600 (1戸当リ 6.400i'l) 371,200 514,CXX) 

計 1,599，仰 1,325 1,590,cm 808，瞑 4,(XX),(XX) 
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—`＇上

屑

県内の各地から寄せられた救援物資（生鮮野菜類）

[ 

冒冒 ＇冒＂ ハと

ぇ
て

,S纏疇l

今日もまた各地から送られてきた救援物資（生鮮野莱類）
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第5章今後の課題

5-1．道路の除雪体制

国道ならOlこ県道の除雪は従来通り、滋賀県土木事務所において対応顆うこととし、町道の除雪対制の基

本は、町職負による直営方式で今後も実施して行きたい。

全面的な業者委託は経費面で直営と比較し大きな差が生じ、直営で十分対処できる年が多く、特別な豪雪

の場合には不足分を業者委託とし、直営と業者委託を組み合せればよい。除雪要員となった職負には，本来

の職務に除雪作業がプラスされて、職務が過度になるきらいはあるが、道路状況に明るい町職局がこれにあ

たることによリ、親切な作業ができ、住民が安心して、冬期間も通勤通学ができる。

除雪機械については、今回の豪雪を反省し参考としで現有の機械、タイヤドーザー3台、ロータリー除

雪車1台、グレーザー1台、ジープ1台の外に、大型ロータリー除雪車1台と、ダンプトラック 1台は是非

必要で、昭和56年度において購入する計画である。

5-2.道路整備と消雪装置

当町は積雪量が多く、小型除雪機械では十分な対処ができないので，最近大型の捜械を導入してきたが、

人家中など道路巾呉の狭いところではその威力が発揮できないのが実状である。幹線道路は早急に拡巾改良

工事を促進し、終点部落には転向場を設置することによリ，よリ効果を挙げることができる。

また豪雪時に、地下水による道路の消雪装置は抜群であったことにがんがみ，今後国道365号綜の難所や、

県道人家中の消雪装置を県に強

く要望して行きたい。なお町道

においても集落内については年

次計画を樹て順次設置して行く

方針である。しかし多雪地帯で

ある中河内、梧坂の集落内につ

いては、流雪溝の利用効果が高

いので、県に対し流雪溝の設置

を菩望している。

町南部の地下水の取水不可能

な地区には、河川水による流雪

溝あるいは消雪装置を検討し施

工して行く計画である。

威力を発揮した消雪装置
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資 料

—滋賀県等の雪害対策及び各市町村の被害状況等（抜粋）―

〔1〕県の主な雪害対策

〔2〕国に対する緊急要望

〔3〕激甚災害法および天災融資法の発動について

〔4〕除雪支援状況

〔5〕自衛隊災害派遣状況

〔6〕防災関係機関のとった措置

〔ワ〕被害概況

〔8〕被害状況一覧表
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1.県の主な雪害対策

(1)激甚災害法、天災融資法の適用について

今冬の異常豪雷による被害は、今後の融雪期ならびに調査の進捗に伴い一層深刻化が予想されるので、激

甚災害法および天災融資法を早期に発動されるよう国土庁、自治省 t 国会、名政党等に強力にはたらきかけ

た。

(2)市町村豪雪対策緊急資金の貸付について

市町村の除排雪対策等に関する経費について国等において、財源措置が講じられる見適しであるが、一峙

的に市町村の歳計現金が不足し、資金繰りに支障をきたすことが予想されるため、緊急に必要な短期貸付を

2月10日に次のとおり実施した。

＜貧付市町〉 長浜市、山東lllJ、伊吹lllJ、米原町、浅井lllJ、虎姫町、湖北町、高月町、木之本町、余呉町、

西浅井町3 マキノ町｀令津町

（貸付額〉 13市町X30,000千円＝390,000千円

(3)豪雪被害に伴う特別融資の創設について

県内中小企業者には、生産活動の停止、売上の減少など大きな影禦を与え、経営の安定に支障が生じてい

るため、これら中小企業者を対象に特別資金を貸付けておリ (3月31日現在2,338百万円）、これとは別に政

府系3金融機関についても、今回の豪雪の経済的社会的影響を勘案して、閣議により激甚災害の例に準じた

災害融資に関する特別措匿を発動して 16市町をその地域に指定した。

(4)農業近代化資金のつなぎ融資および災害復旧事業の早期着工等について

被害農業者の経営再建を早急に図るため、「天災資金」「自作農資金」等の融通までの間、近代化資金のつなぎ

融資を「55年冷夏災害」同様に取扱う。また、現在農林水産業共同利用施設災害復1日事業の適用の申請をし

ているがその適用をまって早期着工に努める。その他、ハウスの復18や麦作に対しては、農業共済事業に

よって、共済組合から被害額に応じて共済金の交付が行われるむ

(5) 自動車税の軽減について

今回の豪雪により、最低1ヶ月以上の期間、孤立状態に陥った地域に所在する自動車について、孤立期問

に応じて自動車税の一部を軽減することを3月28日付、公布施行した。

(6)市町村豪雪対策特別見舞金について

今回の豪雪に関して、市町村では多額の除排雪経費などを支出することとなリ財政を圧迫していることに

鑑み、総額150,000千円の特別見舞金を関係市町村に交付することとし、 2月補正予算で予算措置を講じた。
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(7)田子家庭などの住宅復旧に対する対廊について

①、母子寡婦福祉資金の住宅資金の貸付に9,000千円の予算措置を、及び②、老人世帯を含む低所得世帯に

対して世帯更正資金の住宅資金の貸付に22,488千円の予算措謹を、各々 2月補正で行った。③、①～②いづ

れも貸付限度額750千円以内（全壊のみ900千円）、償還期限6年以内（据置6ヶ月）、貸付利子3％とする。

(8)市町村道の除雪費等の助成について

雪寒地域内の指定路線の除雪費については、全額補助対象となるよう国に対して強力に要望しておリ、建

設省でも昭和51年度豪雪時の特別助成を実施する方向で検討している。

(9)国体関連施設の災害復旧について

第36回国民体育大会の柔剣道競技会場である今津勤労者体育センターが倒壊したため、早期に復旧し当初

の計画どおリ大会が開催できるようにする予定である。

(10)当面する豪雪対策に関する財政措置（知事専決）について

①市町村豪雪対策緊急貸付資金 450,000千円 ②豪雪特別対策費 152,600千円

③中小企業豪雪対策資金 62,500千円 ④道路除雪費 3,354,900千円

合計 1,020,000千円

(11)県の対応

月巳 事 題

1. 13 
17峙 滋賀県雷害対策本部を設置、第1回本部貝会讃を開催、情報の収集と当面の態勢

を決定

14 本部長（知事）湖北地方の名市町を激励

15 第2回本部邑会議、当面の対策を決定

16 第3回本部員会讃、職負の名市町豪雪対策本部への派遣、応援隊の派還を決定

17 国の名省庁へ緊急要望書を提出

20 国土庁の調査団来県 原国土庁長官を団長として、 21日は現地を視察した。

21 本部長、自衛隊の湖北地方への災害派還を要請

2. 13 長浜、今津両地方本部の警戒態勢を縮少

16 県本部の警戒態勢を緒少

3. 10 今津地方本邪閉鎖、今津県事務所管内の応急対策は終了したと判断

4. 1 県本部、長浜地方本部を閉鎖、応急対策は終了したと判断

この間連日被害情報、積雷状況の広報を行い、 3回にわたり中間報告を行った。
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2.国に対する緊急要望

1.激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律の適用について（国土庁）

現在のところ、被害を確実には握することは不可能であlJますが、今後の状況によっては、公共施設災

害復1日事業の事業費がかさむことが予想されるので、激甚災害の指定について検討していただきたい。

2.特別交付税の交付要望について（自治省）

地域住民の生活を守るため，除雪等につ

いて県、関係市町は全力をあげているが、

その経費が多額にのぽっておリ、県、市町

村の財政運営に支障をきたすので特別交付

税の交付について配意していただきたい。

1．除雪経費の見込額（概算）単位：百万円

所区要見込分庖頁 I凛 25:I市四:::1| 700 
通 所要額

今豪雪による所雲額

54年度特別交付

2.その他の経費

学校施設等公共施設の復18費、災害応急対策費等が多額

70 

180 

,107 

60-390_＿国

130 

570 

6,628 

にのぼる見込である。

3.公共文教施設の雪害に対する助成について（文部省）

今回の豪雪で、学校施設を守るための努力を続けているが、すでに湖北の3小学校体育館が倒壊してお

リ、今後も被害の増加が予想されるので、国庫補助事業の採択、除雪に対する国庫補助措鬱について格別

の配意をお願いしたい。

（参考）倒壊体育館

浅井東小学校、速水小学校、長浜南郷里小学校

4.除雪費の増額について（建設省）

本県北部を中心に降リ続いている豪雪は、北部地域のほとんどの市町で積雷量が2メートルを超えてお

り、特に余呉町中河内地区においては5.6メートルを記録するなど彦根気象台開設以来の積雪量となっ

ている。これらの除雪、排雪等の作業に要する経費が多額に及んでおりますので除雪費等の大幅な増額を

要望します。

5 社会福祉施設に対する措置費の除雪費加算および修理費の特別助成について（厚生省）

被災地域における社会福祉施設（収容施設、保育所）の防護については、一部凛臓昂および関係団体の

協力を得て屋根の雪おろし等除雪，排雪に努めていますが，除雪経費がかさんでいるので，措置費におい

て除雪費加算措置を講じていただきたい。また、修理経費についても併せて助成をお願いします。
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6.豪雪被害に対する天災融資法の適用等について（農林水産省）

今回の豪雪によリ、農業者の営農および生活に大きな影響を与えるので、天災融資法の適用と、本県を

同法第2条第5項による特別被害地域を指定できる県として指定していただきたい。

また、各種制度資金の既貸付金について償還期限の延長等、融資条件の緩和措置、自作農維持資金（災

害）の融資わくの拡大と貸付限度額の引上げ措置を講じていただきたい。

7.林木被害に対する激甚災害地の指定について（農林水産省）

豪雪による林木の倒伏、折損等に対し、造林補助事業実施要領に基づく激甚災害地として指定し、高率

補助を適用していただきたい。

8.中小企業に対する各種制度融資について（通商産業省）

1.中小企業金融公庫、国民金融公庫および商工組合中央金庫による災害貸付について、激甚災害貸付

なみの低利率の貸付と融資わくの増額措圏をお願いしたい。

なお、既往融資についても償還延長を行う等、貸付条件の弾力的な運用措置がとれるようお願いしたい。

2.中小企業高度化事業により建設した工場等の施設が損壊したものについては、高度化資金貧付金の

最終償還期限の延長など貸付条件の変更をお願いしたい。

9.中小企業者、農林業者に対する税の減免および徴収猶予措置について（国税庁）

今回の豪雪で被害を受けた中小企業者に対し、法人税、所得税等国税の減免と徴収猶予等の措置を講じ

ていただきたい。

10.普通地方交付税の算定に用いる積雪級地の引上げおよび豪雪地帯の指定基準の見直しに

ついて（国土庁・自治省）

普通地方交付税の算定に用いる積雪級地については、近年の市町村の気象状況、積雪量からみて実態に

あわない面があり、また、豪雪地帯対策特別措置法に定める指定基準の算定は、過去20年の観測値によっ

ているが、この指定基準についても見直しをお縣いしたい。
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3.激甚災害法および天災融資法の発動について

合年の豪雪および低湿等による被害は，農業用施設被害をはじめ、麦、茶、果樹等の被害を中心に、県

下で1,012百万円となっている。

全国的には、農林業あわせて1,909億円にのぽるため，これら被害農林業者の救済のため，天災融資法お

よび激甚災害法の発動が4月14日閣譲決定され,17日に施行された。 （昭和56年4月17日政令第132号）

したがって本県では、天災融資法および激甚災害法第6条の規定の適用を受けることとなった。なお、天

災融資法の適用については、農産物の被害が比較的蛭微なため、特別被害地域の指定はなく、一般地域なみ

の5,05％の資金の融適となる。

また、農業協同組合所有の共同利用施設（育苗施設、ライスセンター等）については，激甚災害法第6条

の規定に基づき農林水産業共同利用施設災害復1日事業費国庫補助の暫定措置に関する法律による補助率が、

一般災害の（査定額が10万円以上）場合の補助率20％から、激甚災害の場合（その他地域）の補助率30-50

％に引き上げられることとなった。

森林災害復18事業についても、令回、激甚災害法第11条の2に森林災害復1日事業が加えられたことによリ、

森林被害額15百万円以上、災害復18面積90/Ja以上の市町村においては、森林災害復旧事業、その他森林総合

整備地域の指定を受けた地域にあっては、森林総合整備事業、さらに一般造林事業、単県造林事業で復18を

図ることとなった。

4．除雪支援状況

(1)県職負による支援状況（派遣先別）
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※1.主な支援内容は｀公共建物等の除雷作業

2.県雪害対策本邸（人事班）が取扱った分のみ

3.敬職負の派遣も含む
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(2)市職員による支援状況（派遣先別）

1/21 22 23 24 26 27 28 29 30 2/3 計

余呉町 草津32
野洲10野洲10 中主 5中主等 5

守山24守山24 155 草津32町村会 3 石蔀 5石部 5

木之本町 大津20
近江八幡25水口10

82 
栗東10甲西17

西浅井町 八8市21 八B市22 43 

マキノ町 志賀12志賀 2志賀 2 志賀 2 18 

計 32 42 13 12 12 12 20 82 ?3 298 

(3)その他団体による支援状況

木之本町

余呉町

伊吹町

滋賀県青年団体連合会他1団体45人

彦根市建築総合組合他4団体 84人

自治労滋賀県本部 21人

5. 自衛隊災害派遣状況

（要請依頼者）

多賀町長

（要請日峙） （派遣理由）

1/14 11 :05 緊急患者輸送

余呉町長 1/15 13 :05 99 

余呉町長 1/17 04:30 緊急物資輸送

木之本町長 1/17 13 :05 緊急患者輸送

木之本町長 1/18 11 :oo 99 

（派造場所）

犬上郡多賀町保月

伊香郡余呉町中河内

’’ 鷲見

（出動人邑） （装備・機材等）

34 ヘリコプター4機、車輌2台

8 ヘリコプター 1機、車輌1台

8 ヘリコプター3機

伊香郡木之本町杉野 12 ヘリコプター 1機、車輌1台

＇， 金居原 6 ヘリコプター 1機、車輌1台

余呉町長 1/21 09 :45 緊急物資輸送 伊香郡余呉町中河内 6 ヘリコプター2機、車輌1台

余呉町長 1/24 09:45 緊急患者輸送 ” 5 ヘリコブター 1機

余呉町長 1/24 14:00 緊急医療器具陸路輸送 ” 20 車輌3台

余呉町長 1/24 20 :oo緊急患者輸送 ” 48 車輌6台

知事・木之本11!1長 1/21 07:48 道路 匪l削

高月町長 1/22 14:00 道路開削

伊香郡余呉町木之本町 3,661 ドーザー等重概343台

車輌458台

伊香郡高月町 106 除雪用重機2台、車輌2台

合 計 要請回数 11回 3,914 ヘリコプター13機

車輌485台、重機類345台
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6.防災関係機関のとった措置

機関名 具体的措置と特徴的な被害

長 浜 市 1月138~3月23日、豪雪対策本部の設置。

国｀興に対する財政援助の要望を行う。

特記すべき災害： 1月18日早朝南郷里小学校の体育館党壊。

浅 井 町 1月13日～3月31巳の間、豪雪対策本部を設置した。これは除雷班、被害頴査班、

流通対策班生活環境班，消防救急班，施設対策班、教育対策班、福祉対策班で構成

し．それぞれの任務に呵職員消防団邑をつけ，応急対策に当った。

特記すべき災害：東小学校体育館倒壊

湖 北 匈 1月13日～2月2日の閻豪雪対策本部を設鬱し、応急対策に当った。

高 月 町 1月13巳～2月2日の周豪雪対策本邪を設置し匈公共施設と独思老人宅等の除雪

を行った。

特記すべき災害：生活道路確保のため、河川へ除排雪したため、住家に床下浸水の

被害を出した。

余 町 1月11日～4月20日の間、豪雪対策本部を設阿し、学校等教育保育施設の休校園措

置幹線道路の確保、医療対策，通勤対策を推進することを計画する。

0弧立地区への対応

自衛隊派遷により早期に孤立解消ができた。又 t 区長に対して定特の通話を行い，

住民の状況をは握した。人員物資の翰送についても、急患輸送4回、物資空輸2

回徒歩搬送2回を行った。電話｛電気の途絶がなかったのは｀篭々公社、関西電

カの努力の賜ものであった。

0医療対策

急患の発生については、区長から本部に連絡する旨を指示し、自衛隊の出動2件、

その他3件であったD 又医薬品についても翰送を行った。

0その他

公共建物、文教施設の除排雷、母子、生保｀老人家庭への除排雪、火災等の防ぎ

ょ等を行うと共に，雪崩に対して危険地付近に重機を配備するなどした。

西 井 町 1月11巳～3月31日の問豪雪対策本邪を設置， f劉匿負を5名として24峙闊体制で

名集落からの被雹報告に対応した。

一人喜しの老人については、名簿を作成し、除雪対策に当リ、文教施設についても、
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西 浅 井 町 その設計事務所と連絡をとリ、耐積雪許容星をは握し、被害を未然に防止した゜

特記すべき被害：山中牧場の畜舎全壊、肉用牛348頭を直前に緊急避難させた。

長浜市消防本音BI 0北郷里小学校体育館の除雪救援出動。

0消防水利確保については， 5個班を編成して 1月12日～15日、 1月24日～2月2日

の問行った。

0防火対象物権限者に消防設備、危険物施設に対する雪害予防対策に万全を期すよう

指導した。

0都市ガス、 LPガス業者に雷害によるガス管の損傷、ガスポンベの転倒による事故

防止に協力を要請し、広報活動を実施した。

東浅井那消防本那 I0雪で通行が困難なため、有線放送の利用と消防団関係への文雹配布を行い、広報面

に力を入れた。

01月7日から2月15日まで特別勤務体制をとリ、職負は比較的積雪量の小ない地域

の者が非番公休を周わず本部待機、又日勤者の当直勤務を実施した。

特記すべきこととしては、屋根の雷おろし作業中の人身事故等が多発する中で、幹

線道路の降雪による交通渋滞、車輌の走行不能、困難地区への出動で救急出場 1件

あたりの所要時間は通常の3~5倍になったことである。

伊香郡消防本部 Io名町豪雪対策本部の設置と合せ、消防本8B．署に雪害対策本部を設置、各町と連絡

日本放送協会大津放送局

日本国有鉄道

金沢鉄道管理局

（米原～敦賀）

を密にする。

0職邑の本部待機貝の増負を行い、防災広報に力点をおく。特にプロパンガスボンベ

の雪害事故について、注意喚起を行った。

0公共建物の除雪作業を行い、自衛隊出動用のヘリポートを訓練場に設置した。

0消失栓等の消防水利の点検と消防車、ポンプ等の日常整備を名団に指示する。

ニュース、天気予報以外でも特別番組を組み、防災関係機関の活動状況、被害概況

を放送した。又積雪によるアンテナの破損が湖北の一般家庭で約2,000件発生した

ので、経費の安いUHF受信を推しょうした。

北陸線全体として、1,429本の除排雷列車を運転、その走行は32,010kmとなった。又、

下記の除雪要負の動貝によリ最大限正常運転の確保につとめた。

年度 項目 職 負 協力貝 自衛隊•その他 計

37 147,229 332,911 50,074 530,241（人）

51 34,450 138,568 

゜
173,018 

52 10.174 36,018 

゜
46.192 

53 1,140 3,323 

゜
4.463 

54 13.166 42,856 

゜
56,022 

55 27,644 116,633 15,150 159.427 
（金沢鉄道管理局全体）
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大阪営林局

建設省滋賀国道工事々 務所

日本道路公団

名古屋管理局

日本電信電話公社

滋賀篭気通信部

関西電力（株）滋賀支店

1月9日、 1月23日、 3月10日の3度にわたり、被害状況のは握、国有林野事業の

円滑な遂行と安全確保、地方公共団体との密接な連絡協調、および復1日対策を適切に

講ずるよう指導し、又、本局職貝を派造し、雪害調査、雪害対策従事職負の激励を行

った。

雪寒対策計画に基づき、車輌通行の安全を確保するため、 4回にわたリ161号線海

津以北、 8号線木之本以北の通行止措置を行うと共に、雪寒機械をフル動負し、除雪

に取り組んだ。

高速道路内での事故防止のため、下記の点について広報を行った。

050km/hr速度規制 0チェーン規制 0一時閉鎖

又、薬品散布、除雪は速度規制下において行った。

被害の大半が架空ケーブルおよび、引込み家屋近辺であリ、復18に延1.700人を動負

し、故障の大部分を当日に回復させると共に、第三者の事故防止のため、パトロール

を実施した。また、雪崩の危険箇所に小対ケープル線を布設し、さらに電話交換機に

携帯用発電機を事前に無人電話局に設置すると共に非常用無線機の出動準備を行った。

1月30日から2月28日まで、通信部および今津、彦根、長浜、木之本の名局に雪害

対策本部を設臨、情報収集を行い、県雷害対策本部を日々情報を交換した。

被害発生予測、被害発生に伴ない執った措置は次のとおり、

(1)被害状況の早期は握、ならびに復旧計画の早期樹立

(2)気象情報の早期収集、ならびに関係箇所への周知

(3)関係箇所への連絡体制の確立、ならびに人呉（社目、請負）のは握

(4)動邑（社邑、請負）体制ならびに復旧体制の確立

(5)復1日用資料、エ具等の確保、ならびに輸送体制の樹立

(6)復旧作業用車輌、資機材輸送用車輌の確保ならびに整備

(7)ヘリコプターによる資材空輸 (2回）

(8)事業所の除雷（延104回）
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ヮ．被害概況

第1号様式災害確定報告

市町村名 滋賀県 区 分 被 害 区 分 被害

I~ 日日〕の 公共建物 156 公立文教施設 雷 780,308 
名称 滋賀県雪害対策本部

55年12月 棟
報 告

56年 2I月
非住家

雷
害

その他 棟 1，ワ28 農林水産業施設 388,294 設置 1月13日17時
災

56年豪雪による災害 流失・埋没 ha 公共土木施設 詞 475,655 解散 4月 1日17時
田

孟報告者名 冠 水 ha その他の公共施設 489,001 災設 長浜市、山東町、伊吹町、米原町、
区 分 被 害 流失・埋没 ha }」¥ 計 雷 害置 近江町、浅井町、虎姫町、湖北町、

畑
ha 公共施設被害而岡村数 嬰 対市 びわ町、高月町、木之本町、余呉町、

人 死
者 人 5 冠 水 20 

そ 策町
西浅井町、マキノ町、今津町新旭町

的 行方不明者 人 文教施設 ケ 91 農産被害 国 623,083 本村処

55 

被

畠者
重傷 人 40 病 院 蓋 5 林産被害 国2,059,827 部名 計 16団体

害
氣

そ
雷軽傷 人 51 道 路 ， 畜産被害 2,317 

災適
棟 14 橋りよう 盆 1 水産被害 雷 18,500 害用

塁 ケ
の

告 救市全 壊 14 河 JII 処 16 商工被害 1,072,130 

羞
町

住
人 28 港 湾 助村

の
氣

他
法名棟 65 砂 防 計 団体

半 壊 羅 63 水 道 蓋 78 そ の 他 国 64,302 消防職員出動廷人数 576人

人 174 清掃施設 盆 5 被 害 総 額 雷5,973,417 消防団員出動延人数 13,633人
家

崖くずれ 羞棟 4,112 23 
1.災害発生場所 湖北地方

一部損壊 羅 3,900 鉄道不通 盆 2.災害発生年月日
人 15,864 船舶被害 隻

備
3.災害の種類概況

被 他
適信被害 賢棟 1,700 

床上浸水 世帯 ガードレール m 15,939 4.消防機関の活動状況

害
人

5.その他
棟 558 

床下浸水 羅 543 リ災世帯数 羅 7ワ
考

人 2,221 り災者数 人 202 



被害状況一覧表

(1)被害数

人的被害＇住家被害 ー：その他被害

市町村別 I死者重傷者I軽傷者全壊半壊一囮饂味卜浸水 公共建務その他文教施設！病院道路橋 シ示刃ら

長浜市 i 4 i 
-'  

12 I 3 1 433 ， 52 
山東町 2 3 51 220 4, 14 99 3 1 ， 

I ： 

伊 吹町 3 2 2 305 5 45 ， 
米原町 ］ 3 1 I 14? 7 i 

i 

近江町 1 11 101 98 5 究 2 

浅井町 1 ， ？ 4 1 15 ??1 2 52 505 29 
虎姫町 1 21 1 122 1 8E 

湖北 ll!J 2 

口
?1? 9 i 128 5 1 

｝ 

びわ町
， 

?6 ？ 16 1 ! I 
高月町 21 450 410 l 1 291 1 

： 

木之本町 6 8 2 11 654 13 20! 12 8 ＇ 2 1 

余呉町 1 5 i ？ ？ 10 35? ！ 29[ 305 6 

西浅井町 2 
， ， 

8? 22 6 3 3 1 46 

他 13町村 1 1 1 : 1?2 ； 12 122 E ， 1 

1市町村（計） 5 40 51 1 4 l 65'4,112 558 156 1. ？28 91 5 3 1 ．． 

喋管理分 I 6 

i I l ， 
合計 5 40: 51 14 65 4,112 I 558 156 1,728 i 91 l 5 ， i 
その他被害 リ災宕 災害対策本部設百、犬況

市町村名 河川水道清掃施設が行崩れガードレー］レ世帯人数 0印 基本法第23条 設 置 ！ 頷

長浜市 19 ， 2, 000 ！ 1 6, O長浜市豪雪対策本部 1 -1 3 3,23 
山南町 256 I 5 19i 0山東町 み 1 -13 2. 1 6 

伊吹町 134」2 3 O伊吹呵 み 1, 1313.31 

米原町 I I 210 lo米原町 ク 1.1 6 2. 9 

近うT 町
， s 

64 ： LO近江町雪害対策本部 1 -14 2. 6 i ； ； 

浅 ＃ 1BT 
， 
13 i 1,300 18 45 〇浅井町豪雪対策本郭 1.13 3、31； 

： 
_, 

1、14i2名 2虎姫岡 I 1 3 O虎姫ll!f ウ

湖北町 15 ! 2 80 
！ 

， 0湖北iEJ ヽ , 1. 1 3 2. 2 

びわ町 l 300 0びわ町 ダ , 1 -1 4_ 2 ̀  1 7 
高月 11!T 340 21 52 0高月町 ダ 1,13 3.31 

木之本町 i ； 385 12 38 0木之本町 ， 1. 8 3.31 
余里町

， 20! 3?〇 1? 36< O余呉町 ク 1. 1 1 4.20 

西浅井町 1 6 5 ＇ 246 ！ 0西浅井町 ク 1嶋 11 3,37 
； 詞他 13咽村 25 ： 1 764 0マキノlilJ、今津lilJ，新旭迎 i 

？？， 
’’ 

1 78 5 23 6,449m 202 0印 16団倅 i 
： 

15 
§ 
9.490m ; 滋賀漿雪害対策本那 1.1 3 4, 1 

: I 
ム口 臣iit ！ ； 16 ?8 5 23 15,939m ??I 202 
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(2) 被害金額 （単位：千円）

市町村別 公立文教施設 農林水産業施設 公共土木施設 その他の公共脆設
そ の 他

農産被害 林産被害

長浜市 85, 150 1,937 20, ODO 38,975 25,776 4,200 

山東 1llJ 16,400 3,600 3,750 9,500 10,562 39.215 

伊吹町 3,970 39,700 2,000 1.000 66.760 126,154 

米原町 20,740 900 1,800 9. 930 27,095 

近江町 2,800 570 500 1.500 9,750 10,799 

浅井町 139,570 82,237 10.600 10,550 32,054 111,480 

虎姫町 20.120 3,500 28,328 

湖北町 121,028 23,700 800 5,200 67,002 4,990 

びわ町 780 1,315 2.200 360 48,034 

高月町 3, ODO 47,000 3,400 6,000 78,414 6,692 

木之本町 138,942 36.190 19.100 99,410 63,200 123,880 

余呉 11!J 11,400 23, ?20 5,500 13,980 1?,450 679,000 

西浅井町 6.500 66,861 21.182 5.190 1,600 80,021 

他 13町村 ?, 260 40,444 8,480 227,930 164,223 846,301 

市町村（計） 557,540 388,294 99,312 473,095 623,083 2,059,827 

県管理分 222,768 376,343 15,906' 

合計 780.308 388.294 475,655 489,001 623,083 2,059,827 

市町村名
そ の 他

被害総額
除雷賀用

畜産被害 水産被害 商工被害 そ の他 （道路のみ掲上）

長浜市 2,500 7,190 185,728 36,400 

山東町 25,670 3,750 112,447 14,600 

伊吹町 956,790 2,000 1, 198,374 8,100 

米原町 1.800 62,265 9,700 

近江町 4,500 30,419 4,060 

浅井町 20,500 29,450 436,441 13, ?00 

虎姫町 5,ODO 56,948 12,900 

湖北町 25, ODO 247. 720 10,300 

びわ町 2,200 54,889 8,600 

高月町 3,000 147,506 22,700 

木之本町 7,000 5.000 492,722 19,200 

余呉町 13,500 4,000 ?68,550 16,300 

西浅井町 117 4,182 185,653 13,800 

他 13町村 2, 200 5,000 18,170 8,730 1,378,738 55,951（各翌）

市町村（計） 2,317 18,500 1,072,130 64,302 5,358,400 246,311 

県管理分 615,017 317.518 

合計 2.317 18.500 1,072.130 64,302 5,973,417 563,829 
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(3)指定地方機関、指定公共機関、指定地方公共機関の被害（県内分）

機 関 名 被 害 の 概 要
被 害 額

備 考（主な被害地など）
（千円）

農林水産省大阪営林局 立木の折損等 308吋 2.682 余呉町、木之本町、

大津営林署 立木の倒伏等 381ha 24,953 マキノ町、今津町、

敦賀営林署 林地崩壊 0.45/Ja 40.500 高島町、伊吹町、多賀町

林道路肩等 5ヶ所、建物1ヶ所 50,078 土山町

計 118,213

建設省近畿地方建設局
防護棚損壊 600m 8.000 除雷黄用等 256,500千円

滋賀国道工事事務所

日本国有鉄道 県内分として分類することは困難 除雪費用 47,520千円

新幹緑総局 0運休本数 26本 電車床下雪落質用 32,598千円
---------“---•• ------------------------------------------ - - ・幽 •• 一・・ ------------------------------------
金沢鉄道管理局 北陸本線米原以北 1月14日～16巳 金鉄局全体で除雷黄？70百万円

名古屋 ク 湖西線近江今津以北 1月11日～21日 施設修繕その他1,694百万円

大阪 ， 東海道本線米原以東 1月14日～15日 の被害

全面運行規制

日本放送協会 テレビ共同受信施設の 一般家庭のアンテナ破損は湖

大津放送局
アンテナ破損

約 4,500 北で約2,000件発生した。
幹線同軸ケーブルの切断 ， 
支柱の倒壊など

日本道路公団 彦根管内名神 16回 62h 15m 雪氷対策贅用として使用

名古屋管理局 北陸 9回 75h20m 彦根管内 517.000千円

栗東管内名神 11回 35h33m 栗東ク 56,000千円

日本電信電話公社 障害件数 1.700件 彦根局、長浜局、今津局、

87,900 
滋賀篭気通信部 設備被害総額 木之本局、

関西電力株式会社
供給支障14回線 (2,618戸の停電）

滋賀支店
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魔の七日間

‘雲定め、と言う言葉がある。現在はテレビの天気予報で概要を知る

ことができる。しかし、それ以前の気象状況は永年にわたって言われ，

また、体験されてきた雲の流れを見て天候を判断する材料にしてきたの

である。私たちも古老からよく話を聞いた。

旧暦10月20日と言えば大体11月中下旬である。この日を‘雲定め、と

言って、冬を前にして最も重視する。この頃は大概北西の風が吹き、時

雨れるのが山沿いの天気であリ、雨の多い峙は雪も早いと言われる。人

によってはこの日の午前中の雲で定まると言い、また午後の雲だとも

言う。

気象学的な事は知らないが、いつの年でも同じで、この日は種々の雲 鷲見谷口長三さん

（方角的に）が出る。この中に南の雲が出ると（少なくとも出勝つと）今年の様な大雪になるおそれがある

と言われている。

橋詰さん夫婦 (75歳 •69歳）は明日早朝、高月町まで下って越冬することになっておリ、既に必要な物は

全部持って行ってある。また、山口さんも母 (83歳）を同時に上丹生まで連れて出る準備をし、奥さんと共

に越冬させ、自分は区長の立場上、家に残る計画であった。

深夜、雷鳴があった。朝になって約1mの積雪。.31日までの5日間に2mをはるかに越して大雪の気配。

初詣でも神社を掘リ出して屋根下をくぐって参拝する程。年が明けて10日までは小康状態が続いたが、毎日

の除雪。当区で越冬を決めていたのは、区長の山口さんと久保吉郎さん夫婦の3人だけ。私夫婦と瀬川さん

は一度屋根雪をおろしてから中之郷地先へ下りる予定でいたのである。

魔の豪雪は、その直後雷鳴と共にやってきた。雷は西風と南風の同峙に出る時に発生すると古老は言う。

その通リ西寄リの雲を縫う様に南の雲が走る。 ‘柔かきこと綿の如く、細かきこと粉の如く、乾き切った雪

はたちまち視界をさえぎリ、無気味に積る。鷲見川に沿って並ぶ集落は何も見えない。

私や久保さんの家は、裏が山である。アワ（表層雪崩）で山に面した屋根は埋まリ、鶯見川もアワの為埋

まり水は使えない。本流でさえ山々から来るアワの為、水の流れは見えないのである。万ーの危険は充分あ

る。

過去にも人身事故はなかったが、家屋被害の記録がある。昭和11年の土倉鉱山社宅を襲ったと言うアワ、

同じく20年に鷲見ー田戸間で発生したアワは30年生杉をことごとく伐った様に中間から折り、川を渡リ対岸

の山を越え、その爪跡の悲惨さは形容出来なかった。雪解け後、川石が山まで吹き上げられておリ、二百キ

ロもある石が道路まで持ち上げられていた事を覚えている。こんなアワ雪が11日早朝より降リしきった。毎

朝70-100cm近くの雪が降っている。前日の除雪も朝になると何をしたのかわからない。遂に水道の水も出

が鈍くなった。
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こんな中で区長は、越冬を決めている 3人分の物資を極力節約して7人に分配し、水も必要分だけを汲み、

後は使わない様指示，風呂も毎日の除雪で疲れていても2日に1回、それも一箇所で共同入浴する様細部に

わたって心を砕いた。

15日の朝は前夜からの降雪120cm、総積雪量は遂に5m80cmに及ぶ。区長は全貝を集めた。区長宅までは、

私や久保さんの家から約150mの距離だが、腰まで埋まる雪にカンジキをはいて約15分もかかり、ようやく集

合する有様。異常事態に対する区長の相談に全貝は町に対して救援措麿を要請し、天候の回復を待つ事にし

た。

区長からのSOSを受けて町対策本部は自衛隊の応援を得て緊急救援物資の空輸という措置を構じてくだ

さったのは、時々雪の吹き荒ぶ決して天候状態が良いとは言えない17日午前9峙～10時の間であった。名方

面から寄せられたご援助と町対策本部の方々の日夜のご奔走によって危急を脱し得る事が出来、ただただ感

謝の念で一ばいです。心からお礼申し上げます。

それにしても、生活の為とは言いながら、職場の都合もあってやむを得ず冬場は家を空けねばならぬ人が

多く、今年の様にそのほとどんが雪の被害にあっている。来年は雪が少ないと言う保証はない。平地の借家

と鷲見の住家との二重負担にいつまで堪えられるのか、同じ事は田戸や小原にも言える。これが宿命とは言

えない集落の事情が底辺に渦巻いている。これを解決する道を探るのが宿命と言うものだろうか…………。

明けても暮れても雪との闘い

今年は暮れのうちから予想もしなかった大雪に見舞われ、明けても蓉

れても雪とのたたかいでした。主人と子どもを送り出してから留守をあ

ずかる私の日課が始まる。

向う先が見えないくらいすごい勢いで降リしきる。時折大粒のあられ

雪、ほた雪、手を替え品を替えて降ってくる。見る見るうちに家も道も

雪の山。

私のところは、お陰さまで川が近い。スノーカーで投げるが、捨てて

も捨てても減り目がつかない。そうこうしている間に聞こえるものは、

木の折れる音、屋根雪のずリ落ちる音。隣リとの間が孤立してしまうの

ではなかろうか。気ばかリあせる。屋根に上れば、朝きれいにあけた道 文室新沼こなみさん

が一ばいの雪。道をあけていれば屋根が一ばい。家に入れば窓から明りが入らない。早く雪を投げなくては

と一生懸命スノーカーを引っばる。おろした雪は固くスコップの先がささリにくい。

昭和20年、学徒動邑中のことを思い出した。名古屋から富山へ移動した時、二階のひさしまである雪を鋸

で切リ出して投げている姿を思い出し、私もやってみた。なるほど簡単に切れ、スコップでこじればスノー

カーで引き出せ能率があがる。

だが、新聞はこない。有線放送の線は切れる。除雪車も上ってこない。一時はどうなることかと心さびし
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い日々でしたが、町役場の方々のお骨折リで在所の中も除雪していただき感謝しておリます。お陰さまで車

も通り、普段と変わらない生活にもどれました。雪の中で育ったふきのとうも元気に顔をのぞかせてきまし

た。春よ来い、早く来いの今日この頃の心境です。

鳴呼今日も雪

「よう降リますナー」 「ほんま、こんな雪ははじめてや。いつにな

ったらあかるんやろ………o」

道ゆく人のこんな会話が松の内のあいさつとなった。

昨年暮れから降リ続いた雪は 1月中旬をピークに、私たちに語ること

の出来ぬ労苦と拭い難い不安をもたらした。

私の職場、伊香消防署にも急病人、除雪作業中の負傷者、交通事故の

傷者の搬送から往診の医師派遥まで、たび重なる救急車の要請に対策本

部が設置された。私たちは連日の救急の対応、消防車の機関整備、除雪
l,  1, l,  

にと忙しい。 八戸桐畑幸成さん

幹線道路の除雪はされているとは言え、末端道路まで救急車の進入は出来ず、担架に頼ることが多くなる。

人ひとリがやっと通れるだけの馬の背のような踏みしめ道を数人がかリで救急車に収容する。普段の数倍の

時周を費やす救急に隊貝も患者もいらだっ。

降リしきる雪に除雪も追いつかず孤立する地区も出た。健康な者でさえ、積雪荷重を考え就寝中と言えど

も、家のキシム音に不安感を覚え、止むことなく降る雪に精神的な圧迫が身を包むと言う。病弱な人を抱え

た家族や独居老人の人たちの心配はどれ程であろうか計リ知れない。

こうした日々を送る一方、私たちの脳裏には火災に対する不安がよぎり、胸底にはかかる不安が日増しに

高まった。

“平均的な木造家屋では出尖から八分間で全焼する” と一般に言われている。「道路の除雪は？」「消防

水利は？」弧立地区は言うに及ばず、孤立していない地区すら水利条件は悪く、道路状態も充分でないこと

は容易に予想され、大失の発生も危惧される。万一火災が発生したらと考えると空恐しささえ感じる日々で

もあった。

こうした中で消防団の人たちの活躍は目ざましく、昼は職場、帰れば自宅の除雪と重なる疲労もいとわず、

地区内の水利の確保、独居老人家庭の除雪、生活道路の確保と次々に展開され、とどまるところを知らない。

ひとくちに水利の確保と言ってもこれには想像を絶する辛苦がある。夏期には使用可能なものも冬期には不

能になる。農業用水は雪に埋もれ、貯水槽は凍結する。除雪の出来ていない道路上の消央栓は身の丈よリ深

い雪の下。掘り出すだけでも数時間、やっと確保した水利も降リ積もる雪に跡形もなく再び埋もれてしまう。

除雪、除雪の繰り返し、それでもはく息も白く、額に汗にじませてスコップを使う。この熱意には思わず頭

が下リ、時として失いそうになる私たちの闘志を奮い立たせてくれる。
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『地球氷河期時代来る？アメリカセントヘレンズ火山の大噴火、成層圏に達した火山灰が太陽光線をさえ

ぎり地上に冷夏、極寒、豪雪をもたらしていると言う。だが、その原因はさだかでない』

この厚い雪の下には春を待ち、脈々と生きつづける草木がある。この草木にも似て、湖北人特有のねばリ

で雪の中の日々を送る。

“冬来リなば春遠からし‘’'と言うけれど、鳴呼、今日も雪。

雪、もういらない

立春とはいえ、四方を巨大な雪壁にすっぽり囲まれ、大自然の冷蔵庫

の中に生活している私たちに春はまだ遠い感がする。

今冬の豪雪は思い起こしてもゾッとする。明けても暮れても音もなく

ただ降リ積る雪に精ーばい立ち向っての戦いが連続の日々でした。

明リの取れない家の中は、真暗で無気味である。 汗ドシッ、と雪の落

ちる音さえ私をおびえさせる。眠れぬままに38年の豪雪を思い出してみ

る。あの時生後十ヶ月の長男を背にがむしゃやに頑張って主人の留守を

守ったものです。

あれから18年、毎年雪は降リ、雪には慣れているものの、予期せぬ大

雪にあの時の様な頑張lJも続かない。腕は痛いし、足腰は冷えてとても

ぶ学訟

菅並磯野光代さん

つらい。子供の手が離れて毎日の生活の怠慢や自分の甘えが、この冬はいやとばかリ身にしみる。

消私はカタツムリになリたい。家共にどこか雪のない所へ行って暮したい、と虫のいい逃避さえ感じる。

そんな時、私を気づかって再三篭話をくれる夫や長男の声に「大丈夫よ」と意気込んでみる。

唯一の生活道路が絶たれて数日、いよいよ住民のいら立ちが目立ってくる。もうスコっプ持つ手もくた

びれてくる。そんな矢先、自衛隊の皆さんによる救援活動で道路の除雪をしていただき、こんな嬉しい事

はない。私たちの小さな力ではどうする事も出来なかった。これで弧立から解放されると思えば、たき出

しのおにぎリーつ一つに力が入ってしまう。大勢の隊貝さんが口々に「うまい、うまい」と言って食べて

くれる。漬物一切れにさえ「おばさん、うまいよ」と言ってくれた若い隊昌さん本当にあリがとう。

この荒廃ぎみの世の中に、私たち雪国ぐらしの苦しみや痛みが少しでも分かち合える人たちが世間には

たくさんおられる。救援物資としていただいた大根を手に、ほのかなぬくもリさえ感じ、この善意に深く

感謝しながら、もう二度とこんな事のない様祈リたい気持ちです。
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労苦をいとわぬ雪国根性で

正月明けて、いよいよ三学期。積雪のため2日間山開センターで待機。

ようやく 9日になって上ることになった。（私達は、中河内へ行くことを

上るという。）役場前から見る北の空は、真っ黒の雪雲におおわれて何か

不気味な感じがした。ようやくにして中河内小学校に到着。いよいよ今

日から雪との闘いである。

余呉に生まれ育ち、大学時代を除いて家を離れたことのない私には、

雪を相手の生活は毎年のこと。冬に、又、雪に対する不安とか恐怖感は

あまリなかったが、今回のような体験は初めてのことであった。

小やみなくしんしんと降リ積もる雪。山から吹きおろす風は、新雪を

巻き上げ物凄い音をたてて唸リ狂う。一時は音信も跡絶え、雪室（むろ）

生活が幾日と続く。
中河内三国弘子さん

この雪との闘いが春まで続くかもしれない、そう思うと何か心細い気持になってきた。

心細いというのは、これからの児童の健康管理の問題である。ご存知のように中河内では病気になってもす

ぐ「医者」へというわけにはいかない。日頃から保健指導には充分意を注いでいるが、もしこの豪雪中に病

人でも出したら、集団風邪でも出したらと、それが一番の悩みであリ、又心配でもあった。とくにこういう

時は、自然と□数も少なくなりがちだが、いつでも気持ちだけは明る＜持つよう心がけてきた。幸い全貴元

気に冬を乗リきれそうで、ほっと安心している今日この頃である。私達にとって一番頼リになるのは、やは

リ健康な身体だと思う。

物資の救援活動をはじめ、地元の皆さんには多くのご協力を載き、

また厳しさに耐え、労苦をいとわぬ雪国根性で、決して甘えてはいけ

ないと家族からの電話の励ましもあり、どうにか3月の声を聞くまで

になってきた。

天候もようやく落ち着いたが、窓の外にはまだ身の丈余の雪が残っ

ている。中河内の春は、まだまだ先のようです。

-64 -



零真でみる

豪雪匿饂





、/
冷‘忍

いつになったら融けるやら (1月22日菅並地区） 孤立解消のメドたたず）

テレビ共聴ケーブルもくぐるのがやっと

屋根雪は落したが、この雪をどう処理するか
(1月18日中之郷商店街で）
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この雪の下にカヤ葺きの家がメキッ、メキッと時おり

音を立て S いた。 (1月26日 中河内地区にて）

雪の洞寿院山門 (1月20日）

-67 -



りー
心’

Jヽ

，`，，， 

鷲見に残った人達も、人手不足のため人の住まない
家屋までは手がまわらなかった。鷲見にて (1月24日）

雪の重みで壊れていく民家鷲見にて (1月24日）
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久し振りの晴れ間を見た中河内地区

久し振りの晴れ間にホッと一息 被害状況を見廻る住民 (1月24日）
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次に降る雪に備えて家の外周を堀り出し、やれやれ
ちょっと一ぷく (1月9日菅並にて）

小型除雪機屋根へ登る (1月9日椿坂にて）
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屋根雪の処理は先づ外周から……

次に降る雪を考慮して毎日毎日雪との闘いであった
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2階の屋根までとどいていた雪を排雪して、やっと 2階の
窓が露出したところ (1月18日中河内小学校にて、 3回目

のPTAの奉仕作業）

必り、ta 
• 
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急入＼
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どこまでが屋根か平地か区分し難い体育館
(1月18日中河内小学校にて、 3回目の PTA奉仕作業）
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尺

雪に没した稚蚕共同飼育所 (1月14日今市で積雪 2.9ml

国道除雪に威力を発揮した自衛隊の特車

(1月24日国道365号線椿坂北部にて）
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雪の壁によりロータリー車からの排雪も限度いっぱい。

(1月10日摺墨にて）

ブルドーザーにより、先づ雪の壁破りから

（国道365号線椿坂北部にて）
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一方は山、一方は住宅で雪のやり場に一苦労（摺墨にて）

魯

／ク9 ダ

- ／< 

な，
透
滋

雪の壁の中での除雪はキャタピラが威力を発揮した。

（タイヤドーザーでは雪の上を乗って行けない）

- 75 -



7芦

政府調査団の現地調査 1月21日柳ヶ瀬にて
（中央西山町長右武村知事その右原国土庁長官）

§ -

滋賀県知事の現地調査 1月14日 柳ケ瀬にて
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県南部の各地から贈られてきた見舞品（生鮮野莱）の山
（余呉町役場の玄関にて）

豪雪見舞を受ける西山町長（右）
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余呉町豪雪調査隊、孤立集落へ向う
(1月31日菅並、田戸間の危険地帯で）

野菜類、除雪器具等を孤立地区へ輸送
(2月4日椿坂峠付近）
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孤立集落への生活物資輸送

(2月4日椿坂峠旧道登る輸送隊員）

吹雪の中を帰路につく輸送隊員

(2月4日椿坂峠付近にて）
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ロ／

徹夜で除雪したヘリボートから生活物資を空輸
(1月21日伊香消防署のグランドから中河内へ）

自衛隊柴田大隊長、西山余呉町長、中河内を視察
(1月26日中河内の臨時ヘリボートにて）
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機械除雪のあと、手直し作業中の自衛隊員
(1月27日菅並人家中）

急患をスノーボートで輸送 (1月24日）
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重贔
除雪作業が完了して徹収する自衛隊員に感謝の見送りを
する住民 (1月28日菅並にて）

£ ←.._,,. 
感謝の見送り (1月28日上丹生にて）
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豪雪に耐えぬいた防雪柵工

（町道丹生柳ケ瀬線上丹生地先）

? r9らヘ

ヤ亨
ヽ

ー
｀

ヽ

効果のあったナダレ防止柵
（町道丹生柳ヶ瀬線上丹生地先）
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限
の
町
の
沼
水
小
ゥ
校
な
ど
町
内
の
ホ
、
十
四
日
も
紐
い
、
騒
訊

m、
]
此
紅
害
百
午
ぽ
冴
時
平
Ieろ、
"
9

凶
郎
る
た
め
、
通
け
＂
山
に
礼
忍
を
呼
び
か

＂

不

足

冬

喜

iil:閑悶の
は

、

伊

腐

背

暑

終

い
て
い
令

．

．

．

．

！

 

中
を
チ
ェ
ー
ン
を
付
け
て
ノ
ロ
ノ
ロ
珊

生
鮮
食
料
ロ
ll
カ

転

。

叩

祓

、

生

徒

の

通

＃

も

大

き

く

マ

ま

に

、

午

前

十

．

股

．

j

ろ
、
県
心
マ

キ
ノ
3
沿

1"口料
の
“
叩
付
近
で
い

県

道

路

諌

に

よ

る

＜

十

文

曰

午

前

氾

路

片

的

の

の

り

血

露

さ

ハ

ば

）

の

県
も
初
の
雪
害
対
策
本
部
ヒ
し
た
9

ハ

閑

誘

各

血

の

開

は

、

余

只

町

窟

結

J

約
乳
に
わ
に
そ
崩
れ
沼

パ
、
ぃ
吊
，
を
し
怨
ぷ
，
に
笛
わ
れ
た
潤
朋
兒
酋
、
新
た
に
丘
愉
が
裔
や
ゴ
"
/
収
火
の
凶
れ
な
裔
凶
蒻
に
塁
か

mて
い
る
た
め
r
巾

中

河

内

四

贋

芍

闘

罰

二

八

0

ち
た
。
こ
の
に
沿
哭
泊
K
ボ

腐

[
r
"

乱
命
j

ぷ

筵

．

岱

嘉

乳

）

を

設

岡

K
の

を

は

じ

め

｀

伊

ぷ

尻

翡

悶

嵐

翡

、

皿

翡

｀

坂

枇

崎

狙

芍

屈

塁

二

0
翌

委

裔

か

｀

号

ル

ド

ー

ザ

ー

名

が

出

仰

し

、

町
‘
,
＂
紺
窟
叫
占
，
符
磁
ぶ

E
E収
け
ら
れ
、
こ
れ
面
一
市
面
に
沼
対
沿
ぷ
郎
が
爵
さ

jimlで
も
孤
立
盟
や
民
本
の
囮
嗅
辺
金
絨
吾
一
0
笠

＞

伊

吹

町

開

璧

一

悶

に

あ

に

そ

恥

か

、

付

近

の

砕

_o芍
マ
キ
ノ
町
翡
二
兵
井
、
と
a

り
が
改
し
い
に
認
児
1
ぷ
料
以
砕

器

に

開

篇

え

て

き

て

い

る

。

に

な

｛

、

は

込

み

。

閉

盆

怜

恩

喜

羞

ら

、

同

日

悶

蒻

、

悶

翡

菜

祁

呆

g
．

應

靡

）

を

殴

し

な

叩

が

勺

翡

要

漿

爵

こ
の
昌
で
、
古
嬰
薗
制
一

た
の
は
川
め
て
。
十
四
日
に
は
武
村
知
屯
試
．
幹
部
が
潤
北
堺
を
醤
す
る
．

畠
危
人
、
女
兄
の
全
喋
二
．
P
(
う
は
名
神
舷
速
潤
路
が
午
後
四
問
四
十
五

7
人
負
偏
‘2戸
が
全
壊
鱈
闘
籍
且
＂
＂
勺
闘
闘

に
念
床
下
ぼ
水
五
十
六
戸

G
閲

六

m皿
下
り
郎
が
チ
ェ
ー
ン
＂
間
。
北

懸
潤
切
防
災
課
唸
濶
ぺ
で
は
、
大

m
町
）
の
ほ
か
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
九
砕

m勁
患
心
も
米

m以
北
で
チ
ェ
ー
ン

の
た
め
孤
立
化
し
て
い
る
の
は
余
只
町
棟
、

m白
一
棟
、
ガ
―
N
＾
温
を
四
棟
な
氾
切
に
な
っ
た
。
出
た
、

m四
，
＂
＇

の
中
阿
内
（
五
十
八
界
曰
九
十
人
）
、
ど
が
倒
填
し
て
い
令
・
作
f
虻
．
刃
が
正
午
す
翌
禁
滋
マ
キ
ノ
印
ゞ
T

鵞
屈
（
六
戸
十
一
人
）
口
並
（
六
十
ろ
し
中
、
児
瓜
か
ら
釈
沼
し
た
も
の
旧
の
た
竺
暉
不
迎
に
な
っ
た
ば
か
、

屏
二
自
八
十
人
）
田
戸
（
四
戸
七
で
、
い
ず
れ
も
粍
飢

0
8
S
J
(
m慰
以
北
）
、
2
1
＂
（
会

t
)
-

人
）
招
坂
全
十
六

1er四
十
五
人
）

小
原
（
一
戸
1

人
）
の
計
六
皿
区
、
ロ
―

辛
四
、
1

酋
1

一
十
四
人
で
い
ず
れ

も

mの
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
爵
に

な
っ
て
い
る
。
ど
の
製
治
の
適
行

は
不
郎
だ
が
、
カ
ン
ジ
キ
を
は
け
ば
道

且
且
聾
i

―

い
」
と
判
断
し
て
い
る
。
ま
な
．
い
ず

れ
醤
羞
―
―
月
ま
で
の
妻
や
石
油
一

は
暉
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
生
食

gi

が
不
足
し
て
い
歪
。
さ
ら
に
茨
が
多
一

＜
召
奢
に
か
け
喜
に
積
も
一

り
｀
そ
裟
、
い
っ
た
ん
寡
泣
は
お
さ

患
も
の
の
、
十
八
日
以
箆
ぴ
寡
波

裟
悉
る
と
予
閲
さ
れ
て
い
る
こ
と
＿

な
ど
か
ら
、
霙
で
も
灯

m本
郎
を
設
暉

し
た
。十
二
月
宋
か
ら
の
～
に
ぃ
窓
寂
E
ほ
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•
m
に
四
ェ
，
た
浅
井
町
東
”
池
区
を
江
賣
町
裟

q
凸
~
）
の

・内で茂富
T

るH"a.

太
の
令
賓
二
戸
、
平
烹
科
‘
Z応

一
み
＇
廿
ュ
叫
疇
＿
打
打
託
雑

em"闘
註
]

.
＂
出
舟
齢
i
2
以
荘
災
腐
十
品
の
問
刃
や
月
患
芍
可
癸
な

g
羞

F

i

よ
E-

一
〗
；
I
-

翌
躙
一
舟
る
噴
哀
g
●
い
て
い
：

g汀
製
ぃ
る
。
苺
、
西

i
-
1
あ
あ
々
念
苔
没
累
匹
山
綸
町
日

Ii騎
m
、
今
巴
町
な
忍
l

.

町
へ
り
な
近
中
、
屯
甘
内
の
自
は

2
盟
苔
に
公
い
、
「
町
ゼ
は
十
ハ
ロ
が
一
咆
訪
が
ぷ
遵
J

なっ

マ
ヒ
に
葵
込
器
、
田
●
一
行
の
m
登
地
梵
ハ
笞
忍
が
、
こ
の
よ
た
。

棧
ト
ッ
プ
。
[
•
7丈
盗
第
い
て
木
う
な
金
唱
用
が
翌
g
翌
さ
だ
、
腐
閑
汲
井
町
爵
、

之
ぷ
i
m
”
遥
翌
。
迎
訊
面
為
m
な
い
。
g
‘
W
ぽ
窃
セ
8
f
a
t
そ
同
町
”
瀬
で
婆
F
1
日
け
五
人
に
刃

情
蓋
屑
但
に
か
な
ぼ
し
い
」
磨
屡
足
m
い
し

rg月
忍
た
名
“
e
-

諺＂内が出てい令ぼた、化
2

て
こ
の
日
、
塁
の
祖
旭
、
同
四
令
が
出
さ
れ
、
四
町
名
の
闘
改

の
委
由
"
{
J

とにつのユ
J

いX
P

茂
れ
釘
へ
。
白
セ
ン
ク
＇
な
ど
に
泣
対
し
た
。

9

,

 

自
民
党
も
視
察
へ
貫
堕
見
だ
＂
ぅ
奇
器
品
た
。

悶
日
芍
嬰
閲
い
た
い
」
と
知
一
で
督
は
岡
乱
醤

符
＂
危
い
。
百
玲
ば
し
い
」
一
塁
包
巧
見
醤
賞
翌
箆
屑
品
翌
0
1
行

急
ぇ
念
"rp合、

11且r1一紅躙れ
5
祈
房
翡
貸
も
別
請

n,ス
で
製
島
田
翡
窟
翡
閂
隠
及
し
入
れ
た
u
m
改
沢
鵞
＂
ほ
れ
ば
、
将

,
‘
n
い
に
人
，
て
甜
令
し
か

2
"召良皐四＂切か

2
匝
母
的
、
氏
閤
、
投
”
m
器
H
癸
岳
閉
閻
懸
遵
に
3
日

印

休

然

採

紐

忍

悶

ぷ

か

｀

＂

「
月
翌
を
つ
い
て
い
見
恩
危
・
符
、
翌
危
町
薗
翡
器
岡
山
山
町
の
点
（
小
か
店
g
)
や
乱
、
ヤ
臨
時
休
校
が
続
Ill
五
墨
"
>
げ
た
中
皮
も
9
ベ

か
」
広
侭
り
「
な
ん
と
な
応
じ
℃
い
沼
訂
協
い
て
ゃ
そ
芸
P

一
翡
町
磁
蘭
m
し
が
｀
六
、
十
七
俎
日
后
房
て
照
笞
門
に
ぷ
さ
か
翌
で
、
噂
”
笈
誘

ぃ
仝
方
で
＂
団
、
五
心
は
、
心
晶
？
＂
な
笑

g
ヽ
努
が
開
虎
拒
町
な
ど
対
策
本
部
磁
悶
五
令
ュ
腐
祠
塑
a
胚
靡
努
が
次
r
"
ボ
ベ
よ
け
は
で
笑
名
＂
り
り
＂
゜
裟
も
、
窟

＂
俯
沿
な
い
怠
K
蕊
ど
命
＂
ヽ
ば
し
い
」
と
タ
ヽ
悶
さ
れ
勾
因
日
、
翌
に
腐
”
厨
悶
仄
、
m
共
閃
娑
．
五
漿
没

5
"

腎
爵
屑
菜
、
忠
烙
匹
、
岱
悶
、
周
ふ
、
紅
共
~
“

の
人
が
計
忍
女
開
ば
"
6に
式
"
F
g
「
翡
に
忽
な
い
っ
町
、
び
わ
町
が
烹
3
禎
品
貪
す
る
こ
と
を
器
た
。
爵
伐
し
お
屯
品
、
悶
、
岨
凸
斧
悶
，
仏
双
し
に
"

屈
＂
う
な
ず
い
て
い
な
，
＂
＇
i
ヽ
点
図
ぶ
じ
因
且
上
に
れ
、
一
慈
甘
為
唇
1
平
二
社
党
、
対
策
中
し
入
れ
蘭
な
詞
北
畠
心
に
、
分
孤
立
地
区
に
ほ
時
分
校
余
汰
町
牧
及

翌
塁
詞
哀
歪
5北
吊

1
5
乾
唸
＂
芸
恩
喪
廃
含
品
、
枡
醤
蘇
＂
が
予
＂
曲

五
慧
ば
、
腐
鵞
ャ

役
怠
翌
羹
問
m
乱
一
人
ぶ
、
1
四
局
か
ら
辟
應
町
m
脊
嬰
裔
広
、
翡
ウ
町
四
い
に
向
か
裔
吼
＇
M
ぇ
岳
墨
翌
財
蒻
悶
磁
1
ヽ
盈
屑
悶
忍
得
埓
月
閉
扇
菩
唸
は
、
阻
翁
ゃ
紐
り

"
t覧
忌
一
小
笞
ャ
伐
、
翠
阻
玲

麿
セ
翌
し
た
。
同
盟
ば
「
醤
嬰
い
r
,
＂
羞
蒻
忍
ま
し
、
＂
悶
裔
舟
”
で
"
i
急
翡
忽
素
＂
＂
虞
”
四
ば
、
が

E
ヤ
入
、
化
な
ど
の
開
埒
が
し
塵
g

ぶ
詞
咬
、
各
‘
ば
一
努
伐
＇
｝

-
'
見
薗
薗
ど
品
・
"
"
"
"
＂
"
＂
.
＂
＂

i
i
:•• 
i
i
:
i
:
 

••• 
i・,i,9 ... ，
 

..• 

i.i: 
•• 
,i:9:9.ii: 

••• 
i
:
 

•• 
＂2"
＂"""＂＂”5""＂"＂"＂""＂
""""a"
＂"""＂"＂"＂＂
a""
＂＂＂＂""＂""""""5"＂＂＂""t"5"＂＂"＂""・塔

J

な
っ
て
い
合
悶
喜

戻
g

g
弯亭

砂'
r
‘
L
"

り
じ
訳
二
彎
扇
置
喜
喜
翌
一
｝
〗
昌
｀
｀
門
国

1
0いい
屑

ピ

s

戸
m
翌
廿
蘭
を
し
至
彦
多
＇
を
，
そ
(
j
‘
‘
I
I
I
I
]

にl
l

h

l

l

l

I

l

l

l

l

l

l

l

l

l

=

l

-

l

-

l

l

l

"

吼
屈
隠
り
ぃ
．
賃
外
ゃ
．
図
ぷ
t

益

唸

め

;

た

ぶ

り

．

ふ

・

分

料

バ

ス

が

潤

廿

し

函

注

く

な

2
に
切
、
で
さ
ず
5
h
ヤt
麟れた臼字にも
g

田
駅
『
田

[
1号
註
主
婦
ら
胃
固
国
国
量
い
鸞
〗
い
＂
□
[
い9い
[
[
い
｀
〗

尽
は
翠
た
な
り
二
闘
姐
と
に
あ
品
政
翌
ば
•
1
t
"
、

5

芍
に
9

町
が
詔
詞
符
“

一`
〗
〗
〗
〗
`
9
[
[

点

L
i
□〔
パ

市
＊
＊
ま
烹
誠
べ
に
志
と
、
悶

翌

、

目

息

ら

醤

品

の

宋

津

漬
器
え
て
い
た
岳
お
昂
r
腐
み

た
生
活
道
＇
届
四
見
問
骨
盆

*
b
 

”
日
の
た
め
破
●
、
近
斎
の

で軒れ曲がったもい。”心内にば

宮
は
お
争
‘
墾
兄
に
も
け
が
は
な

四町冨荘”5で
4

決
茎
”
紺
、
心
3
8
広
五
水
に
釦
っ
て
い
P
.＂ほ

かった。

約
二
遵
干
人
が
悶
闘
い
抄
四
•
五
“
も
あ
り
、
中
よ
畷
m
閲
悶
ぶ

、,ヽ
ダ

，

「
想
像
以
上
ひ
ど
い
」
と
知
事

国
に
も
調
育
要
請

湖北視察

“. ^ 9t 
ふ

ヽ

[
t
t

H
癸
鼻
ぷ
羞
屈
＿

W
り
込
令
い
歪
与
紐
罰
晏

i召`
9
昇
て
い
る
.
-
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冨1こ堰まった道路を稟

いつまで続く？宝との1ll1い回下校する木之本Jヽの
児重たちぷ加同小近くで

届
下
塁
、
弁
埃
菅
鵡
小
で
諏
底
、
閃
の
救
念
体
制
栽
磯
、
泣
欝
っ
て
お
リ
、
答
へ
の
影
雷

原
、
艮
麿
棗
が
軍
岳
ま
で
続
菱
消
罹
罪
う
女
裔
孟
愛
埼
の
と
こ
癸
奢
日
翌
―

い
て
い
る

篇
を
哩
＂
止
め
に
し
て
醤
作
菜
を
一
方
、
是
ふ
数
の
笞
地
帯
で
知
輝
鑽
の
お
か
げ

E
品
、
告
四
に
は
文
い
て
、
女
伯
に
応
じ
て
裔
郎
の
ぼ

行
っ
伝
果
、
占
釜
苫
笞
裔
合
裔
町
中
醤
（
辛
八
戸
・
百
累
な
い
と
い
う
。
ぶ
し
、
町
対
策
や
器
闘
腐
の
袖
珀
な
お
屈

烹
が
通
れ
る
よ
つ
に
な
っ
た
。
官
並
以
九
十
人
）
も
孤
立
状
聰
十
二
人
の
児
太
郎
で
は
、
今
抜
、
さ
E
に
降
リ
続
い
を
と
令

北
は
田
塁
蛋
＜
道
存
照
翌
れ
童
が
翌
面
祠
内
小
学
校
（
北
条
祐
沿
た
珊
合
の
事
輝
を
憂
慮
＂
四
斐
へ
国
土
庁
長
官
が
視
察
へ

て

い

る

。

筵

）

は

絞

曰

醤

に

迫

わ

れ

て

い

る

。

も

ヘ

リ

を

飛

ば

す

瑯

費

を

進

め

て

い

員

藁

遅

唇

E
Aの
協

力

函

根

の

雫

ろ

し

る

。

対

策

不

郷

が

齊

覇
腐
め
る
ほ
点
喜
の
だ
、
さ
ら
に
烹
忍
笞
ー
。
開
県
墳
の
招
北
郎
は
、
士
ハ
日
も
匿
の
闘
い
に
開
烹
だ
。
翌
藍
懇
“
統
一
番
心
配
な
火
災
発
生

f
忌

益

手

塁

郎

祖

ハ

＜

腐

葉

届

翌

履

‘

§

、

翌

忘

塁

っ

u吾
爵

塁

但

8羞
姜

君

町

匡

且

翌

へ

晶

動

を

団

し

た

も

ー

百

閉

じ

一

」

を

れ

、

士

ハ

日

対

策

、

自

治

体

単

位

で

は

限

界

曰

、

者

の

醤

、

悶

、

衷

径

、

籾
、
北
賃
醤
を
烈

mし
瓦

励

薔

の

湖

北

一

塁

郡

に

二

班

の

醤

姜

迄

扇

羹

晨

m醤
芸

品

県

、

国

に

支

援

要

請

へ

回

（

計

十

一

人

）

た

品

、

絡

爾

の
の
、
惑
天
裟
な
ど
P
出
妬
の
メ
ド
が
立
た
ず
、
庄
民
は
不
安
を
さ
ら
に
つ
の
ら
せ
て
い
る
。

鸞

屈

租

、

巌

芯

望

・

。

の

実

家

は

自

な

占

え

益

考

ぼ

。

さ

弓

こ

な

条

旨

盟

を

め

た

勢

季

暉

鍼

王

賃

咎

各

庭

「

窓

醤

霰

し

た

。

こ

れ

居

”

采

箆

磁

士

も

丹
箭
沿
い
の
公
房
六
世
帯
十
一
こ
の
た
め
、
戻
分
季
一
人
で
分
け

人
が
事
ら
し
t
い
る
．
例
モ
大
芭
合
っ
て
事
ら
す
姑
果
に
な
リ
、
ピ
ン
チ
は
℃
め
、
六
十
阪
以
上
の
お
年
寄
品
ヘ
リ
ポ
ー
ト
作
リ
毎
め
た
い
つ
て
ら
“
の
中
で
を
し
て
い
る
よ
な
も
＝
蔀
平
扁
製
は
エ
ハ
臼
夕
、
長
臓
情
警
腐
守
は
X
活
道
路
の
直
リ
の
す
1

き
に
隠
磁
H
が
、
原
況
三

品
わ
れ
る
と
こ
名
、
正
月
を
済
ま
を

mめ
た
．
―
二
人
い
る
。
山
口
区
長
は
「
切
気
が
一
も
送
リ
出
せ
る
状
芦
だ
が
、
自
知
ぽ
側
の
。
二
ば
前
設
の
K
は
飼
度
も
経
験
し
浜
は
食
届
で
豪
H
吸
古
の
緊
急
箆
匹
保
▽
生
油
5
資
の
砥
瓜
▽
放
念
医
賓
体
郎
田
土
庁
長
宣
に
来
県
を
求
め
、
来
遷

せ

た

あ

と

、

痘

毀

く

の

中

之

郷

愚

漏

為

い

ま

の

と

―

笞

西

気

だ

が

、

召

羹

が

団

復

し

な

い

界

mば
せ
一
」
い
て
覧
か
な
い
が
｀
倍
芝
も
積
も
対
策
会
滋
孟
四
t
r
a
．
県
な
と
の
関
制
の
既
唇
除
塾
混
費
に
対
す
る
田
早
々
に
も
苔
が
湖
国
の
豪
F
地
を

せ
め
て
年
寄
リ
だ
け
P
も
降
ろ
し
て
も
ら
れ
な
い
と
の
返
事
で
、
鷲
見
地
区
へ
っ
た
の
は
生
ま
れ

H
切
め
て
で
、
こ
れ
係
省
庁
に
位
回
で
疎
げ
績
を
提
出
す
る
政
匹
助
の
拡
大
ー
ー
な
名
人
的
、
窃

mmす
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
囚
は
禾

83歳
の
お
年
寄
り
も

に
憐
家
し
て
冬
牽
笠
J

す
告
店
を
し
て

き

rp
と
―
女
が
、
こ
↑
し
は
事
れ
の
環
地
は
エ
ハ
曰
環
在
の
号
が
呉
ら
る
な
ゃ
ー
」
と
い
う
・
の
酪
は
社
裔
ち
対
策
本
部
P

以
上
泣
る
と
破
害
は
叶
リ
知
れ
な
い
も
こ
と
を
沃
め
た
。
山
閲
郎
で
は
兵

8
努
蘭
で
嘉
に
迫
い
込
ま
れ
た
と
定
だ
が
、

mけ
れ
ば
二
十
日
元
に
な

宕
狡
孟
も
し
な
か
っ
た
大
雰

0
咤

二

捌

gし
を
は
る
か
に
紐
町
面
、
自
塁
ヘ
リ
に
出
動
を
g
は
、
天
の
関
牽
裔
賂
召
の
に
な
8
J

と
払
す
。
爵
で
は
、
消
”
裟
心
丈
笞
が
忍
芝
「
田
器
訴
え
て
い
る
。
る
と
い
う
。

そ
れ
虚
統
的
に
店
リ
紐
い
た
た
め
、
え
、
狐
殿
の
器
下
ろ
す
の
で
は
な
訊
す
る
一
方
、
灯
油
穴
此
か
ん
＋
空
吝
笠
げ
て
い
る
。
ぢ
協
裂
塵
恙
危
彼
姦
悶
匡
醤
、
防
丹
徳
展
を
緊
名
欝
は
自
衛
ヌ
、
懸
磁
全
の
革
新
県
努
肴
一
j

会
は
百
、
伊
香
郡
余
只
町
な
yl

隊

に

協

力

要

請

開

の

笞

嬰

器

吝

晋

党

・
斑
序
す
案
裕
も
な
い
ま
ま
取
リ
く
、
蹟
み
ヒ
げ
る
状
羽
最
や
這
い
家
磁
、
奴
ね
広
藁
品
や
か
ん
砧
め
、
た
ば
丹
生
川
に
沿
っ

E
菩
る
県
道
沿
い
も
恐
れ
、
火
の
元
の
用
心
を
布
鰈
放
送
超
え
た
」
と
し
、
湖
北
今
域
を
一
本
に

残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
自

H

訓
間
罰
間
加

14地
区

631
戸
が
孤
立
凰
国
園
叫
叫
加

J
大

半

の

器

苫

中

品

の

裳

少

な

い

た

め

、

町

宮

古

対

策

本

郎

に

内

宮

は

＞

人

命

に

か

か

る

訳

ぶ

事

心

摂

点

る

。

踏
切
で
モ
ー
タ
ー
カ
ー

の
夜
ほ
醤
レ
た
も
の
の
、
鷲
見
の
「
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
愛
て
得
宙
対
策
郎
が
、
七
ハ
日
午
ぽ
品
習
で
簗
計
し
た
歴
嵐
の
豪
並
、
小
ば
、
田
戸
、
軍
馬
椿
坂
、
中
醤
罹
歯
扇
区

(m店
、
曲
の
丸
生
の
目
、
島
努
協
力
を
求

t
q
に
よ
盆
薔
は
、
姦
唇
（
裔
腐
．
）
臭
＋
八
戸
、
岳
屯
・
九
毎
醤
篇
呆
翌
、
四
醤
＋
め
令
毘
の
醤
晨
も
あ
、

早
芦
、
二
千
二
薗
度
）
が
人
益
塁
条
町
岳
区
（
金
滋
更
。

B
の
名
窮
に
苔
兌
福
名
ゞ
＾
て
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
衝
突

翌
し
、
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
令
原
、
杉
攻
杉
本
、
大
見
、
碍
羽
）
ー
―
―
こ
れ
ま
で
の
霰
山
の
稟
計
協
＞
死
滋
緊
怠
捐
蠍
を
求
め
ゑ
＞
皿
屯
地
区
に
つ
十
六
日
午
般
一
時
二
十
八
分
こ
っ
、

き
ょ
う
自
衛
隊
ヘ
リ
が
空
輸
ヘ

笞
で
孤
立
し
て
い
合
嘉
貪
空
給
す
る
。
た
灯
油
尺
忠
品
、
皇
、
五
ネ
孤
立
は
伊
嘗
郡
貪
町
六
醤

q
2
凶―

-H五
1、
一
千
二
百
二
十
五
人
。
一
人
▽
醤
―
干
＾
▽

g-＋一
人
▽

乱
屡
へ
責

i
'

ら
要
請
が
あ
っ
た
も
の
ギ
、
含
芝
、
塁
麿
合
わ
湖
北
の
弧
立
地
区
＼
~
―
[
渇
醤
＂

□
[
註
に
依
然
、
休
校
続
く

¥
／
＼

9
吹
山`

主
戸
〗

の
ヘ
リ
コ
プ
ク
ー
奮
鮮
食
品
な
萎
一
で
、
貪
町
豪
百
繋
郎
が
用
意
し
一
蓄
―
-
＋
耳
令
爵
込
む
。

北
晏
善
公
只
ば
笞
一
十
棟
、
モ

雪で孤立の
余呉町鷺見lついにSOS

6
世
帯
11
人
益
避
難
』
間
に
合
わ
ず

底
つ
く
食
糧
や
燃
料
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や
っ
と
郵
便
物
届
く

楼
咋
住
民
ら
へ
勇
気
づ
け

•
忍
に
唇
．

i
.
L
i
e
ーt

ぺ
山
罪
ヶ
渭
で
）

打
且
り
甘
月
翡
｝
蒻
一

｛昴

l9t妄Xv
g

町
介
閲
品
品
即
臥
極
夫
〇
▽
マ

除
雪
応
援
隊
を
派
遣
元
穴
阻
苔
怪
冑

中
ノ

mg藍
は
必
月
↓
繭

喜
旦
忍
ポ
n型
笠
品
が

県
、
湖
北
の
4
町
に
55
人
罪
尻
翡
尺
喜
翌
ク
磨
翡
塁
篇
謡
竺

国

愈

邑

舟

凰

灰

一

訊
翡
嘉
裔
投
貧
一
芍
は
盟
歴
腐
唇
閃
誓
嘉
蔓
も
屑
喜
忍
尋
醤
，

恩

芋

息

蓄

篇

応

、

岳

良

五

賣

昇

名

貸

9

罹
誓
恩

周
品
a
g査
令
監
苔
岩
習
賀
鳳
」
を
県
内
の
積
雷
量
（
秤
午
屑
辱
喜
§

向間
1
尊
屡
戻
0

者
蕊
弯
ら
も
苫
登

豆
蔚
岱
僭
ぢ
名
'
9

夕
差
月
菱
本
町
・
翌
産
腐
羞
没
＆
現
在
、
監
應
苔
器

埒
烈
塁
裔
•
四
漿
・
塁
炭
閃
閲
門
甲
問
瑚
七
裟
）

nw
渾
罠
＾
芸
息
・
は

屠
い
，
沼
衣
麿
翌
屡

史
竺
塁
舒
人
、
余
爵
閃
紐
醤
篇
吼
屑
ヽ
五
口
岳
醤
き
直

靡
善
忍
―
f

忍
＂
苓
糾
竺
ぎ
を
屋
閉
翡
喜
賃
喜
一
四

t嘉
国
麿
層

墨

g
l
-
+
人

”
f笑
中
匹
~
gゃ
”
沢

忍
醤
廷
i

云
髯
暑
忍
因
塁
ほ
土
砕
悶

そ
な
薗
履
屠
ば

-g鼻
閉
履
翌
紺
名
翌
誓
蘭
曇
石

七
笑
醤
翡
麿
藍
棗
買
促
虔
紺
百
産
畠
乱
国
を
累
兎
闘

戻
腐
塁
忍
を
図
陪
屑
隠
母
陥
且
嬰
§
｀
悶
闊
恩
」
お
思
豆
餞
設
翡
翌
'-0>

う
入
鵞
賣
羹

パ
虚
え
好
克
月
8

エ
晶
裔
嘉
屑
れ
整
忍
悶
癸
主
ふ
履
芍
忽
尋
ぞ
石
翌
麗
蘭
註
岳
且

翡
器
喜
息
蓋
也
信
一

Jilgg
．
息
忍
鴨
暑
8
魯
隠
翌
畏
羞
；
屡
翡
象
翡
ノ

瓦

喜

罹

言

慧

貸

玉

青

汀

翌

喜

姜

れ

辱

怠

靡

‘

布

蕊

苔

蘭

も

考

魯

竺

，

厨

葛

菟

璽

羹

且

喜

l
l
0

ll＂は
塁
乳
祖

図
悶
麿
翠
喜
翌
国
を
菟

累
ぼ
忠

g罹
＂
羞
翌
柑
孔
麿
邑

G
ば
笑
＿
信
へ
辱
閤
乱
翌
炭
へ
右
セ
胃
息
隠
賢
氾

iー、
9

,

.

，

9̂,

竺
翠
翌
賃
裏
屯
＂
怠
や
麿
忍
”
か
ね
忍

tさ
d
9
公
葵
庭
恩
襄

g爵
悶
庭
回
塁
翌
需
況
に
た
器
灰
に
り
じ
孔
ふ
賛
層
‘
屍
薗
培

き
麿
籾
兄
、
艮
鵞
麿
む
他
姑
名
日
に
以
匂
梵
？
器
し
5

屑

'i

七
ヤ
爵
師
闘
翡
苔
雇
i

9

｀
布
屠
変
含
羹
開
，
紺
、
出
怜
包
翌
囲
嬰
区

員む衿元玲苫ぶ屈．
E
g
a餅
R”
厄た
5
溺
5
づ笑

ヴ
，
倍
器
こ
~
悶
翌
一
嗅
召
い
に
、
笞
藝
腐
，
し

j

忍
‘
肛
哭
旦
房
尻
唸
盈
隠
恥
迅
が
含
、
農
應
を
篇
ら
闘
翡
芸
合
嬰
員
翠
に
、
多
翌
誇
閤
璽
熊
＇

闘
窃

[

[
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一：4 
ー｛．、原
氾長

箆宜
三，り

芦ば雲：：：；認は翌長官、ー の政

間訊罰［［湖忍□員閃翠厖但麿璽翌息序翡ぢ 儡
＇ 一量函尻贔＇忠忠蘭羅こと覧空栂盟哭の閏噂訓戸屡〗北査

り本き山政 tよッ墨汽悠げ麟． 団
- ［叫叫間視“心9．呵履贋暑星゜息恙拇臭喜［〗〗 察

ハて！•吠ホ

住罰告店閃 [ 9>`［『鷹[‘ .．． 

喜塁鱈璽且塁因品崩閉臼彗汀麟

民〗；・
喜恥凜戸叡遭墨信』籍釦昔’哀`

9．予賛穏忍鷹おい名合盆そ考釦託芍は苔モ゚ 翌苔
い`［彗靡託鱈覧も篇笑芍屑とだ皐;
妾口をつ。．“'、力？盟

ホ〗［国〗且暑隠；；；，
、文岳醤合包醤 i lD虐磐息五
り七に ‘0か

菩哭扁出ぢ臼
祭庶こ゚ 閉怠器成られ、、チ
<"'に洪牛ニ

庁た

ツ ［ 喜員喜 政全
示爵醤 府力

と［ 叫冒喜八 mに会'

ひ i
市・来
町四只見、
巡土し

と 1
璽；＇`喜：［畜［屡．

魯〗應暑懇§喜っぐa S 9E・ 哀窟塁

息昌
芍・思娑自 て、
だが 1h

亘
垂 翡堵品 tし諮翡凰．

ヽ 亘 弯碧展贔含裔蓋に象訳

i 丘冒甲冒 〗〗；•『/も爵盟 "'ig. 
I ；燐 ・`象膚9t眉
I 鱈旦鱈苔

力方

冒
を 91 も鸞息差麻

; [ ［ ； 9 i [ ［ ［ 
I 因＇＂＇息［灼l 合房苓＄笞百？

望＇

生
濫
道
輝
の
餘
●
を
す
る
直
衛
費
（
杢
毎
忌
琶

必
哄
塁
は
、
県
北
部
の
菜
遥
m
の
出
動
に
巌
が
な
い
闘
窓
＂
襟
派
吋
辛
る
。
な
お
応
抜
出
勁
し
た
醤
艮
れ
た
。

●^
J
 

/
9

応
疫
に
、
小
、
中
、
高
校
の
肛
質
を
し
よ

gい
う
も
の
。
小
、
中
学
10
は
は
公
腐
翡
い
と
す
る
こ
と
に
し
て

10
恵
出
塁
危
＂
か
ら

亙
」
忍
〗
、
，
監
忍
誓
g

こ
と
に
な
大
猜
二
文
、
醤
皐
癸
、
粟
覧
得
ら
れ
房
翌
芯
、

5蒻
四

戸
，
り
、
二
十
二
B
、
開
翡
盟
息
東
町
文
、
土
山
町
一
人
な
ぎ
ハ
市
野
菜
ド
ッ
サ
リ
危
閉
翡
点
を
ン

ソ
ウ
、
キ
ペ
ヘ
ッ
、
レ
ク
ス
、
ダ
イ
n

が

パ

i
t
,

{
,
2
も
甲
協
た
。
計
二
g
平
ズ
の
固
都
八
郎
二
十
五
町
の
名
市
町
m
位で配分

亨
5

暑
喜
校
、
稲
醤
腐
力
で
人
奴
案
硲
翡
至
人
壱
ッ
ク
草
・
津
↓
余
呉
ヘ
ン
荏
舟
置
、
哭
白
ぷ
。
関

髯
念
甲
保
坂
し
同
器
の
温
に
ア
ッ
プ
。
翌
晏
は
二
十
二
和
ぽ
を

111
葦
紐
合
を
努
価
だ
し
て
切
八
偽
。
年
れ
も
ハ

喜
＿
庖
て
脈
遣
す
る
方
針
。
対
象
に
、
息
麟
鼠
の
一
料
度
、
妃
牡
叩
な
素
で
為
芦
ほ
盆
ゥ
る
J

翌
虫
U
が
合
鮮
な
要
、
｝
J

ァ
開
屠
蒻
に
は
す
で
に
栗
翡
人
を
眉
~
喜
で
、
喜
爵
募
俎
棗
庖
二
十
二
の
朝
七
翌
堕
喜
勝
醤

二
”
ゃ
笞
品
は
麗
勁
し
て
い
る
に
は
苔
l

百
五
十
人
の
名
簿
壷
日
、
軍
江
市
北
山
田
町
の
闊
中
醤
悶
一
も
岳
み
込
栢
、
市
湖
北

食
が
、
限
改
で
も
、
否
醤
咎
詣
成
。
塁
爵
塁
郎
の
器
に
応
じ
芸
姐
合
（
月
111
＿
＿
一
郎
組
合
疑
、
百
二
地
互
渥
器
磨
竺
J

炭地に遥

咋

igr日常
の
芯
育
て
、
い
つ
で
も
出
動
で
房
醤
品
も
弯
塁
忽
音
隠
月

先
生
ら
で
応
援
部
隊
[
は

路
盆
}
作
来
。
同
畏
内
は
―
―
-X
近
肴
圃
°
船
坂
迪
心
の
固
位
皿
伍
臼
井

ぃ
堕
そ
、
さ
る
二
十
日
に
四
道
8
0

荘
生
デ
究
も
は
品
め
人
が
加
賓
の

3
"がよ
2
ァ
く
一
出
森
確
氏
さ
れ
た
た
怜
m
咄
て
さ
な
い
状
庶
媒
い
て
い

丘
い
え
人
羞
校
も
霊
で
す
っ
か
た
が
、
こ
れ
で
安
心
し
て
＾
荏
に
行
け

ぼ
り
罪
ま
っ
た
状
態
。
缶
芦
沼
路
の
降
る
」
と
息
設
の
庇
r

，作立にほっと

ほ
息
茄
い
た
め
、
槙
努
を
し
た
没
碍

自
由
に
斃
な
い
烏
っ
て
狂
だ
か
欝
腐
吹
．
埓
胄
＇
七
円
問

i

な
易
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
が
、
伍
の
予
定
だ
が
、
i
3
呵
召
四
砥

仄
ら
は
こ
の
目
悠
醤
に
大
宮
翡
の
闘
侶
腐
(

i

佐）は

灼
競
怠
に
あ
え
ぐ
水
4
本
、
一
嘉
愈
圭
力
に
し
｛
箋
酉
人
い
伍
岱
翠
｀
t
へ
の
委
磨
呵
二
十
二
日
朝
七
耶
平
吝
つ
か
ら
一

b
属
悶
應
主
ら
が
お
茶
の
按
祠
地
に
巻
、
食
唸
に
お
ぎ

喜

椛

屑

二

士

百

叫

か

の

＂

育

晨

凰

°

"

命

貫

喜

贋

鼻

塁

＂

臼

を

し

て

労

危

房

一

郎

も

。

い

た

五

翌

苔

醤

暑

ら
、
璧
’
趾
悶
翡
羞
•
第
一
作
戦
＂
点
喜
闘
曇
翌
こ
の
＂
璽
理
待
慕
一
服
葬
良
に
醤
喜
惜
皇
、
一
友
巖
、
村
誨
毘
で
も
宮
に
闊
因
の
は
切
め
て
の
こ
と
だ

坑
芯
広
が
る
蒻
の
蔽
音
丈
は
、
杉
野
條
屈
の
蒻
ろ
し
モ
れ
尻
窟
ハ
十
二
人
、
嬰
腐
含
団
の
尻
で
一
臼
で
恨
<

炉
．
三
醤
に
四
成
さ
れ
た
賢
ら
や
杉
野
川
埠
堕
ニ
カ
所
在
塔
し
て
沿
五
慕
欝
開
で
は
、
他
酋
腐
化
が
安
心
し
て
が
ら
苔
茎
つ
ビ
ッ

づ

賊
3
、

除

璽

奮

直

奮

爵

姜

翌

多

プ

閉

贔

雙

屡

一

乃

委

詐

荻

，

一

点

し

て

は

。

y

、
[
野
‘
｛
ぷ
醤
氾
丹
生
、
啜
収
の
l
-

＿
地
区
八
台
、
バ
ケ
ッ
ト
三
台
、
小
杷
プ
ル
ト
町
閻
中
、
芯
t
地
区
の
中
河
内
地
区
へ
高
月
町
に
も
派
遣
要
請

で1
寸
や
公
民
印
、
開
均
な
と
に
分
ー
ザ
ー
ニ
怠
―
伍
い
、
一
斉
に
犯
既
人
が
皿
れ
る
＂
即
仕
付
は
炉
を
つ
く
氏
四
均
困
ぷ

3t+:E干
且

疇
木
之
本
、
余
呉
で
人
海
作
戦
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笈

C
度
＄
窟
―
ナ
レ
せ
習
町
歪
ー
を
は
い
て
ま
在
m

へ
こ
た
れ
め

子

供

た

ち

が、訊区のれ凶アン字が
mii
昂へ怖ってむ
9

た。

．．． 

努
て
し
ょ
い
、
念
悶
か
醤
旦
箭
烹
“
霞
叩
塔
て
し
苔

号
琵
な
く
な
っ
て
し
次
っ
た
の
た
ま
品
品
せ
な
く
な
っ
に
と
い
う
ー
元
気
に
勉
強

だ
よ
ぶ
が
へ
必
訊
盈
毎
っ
て
巧
烹
誓
令
”
ぼ
「
も
う
だ
め
に
●
苔
一
m
へ
こ
た
れ
て
い
な
い
の

ぃ9
7

晋
苓
笈
”
＂
ぼ
「
い
つ
な
っ
て
し
次
う
か
ね
ぇ
房
翌
闊
磨
＂
た
ふ
沼
腐
翌

も
悶
暑
ぼ
か
合
え
“
で
F
ト
ろ
蓋
悲
っ
て
た
ら
引
か
素
腐
小
（
北
裟

mgば

て
だ
ロ
一
ャ
誡
届
帰
っ
て
汗
て
い
た
ぢ
ち
ゃ
ら
唇
で
輝
く
な
っ
：
各
へ
目
名
っ
m
竺
悶
弓

怠
は
、
四
m
のダンポ＇岱ん。
0

せ
翌
急
＂
や
卜
品
の
こ
と
ち
ゑ
娑
も
な
い
で
悶
忍
名
を
谷
贔
た
り
ば

甜
ん
だ
文
？
面
が
ワ
イ
ワ
イ
と
紅

9""衿
狂
1

年`
脊～
1

a

)

りも
t

よ
」
と
危
屡
。
全
二
贋
苓
＂
交
C

汀
蒻
閑
そ
し

塁
2

にぷ＂やかにやっていた。
1
誓
念
ば
な
か
な
か
紐
っ
妥
閃
し
．
災
、
＿
唇
さ
贔
酪
唱
、
て
い
予
｀
み
、
歪
＇
ぐ

笈
ヘ
リ
で
腐

griか
り
の
バ
ァ
茂
ん
＂
虔
翠
の
高
な
に
入
丹
｀
虹
を
つ
け
な
い
と
っ
姦
か
し
な
が
ら
の
目
葵
い
が

g
gし
て
い
る
さ
克
息
忍
姜
箆
・
え
な
い
と
い
な
焚
な
い
屡
月
「
息

ヽ

た
。
各
ン
が
．
『
ば
、
キ
ャ
ベ
ッ
ャ
窃
だ
け
協
ん
で
も
ら
い
も
色
盈
癸
裔
＂
そ
ぶ
泉
漿
人
の
届
魯
忍
房
汲

喜胃L
｛

却

、

ク

苓

翌

店

、

ク

苔

、

か

差

筵

蓋

夏

望

豆

忍

忍

忍

て

＂

区

舟

贔

復

哀

．

打

忍

v

；
刷
”
，
闘
印
~
忍
日
、

r名
い
て
＂
っ
忍
萩
、
こ
鱈
彗
闘
鱈
彗
只
臼
闘
闘
飢
‘
.
員
召
い

且
／
」
広
い
[
'
い
の
八
喜
〗
い
｀
ぃ

9
9口冒
雪
亨
〗
王□
□9
`
J

・
灰

り
'
[
＝
l
-

工
〗
い
内
〗
｀

i
9
:〗[[
9
匁9
/
e
/
[

〗

二
[
r
:
力
教
・

m

因

唯

の
楽
し
み
、
食
料
分
配

テ
レ
ビ
見
え
な
い
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軍
H
の
中
で
保
育
所
の
応
瓜
給
雪
に
汗
を
流
す
野
洲
町
の
臓
員
た
ち

生
活
確
保

”
友
情
“

さ
っ
そ
く
保
育
所
で
作
業

4;,.烹

た苗

g「
屈

躾

的

展

箆

尼

要

晨

う

。

ず

身

甘

克

召

麟

ど

解
か
笞
」
と
硝
盆
臀
庖
て
職
員
を
除
雪
に
派
遣
愚
こ
窒
今
底
だ
が
、
谷
口
克

焙

喜

・

四

ょ

う

マ

キ

ノ

町

へ

が

＿

l-
翡

五

醤

g"らい
、

ー

遥

苗

蒻

の

問

塁

問

、

履

の

募

も

羞

哀

と

磁
富
に
濯
れ
て
裟
湖
曲
・
マ
キ
ノ
い
う
。
同
態
あ
積
霞
唇
怜
l

以゚

ス
キ
ー
大
会
中
止

選

手

ら

を

派

逍

町

腐

体

の

不

n
mな
人
の
盗
に
出
な
お
、
志
昌
百
二
十
四
日
か
ら

あ
す
近
江
八
繹
閂
も
向
さ
ぶ
埒
児
年
に
あ
た
る
。
マ
キ
ノ
当
分
烈
叩
、
ダ
ソ
プ
カ
ー
と
マ
ー
プ
の

近
江
八
g-
牧
安
、
同
屯
＂
切
会
、
町
の
嗅
聞
に
よ
り
忠
成
町
が
磁
只
十
人
名
一
台
を
マ
キ
ノ
町
に
提
供
す
る
こ
と

同
ス
キ
ー
之
フ
プ
は
、
あ
空
ヱ
立
と
深
泄
す
る
も
の
で
、
マ
キ
ノ
印
口
を
決
め
た
二
回
町
で
は
、
す
で
に
ジ
ー

日
、
湖
北
●
余
味
町
へ
、
ダ
ン
プ
カ
＇
の
試
絞
谷
口
堕
ゲ
ぷ
ぶ
名
あ
阻
晏
プ
一
怠
茜
浅
井
町
に
ぽ
し
て
い
る
。

一
台
辛
八
人
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
ら
・
罪

選
爵
の
手
叩
け
圭
各

闊
叔
士
、
同
息
竺
十
七

阿
近
江
八
鰈
鷹
ス
キ
ー
大
＾
名
二
十

音
に
貪
町
・
睾
山
ス
キ
磨

開
罪
季
写
っ
た
が
、
湖
北
の
料

弱
的
な
窟
翡
紺
が
マ
ヒ
し
て
い
全
資
應
二
古
百
、
野
な
い
手
つt
0で
此t
~作
萎
湖
如
。
こ

洲
患
質
を
悶
に
3
成
し
た
距
醤
が
到
贅
、
莞
腿
点
閉
じ
て
生
の
日
は
、
天
低
も
同
復
て
開
、
冑
常
な
爾
に
ス
キ
ー
大
会
を
“
闊

空
が
あ
P
]

か
せ
る
吐
企
恵
ま
れ
、
ヒ

醤

屁

汗

を

流

し

た

五

町

に

は

、

今

後

も

闊

男

腐

且

鼠

や

中

止

．

す

る

羞

に

ス

キ

出

班

｝

皇
の
た
め
派
ポ
因
忌
に
柊

閤
盈
に
磐
れ
て
の
作
薬
に
貪

団
が
次
ん
丘
窃
込
べ
此
窟
怯
に
取
り
組
紅
塁
、
翡
ら
は
年

迂
匁
唸
只
ら
は
「
少
し
で
も
蒻
即
霊
に
向
か
？
祖
憐
木
義
忠
•
市

に
立
て
れ
は
ー
蔽
け
つ
梵
。
一
日
牧
委
体
育
課
碁
箭
塁
賢
四
人
と

笥
な
か
で
広
が
る
叫
か
い
友
切
に
感
印
し
て
い
る
。

眉
磨
つ
け
た
の
は
、
野
町
販
り
か
か
っ
た3

で
も
~
チ
ピ
っ
子
た
ち
に
嘉
近
江
八
帽
ス
キ
ー
ク
ラ
プ
貝
十
四
人
の

暑

翌

麿

雇

覧

闘

喜

は

ニ

―

''0'
、
の
讐
で
、
へ
栂
せ
て
危
い
」
；
；
八
人
。
市
誓
蛮
貝
第
に
は
国

を
リ
ー
ダ
ー
ン
H
羞
回
町
問
丈
翡
平
駆
建
て
の
国
合
は
粍
下
で
ば
ぬ
ぐ
う
の
も
忘
れ
て
タ
カ
ま
で
作
体
相
揆
第
二
次
強
化
翡
を
習
て
い

と
、
歴
町
村
会
職
彗
人
空
＇
h
-

っ
府
と
閉
っ
て
翔
、
磨
八
日
菜
に
取

2
乎

だ

。

る

翡

内

爵

、

野

一

即

咆

党

も

令
こ
習
篇
蒻
に
糀
盟
域
の
始
甕
が
盟
乳
て
以
哭
開
~
目
璽
乱
栄
部
に
ば
今
袋
裟
。
普
は
午
前
六
時
、
翡
所
前

を
マ
イ
ク
ロ
パ
ス
で
様
し
た
一
行
度
ぶ
熙
翌
し
て
立
否
狂
伏
い
性
八
箭
牧
安
や
中
主
、
右
腐
町
に
集
合
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
、
ダ
ン
プ
カ

ほ
同
藷
宮
に
貧
翡
切
へ
到
状
態
。
瑚
肉
ご
沿
仮
も
出
来
な
い
豪
環
員
や
各
阿
楳
か
品
罪
寒
の
甲

9(-gの
二
皇
並
ね
羹
此
町

掌
よ
臣
笠
ば
梨
磨
闊
裟
二
晏
易
当
た
り
も
た
胃
た
苗

L
笛
が
嬰
い
で
稽
、
二
十
七
日
ま
へ
向
か
う
・
器
に
到
農
忍
余

け
た
あ
女
醤
、
ス
n
ッ
プ
た
学
に
「
霜
姿
J

狂
姐
れ
醤
屈
。
で
に
延
ぺ
主
灸
が
、
翁
爵
を
呉
閉
懇
郎
の
痣
喋
に
入
っ
て
道

息
の
町
立
保
育
所
傘
沢
巧
利
瑚

mだ
っ
た
ら
巴
荏
宅
が
軒
並
み
つ
中
心
に
品
に
あ
た
る
エ
定
想
像
を
路
わ
き
な
と
の
飴
霊
に
当
た
る
｀
弁
当

窃
長
、
八
十
一
も
の
鯰
寄
追
に
ぷ
れ
る
・
・
・
」
と
鷲
き
な
が
ら
癸
慣
れ
磁
ぇ
と
噸
言
曳
3
i
J
っ
た
地
衣
の
人
も
投
霊
で
、
夕
方
主
で
精
い
っ
ぱ
い
捻

ヘ
野
洲
町

職
員
ら
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『三A —”衝底醗i•

盟
腐
突
翡
盃
蒻
一
脅
翡
っ
た
ロ
ン
グ
ラ

盗
波
は
、
記
以
印
な
習
と
詞
を
も
た
ら
せ
た
盛
の

m庄

に
閉
か
ね
て
つ
ぷ
れ
た
学
校
畠
ゃ
民
次
、
エ
醤
印
。

贋
怠
努
出
翌
茫
な
っ
た
人
。
菰
立
加
”
を
、
宝
茄

て
に
奴
れ
回
れ
た
主
如
｀
ナ
マ
野
菜
の
飢
上
が
り
・
・
・
な
と
｀
れ
滅

に
腹
っ
た
目
は
住
民
寄
四
を
直
蝦
し
｀
大
さ
な
不
君
に
お
と

及
癸
し
か
旦
器
の
賂
さ
並
ん
で
二
十
昔
に

は
、
山
閻
郎
の
生
造
勅
安
羨
K
に
罪
は
さ
れ
、

8mの
改
陳

が
衰
裔
面
の
翌
五
畏
滋
し
て
器
の
多
ポ
翠

常
に
戻
り
つ
つ
忍
。
翡
の
生
匹
を
無
径
丼
姥
の
め
し
た

今
回
の
衷
密
い
、

8
伝
口
れ
切
っ
た
住
氏
た
ち
に
改
め
て
震
の

習
皆
っ
＂
虐
時
に
、
應
の
中
で
忘
れ
去
ら
れ

文
サ
4
面
の
生
活
の
チ
ェ
に
大
逹
伍
窃
苓
突
き
付
は
あ

も
尖
。
喜
の
忠
葱
迄
そ
の
要
し
い
＂
ツ
メ
珈
．

を
ふ
り
返
っ
て
み
た
ー
・

● 山99部屈叫Clま始菜式を
臨時休校も続出o 平野郎の喋
状紐で、交通網は回復へ。
" 寒波円来。余只町に初の
策本郎汲讀．木之本町で民家
四のmみで固域o 牽匹の不安

9゚2 糊匹•マキノa」』•9J史上
匹対策本m」を誼置、同9I
200況を突破．マキノ匹
ヒサシが折れ、民家八郎
姻o 町道など生活道1土マヒ

にo 汗1切、保育匹、役りうなど公共
・ろしを本格的に開始。

[9坪 l12•27 淘比山問郎は磁
●波の瓢来で、1印ー1叩％の輯•
豪霞の北しo 余只町で菰立地区も出
る．
92•90 震t降り続く•四追 8 号、
北臨自動車道など王繋道路の通行9
龍相次ぐ•生活の足はズクズタに•
北醗への帰臼吝も混乱。

泌？品品伝竺蒜瑞翌
芍る．長洪市街地も40ヽ のドカ匹
*"キ9Jし払脅軍庫が国輝。匹笞
幽める。
，．ア 余貝町中河内で342互に
這几唸8豪冨・に次ぐ大冨。交通網
め鵡乱繹き、四りやまぬ霊で生涸に

＂ ＂_.,...............••一•●●●● 9•一•”..,.....．,..．．．．．．．,.....,．．..... 9••••—•• 9 9 9_．．,..＿...... "”" 

交通マヒ、孤立相次ぐ
1•13 中河内で455立を記玲し
3̀8豪冨tnの405'.を上回る。"'と
湖北各市町は一斉に対策本郎：及饂。
各地で休校が相次ぐo 夜に入って暉
霊は激しさを埠すo 油li!li• 今油9lも
1彙凪刈北本郎」を開設。 711街で頂
霊100'-"'-国道161ヽ 303弓の叫腺
はマヒ状態に。マキノ町在邸に遥じ
る心（白谷一野口課）で富1釘が克
生ヽ不通となった•
1 •14 ついに中河内で500',を
次破。孤立地区はさらにふえ問北で
六地区。武村知事も潤北の豪匹j岬 9
を況窪•国欽北四椋米印一敦四閻が
企団遼休。路諒バスも米四ー貶浜i1lJ

以外は全1l1lストップヽ生活の足は印
企マヒ。
潤四北郎の道路交遥罰は名所で寸
断。 161房はついにマキノ町洵9ぶ以
北で適行止め（北四に向かうn1回）。
洵津付近では開通を符つnI力兌もま
で 2や余りの列をつくった。 m鉄湖
酉筏は始充から今t9以北が企頂／スト
ップ・通勁通学＇吝杓 400人の足に影
江回線を走る＂芯．、え 9行も企囮追i
応
マキノ町では家底ゴミの回取が全
血ストップo 今油町でも約450仕t;i9
で回収不1／しになった。

除雪中に初の死者

....．"  • .. 
！栄雪に埋まる余呉町の山間集落i
:...．-•一．．．．．．．．．．．．＂．．．．．．．．．．．．．4

？ 晴れ1関がのモく。踪咄江9ピッ
チ。山闘部では山はだの"11こキ翠が
生じ冨閲の危阪嵩まる。是浜市の内
漑田校体百皿も仝壊。中河内の額匹
565％で昭和II年とクイ記"・
1 •99 山問郎は断栽的に四o 砿
立地区の節消へ除匹も怠ピッチ。余
只町の征立地区では序...
9 •20 平野部も，，に戻る。皿水

匹政わ・~臼｀が余殿町なと視霰。木之
本町高時校の児章99人が遥学不油と
なり、同校で寄m生酒はじめる。七
j也区で孤立99m.
マキノ町豪匹対策本部は ・99常亭
愁,.を宣言。町役切暉貝80人を勁
員、生命網を製り1こマキノ東校のカ
マボコ四体育叩の冨おろしを決行。
詔四125-150況。

..．．．．＂"‘‘....．．．．．．．．．．．．．．．"．．． a.．..．.．．．．．．．．．．.”“"”-、..．．．．．．.........."..．．．．．．...."

政府の「調査団」が湖北を視察

9 •19 余媒町の祁ゞr地区からけ
が人と点患を口匹欧ヘリで叙出o 践
井"""'研束校のカマポコ型体育叩
が霊の口庄で切四。珠四中に初の灰
占も＇四切は広がる一方•成人式を
中止の町も•
1 •16 瑚北の孤立地区は14地区
(I叫，，，、 44＆人）にo ぴわこ国体の
采這会場で木之本町のい石郡民体百

II 
II 
II 

1 •2t 政府
印拙三凶●団土庁長官）初の詞北入
り、荻宮地を視京o 団l四占対策本n:
が除内へ自衛即の出勁双研。中河内
/生活物汽をビストン空仰。
ぴわこ国体全塙（鉄、剣ill)の今諜
町勁労平3体百センクー (1郎2陪廷
てがJB00平方江）が大沼愕をたてroJ
域。底限の積田は約100'>。伊J壌旺
）lりまで底島高昭上9鮎技応貝幻数人が
同センクーで以内練沼していたが危．
う＜難をまぬがれた。
1 •22 平野部の匹は中休み。自
縣隊の大9k訟部隊が木之本ヽ余呉'"
9J：こ入る。マキノ町在開で積匹350
^；;となり、同地方の足高（これ主で
の殴高は51年 1月17日の270ゞ9)-
町霜ペーを記録。民家は凪9艮まで紺
1こ9もれ、お宮の烏店のチッペンで
住民がつまずく状態に。平野部でも

郎が、出のilみで、'Sos,‘°'胡北
Ifl912町が国、戻9へ災ぽ紋切法9UA
をヽ叫的＇；。
1 • 17 9汎町鵞l1地区へ的迎）

故又名9江B9く。木之本町では•、J ℃
ll.ll本也人を放出•細北町速水校の休
百ffll仝禎。高月町ではエ99年 992ム
ネの瓜限が落下、 7人が9'，いけが。
1 • 98 山間郎も久しぶりに ，，＇ 

160<,. 38棗だ（同年 2月1日、
103'>)をはるかにしのぐ記録破り
の大宝となる。
9 •23 中河内の祖零は655況に

速し、観測中 I•叫高の豪冨を記録。
9 •24 山ll9郎も即中河内で床
曰1ご奴れて主婦詞れる。臼衛翠スキ
一隊と医師が現1也入りヽ深友の救出
に成功o
1 •29 自叩隊の比匹作寒が進
み、山l1IIOOの生活追路を確保．住民
の生活リズム戻る。
9 •29 限牧去が豪賓地城の除四
ヘぬ職員応復OO隊を派遣。各地から
改技物沢も相次ぐ•
9 •27 召i；ス大苔派長浜別院•大
遥寺の底梃の一部が、匹のJilみで落
下o 臼暉隊の脈雲ぼ一郎が引き揚げ
る。余只●J中河内ヽ鷲見、田戸‘'Jヽ
屎、徴＇並地区は依然、砿立したまま。
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刃お陰で助かりましたニ
霊mの危馘を冒して餘冨9こ活諏した口の咋.,こ次心°'こ叫
を下げて感副する西999ー費町長一9峠山●血での＂ ，忍
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平 箪四 宗庁 円騒詈！
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立
し
い
枯
せ
、
成
合

9
婆

ー道
且
、
「
成
人
と
な
っ
て
1

現経

、
公
と
払
の
器
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
グ

ル
ー
プ
．
弓
ス
カ
ッ
ジ
g
ンに＂而加．

翡

素

り

、

怒

箆

怠

す

品

の

他
9
．
を
想
じ
た
，

翡

裔

且

翡

；

蕊

咆

孤

し

か

し

、

姐

や

．

は

翌

た

も

立
を
続
け
て
い
た
れ
吋
町
茸
見
地
区
の
の
、
空
ふ
さ
の
古
い
火
荘
”
い
が
匹

(EIIC缶
、
七
人
）
に
二
士
―
1

日
、
内
る
闊
即
区
は
、
見
笞
翌
に
紐
迂
れ

efの
険
、
川
が
た
ど
り
つ
い
て
、
八
十
た
屯
毛
、

h
は
ほ
点
渋
況

E
，
江

音
ぷ
り
に
征
江
か
ら
船
収
さ
れ
、
仕
日
恥
岱
切
り
の
速
公
に
出
文
的
佃
印
が

民
た
ち
に
や
っ
と

mる
さ
か
囚
っ
た
，
ぁ
る
と
、

H
ぶ
民
佑
雑
t
学
欠
の
問
谷

閂
悶
が
"
‘
で
弧
立
し
た
の
は
、
川

w
占
氏
"
,
・
)
＂
ば
屈
．
＇
＂
怜
土
大
出
収

年

二

Hi-＋
七
見
木
ャ
缶
le
小

"t岱＂
ら
か
糾
沖
濶
北
し
、
民

m迂
｀

巧
m
は
、
•
Jれ
も
に
河
ぼ
か
、I
U

臼
m
と
し
]
J
w
'がd
阻
さ
れ
て
い
る

腐
あ
る
中
危
か
ら
け
毘
へ
翌
＾
ポ

'u心
や
比
さ
を
｝
）
の
カ
ヤ
ぷ

平
五
・
几
払
紅
詔
戒
い
よ
こ
さ
い
ぃ
序
，
の
が
"
f
J
"

＇
介
に
切
以
。

器
の
い
町
＂
廿
似
北
て
日
を
ふ
が
あ
と
料
も
＂
伽
も
、
必
巾
に
叩

た
が
、
氾
が
5-1
一
い
と
拭
い
う
え
、
ぃ
↓
ふ
じ
い
白

mのゾ
9
,
5食
｝
ら
し
て
い

ぃ
＂
＇
の
悶

",Iiiの＇い

mに
は
11tれ
る
"

．．
 パ

-8
"
-
て
困
知
3

礼
H
十
入
日
に
＂
廿
か
り

"
,
r本
F
5
9
"
Jは
、
出
た
，
叫

音
万
器
じ
め
、
吝
い
ま
て
の
L
・

和
5
か
お
る
た
め
、
的
地
尺
の
爪
は

一
忙
＂
に
平
・
ハ
日
か
か
り
、
つ
い
に
二
勺
分
＂
＂
ぷ
＂
＂
住
に
し
て
い

T
“
U
この

r
,へ庁
rし，

Iifい
兌
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旦

胤
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吟

璽

晨

鷹

存

い

、

さ

る

一

月

ド

脊

っ

た

。

か
ら
況
腐
庁
告
肉
爵
で
、
町
索
好
上
｀
一
日
に
改
し
た
同
本
部
の
ビ
リ
オ
式
に
は
西
山
町
品
、
中
岡
町
＇
叫
ね
ら

関

麗

辛

人

が

出

席

、

直

が
大
営
に
対
す
る
町
諏
図
の
活
細
と
町

• 
民
の
忍
印
力
を
た
た
え
、
自
衛
眩
な
レ

9

町
外
の
温
か
い
叔
援
に
感
謝
を
述
ペ

た
。
問
日
発
表
さ
れ
た
名
の
出
紐
は

次
の
と
お
閉

▽
最
大
絨
勺
底
！
中
洞
内
地
ぼ
て
一

g-＋
-
＝
百
に
六
五
五
咤
同
町
の
こ

れ
ま
で
の
記
述
た
っ
た
昭
和
古
年
H
i

月
二
曰
の
回
地
区
で
の
五
六
五
伐
を
大

き
く
超
え
、
国
内
の
ベ
ス
ト
IOに
入
る

記
録
と
な
っ
迄
羞
立
！
六
集
落
合
西

六
十
八
戸
、
五
百
辛
九
人
）
▽
人
的

薔
＇
璽
人
、
醤
二
人
、
腐

更
立
筐
醤
11
全

屈

、

半

梃

品

、

一

醤

璽

磨

十

八

埒

非

吾

g

吾
；
＂
れ
＂
ぎ

~
5
:
2

バ

余
爵
濫
匿
棗
猥
涵
散
式
で

本
部
貴
の
醤
を
た
た
え
町
の
救

應
篇
を
述
ぺ
翁
山
本
部
長

（肛
H
)
責
町
訊
場
で

痔
蕊
索
i
半
凜
＿
児
十
瓦
挫
＞
公
共

建書
i
一
部
掴
堕
一
十
四
椀
▽
被

衷
醤
I
八
憶
堕
白
四
十
二
万
巴
＞
除

E

心
貨
ー
云
億
二
臼
八
十
六
方
二
千
円

闘
町
民
の
忍
耐
力
た
た
え
る

温
か
し
救
援
に
感
謝

‘
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＂ぷ岱
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＂
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合
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＂
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あ
が
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日
―
P
i
E
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mし
て
い
る
。
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し
巾
に
児
恨
か
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mす
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と
い
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合
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含
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い
る
邪
＂
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地
に
も
ぃ
悶
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レ
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辻

E
E
係
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ト
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念
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六
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二
十
五
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人
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累
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空
爵
堕
ギ
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茫

力
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ス．
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乱
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•
P
i
八
デ
．6
．
ん
ド
皿
ゑ
，
に
山
．
ぷ
人
戸
。
こ
の
は
か
公
t
`
3
硲
、

芸
翡
は
同
い
も
の
を
見
る
の
心
＇
位
、
抽

H
な
ど
の
＾
＇
墳
九
十

だ
」
と
器
な
叫
び
を
あ
げ
て
い
る
•
-
‘
T
凜
ハ
十
八
、
一
部
旧
賓
ハ
原
ハ

t"に
も
の
ば
っ
て
い
る
。

‘,l＿量
q

紐
益
韮
盛
翡
悶
"
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め
軍
見
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m
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小
研
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"
”
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·
:
‘
•
ぷ
i
·
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g
g
g
"
圭
．
，
＇
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1
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‘
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裟
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薩
戎
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苓
・
”
i
器
＂
i
悠
祝
眉
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腐
農
皐
一
日
弯
登
。
二
十
分
し
伝
宍
急
、
村
に
は
フ
ジ
オ
が
菜
、
杉
＂
、
金
訊

ga-＿
習
だ
、
魯
訊
の
暉
田
壱
哀
＾
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喜

急

宮

靡

賂
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ケ

号

し

か

な

く

、

天

懇

忍
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悶

隻
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一
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屡

百

、

生

｀

濶

醤

蔓

喜

翌
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小

繕
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；
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一
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”
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ら
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盆
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羞
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應

＂

奮

器
昴
一
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斎
、
八
．
＂
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追
ラ
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ス
乞
フ
ジ
オ
癸
吃
る
品
宕
竺
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の
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は
、
匹
足
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で
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め
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い
る
が
、
痙
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せ
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の
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二
戸

名
翡
か
け
、
秘
塔
蒻
患
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号
か
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図
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．
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鷲
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梵
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瓦
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＋
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、

ゲ
癌

上

月
各
そ
い
る
日
に
な
9
店
品
位
ぶ
a

名
芹
苔
芥

比

慧

窟

善

悶

蕊

賃

裔

仔

”

ぃ
や
じ
っ
な
い
合
い
な
ぶ
l
と
が
必
息
っ
岱
凸
町
．

つか`

z匝
賢
姐
芝
命
品
哭
戸
母
行

に
な
9
な
ん
じ
ど
に
，
＂
プ
ル
ド
ー
ザ
t
社，号’,．岱

ー

111
位
ゑ
品
債
｀
桂

咽
だ
い
口
工
芝
磨
社
炭
に
い
蒻
一

か
ぶ
弔
む
扁
か
？
ぃ
§
r
千
，
葵
a
U
の
や
届
i
P

互
っ
区
も
？
育
伝
姑
江
整
な
も
に
．
“
も
雄
ん
コ
と
｝

靡
酌
を
齊
訊
し
た
に
心
窟
な
こ
が
昂
な
が
ら
な
い
と
い
え
に

ず
、
な
し
翠
瓦
史
を
，
＂
ル
阻
r
-
I
n
麿
い
j

も
っ
く

OO'

占
ろ
与
舌
叫
g
g
り

屈
和
し
な
埓

R止
f
4
F贔
じ
含
笥
h
3

品
し
に
く
な
含
忠
が
一
塵
”
ぽ
ば
、
と
つ
に
か
竺
＂
位
れ

舌
舌
考
＂
ゥ
召
葬
名
て
吹
且
ぞ
れ
戻
そ
れ
ぷ
亙

し
エ
1

る
”“t

H
＾
瑾
が
な
な
り
含
｀
区
い
翌
思
い
素
←
“
は
森
さ
い
r
f
0
い
か
努
翌
と
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い
え
ら
•
i
占
い
を
5
：
く
は
"
"
"
立
苓
心

存

"fa-
「
醤
＂
巧
9
や
だ
胃
g
g
面
は
あ
烈
、
し
助
？
a
n
食
月
翌
忍

Fs
し
戻
翡
ゼ
‘
，
ぶ
0
代
，
森
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.
、
ポ
且
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せ
冷
記
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＂
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品
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．
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塔
ぃ
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屯
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計
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＂
な
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r
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叶
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に
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。
「
も
名
を
も
r
の
乱
丘
、
れ
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号
だ
”
尺
虹
与
ら
い
．
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＂
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＂
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陪
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収
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辟
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．
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g
五
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召
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1
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"
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泣
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i
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9
宍
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屯
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＂
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i
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全
L
i
ぷ
g
闊
心
”
山
町
い
。
白
ぶ
t
t
t
k図
r面し、

ば
m
．翌"J59どれな」
"j
畠氾れの
"
m
d叫
こ
ぷ
北
r
"
細
は
名
笑
咎
心
欠
、
R
"設

g
守

i
"
さ
ダ
え

E.3？
澁
い
r
当
仰
咆
r
"
仕
は
リ
哀
っ
な
伝
此
万
含
”
ぃ
，
田
足
念
ふ
"

塁
＂
ぷ
祝
r
"
沢
r
X
r
ら
は
5
て
、
を
后
う
。
芦
｀

勇気回復し連帯意識
自衛隊や奉仕の人々も

間冑閂間間］塁
文9伍虚ぽ＇
f.i d，グ只丹笈葵仇 ，了 9,｝） 

五 岱
i~ 翌日セ虚、
，的•

互見品？名爵 が i 

訓間叫髪；且髯悶 三§
鱈叫歪点ドぼ忍怠 i 
でい

屯<rこ

喜〗::］:I]'
巨額の出費人手も不足 叶息麦

尿のギ：
汲田項：咋ほk忠蒋下ダ知 9溶げ予こ匹 さ

令 99 9 9』一"’/,,＇^ えい旦ギ這浴，’’
塁寇はマ，、言

9屹に 、9 qァ ＜ ｀ ／ぉ零 が-べつ；
碩 9牧｝

”ィくへ凸琴9

？恩g,9mド 知と

ど ' ? 亨い＾ r 差岱ドぉむ
ぷれ， '.  "勺 茶

艮々丘て且， ／ ＜ く↓竺f斉
ザ 、↓ぐ ／亨 胃悶角嘉丹 t

百迂←

只か9'へ？＇そ 讚廿塁と”れつ
ベ d3

いの多
.，そ人< 星`］!!五人

8多剛的のー政口嘉＇行訳打 9詑柔笞¢ 念ーHt量［
9る` g屈日邑u叫i蕊i彗mi[t.g月｝賃屑~i ほも＇心翌岱甘箆註屈咋息度は醤哭漬甘賃 夏鱈

ホ本町畜;99では大項よで団ち込ん
,,.へで←ぶr~’こ出な 9てくれた
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葛
泣
み
に
京
が
ギ
芯
多
筵
缶

し
た
。
牛
声
森
出
の
匹
お
ろ
し
が
凜
百

続
け
ら
れ
た
。
鉗
慕
軒
先
に
遣
し
砿

を
か
き
炎
け
る
家
が
町
で
も
続
出
し

た
9

「
人
を
顆
め
ば
一
時
間
、
一
万
円

を
超
す
出
費
」
だ
け
に
勁
め
を
休
ん
で

の
重
温
。
絞
労
が
体
全
体
に
広
が
っ

て
い
っ
た
。
ン
あ
y
迂
い
降
霊
。
民
家

の
ハ
リ
も
し
だ
い
に
＂
耐
力
“
の
限
界

に
近
づ
い
て
い
た

成
人
の
日
の
十
五
日
、
木
之
本
町
木

之
本
、
金

g
で
民
家
二
戸
が
郎
い
音

を
立
て
て
崩

E
」
。
さ
ら
に
十
七
日
に

民
家
の
屋
根
迄
嘉
も
、
踏
み
し
め
下
は
、
筋
か
い
棒
が
列
を
つ
く
っ
て
い
「
｛
屈
り
」
が
「
忠
翌
柄
祖
」
に
笠
わ

醤
井
町
郷
野
十
八
日
は
同
町
高

魯
R
と

呼

祗

さ

に

あ

。

巌

の

る

。

っ

た

の

は

年

の

部

の

二

十

六

、

二

十

七

山
、
南
池
で
も
名
一
芦
が
全
域
。
半

す
べ
て
が
冨
の
中
に
環
む
れ
て
し
否
「
こ
う
已
て
お
か
な
い
忘
京
が
雲
の

8
。
富
山
市
で
八
0
戸
を
記
的
、
北

嗅
一
部
損
壊
の
知
ら
せ
も
限
冨
害
対

て
い
た
。
喜
い
翼
を
切
り
開
い
て
圧
迫
で
つ
ぷ
れ
る
ん
で
す
」
と
い
う
寮
陸
、
湖
北
を
咋
渋
込
む
ド
カ
匹
で
余
呉

策
本
部
に
殺
到
し
た
。

麿
つ
い
た
貪
羹
。
貧
町
覧
。
建
物
の
屈
ぼ
、
恩
似
を
超
町
で
は
山
閻
部
一

O
O
'
s、
平
野
部
五

魔
の
手
は
沌
九
じ
ょ
う
在
は
ず
の
t

；

区

。

す

盆

の

固

＊

g
り
が
坤
r

)
寄
せ
、
寄
ほ
き

0
次
の
誼
8
ジ
活
り
、
早
く
む
噸
並
、

公
共
違
物
に
も
し
だ
い
に
伸
び
て
い
っ

渇
J

訪
れ
た
政
府
瓢
査
団
の
瞑
健
し
ん
で
い
た
。
田
足
鷲
見
、
中
河
内
四
集
落
が
孤
立

―
―
一
郎
団
長
国
土
庁
長
官
）
に
、
埋
R

母
子
寮
か
ら
二
百
認
離
れ
た
限
立
伊
地
区
と
な
っ
た
。
「
＂
三
八
翠
戸
の

た
。
中
で
も
エ
ジ
キ
に
な
っ
た
の
は
除

雪
の
追
れ
た
学
校
施
設
。
＋
五
日
・
浅
井

の
山
中
光
二
区
長
6
0が
、
し
ぽ
り
出
香
高
で
は
、
こ
の
日
、
体
育
誼
が
「
体
時
は
一
月
末
か
ら
辟
り
始
め
た
。
今
年

東
校
、
十
昔
•
瑚
北
町
の
速
水
校
、
十

宅
女
＜
笞
，
で
覧
芍
力
の
限
界
」
を
迎
え
た
。
霞
の

mみ
は
と
う
も
・
・
・
と
イ
ヤ
な
予
惑
が
し
ま

「
さ
、
見
て
く
だ
さ
い
。
染
山
で
、
か
ね
て
か
ら
ば
険
信
号
が
出
て
い
し
て
ね
」
（
官
山
限
霜
邁
対
策
本
部
）
。

八
日
・
畏
浜
市
の
南
器
器
お
各
体
育

盤
一
、
二
屈
の
積
雪
に
押
し
つ
ぷ
さ

は
、
い
つ
な
益
品
両
が
起
こ
る
か
た
が
、
手
の
打
0
よ
う
が
な
い
と
い
今
回
の
霰
~
記
は
三
つ
の
＂
節
回
"

れ
た
。

息

の

ヱ

よ

」

う

。

が

あ

る

。

ば

采

、

年

始

の

六

、

七

日

、

要

妄

繋

蛋

唇

が

醤

為

◇

◇

そ

れ

保

歴

終

知

ボ

負

醤

爵

楚

山

の

白

い

膚

に

キ

翠

が

走

っ

て

い

こ

の

冬

の

湖

北

の

雹

醤

か

っ

た

。

窓

に

出

た

十

四

、

＋

五

日

の

ド

カ

匹

そ

し

て

つ

い

に

、

死

嘉

出

た

。

▽

る

。

ぢ

も

と

に

民

家

が

惑

裔

せ

「

い

つ

も

な

ら

一

月

の

声

を

問

く

と

だ

。

霊

害

は

そ

の

つ

と

、

油

に

石

を

投

十

六

曰

、

婆

薪

の

エ

翌

扇

笞

合

っ

て

い

る

。

ド

カ

ッ

と

く

る

の

に

、

士

一

月

に

な

っ

げ

込

ん

喜

開

一

布

に

広

が

っ

中

の

従

費

？

己

が

転

浮

早

七

日

、

「

安

心

し

て

宴

て

お

ら

れ

ん

で

す

て

も

笞

は

山

か

ら

下

り

て

こ

な

か

っ

て

い

っ

た

。

今

葎

町

で

農

家

の

器

6
尿
倒
要
し

ょ

」

た

。

こ

の

分

や

っ

た

ら

、

今

年

は

楽

か

た

ピ

ニ

ー

ル

ハ

ウ

ス

で

庄

死

ー

な

ど

四

墨

官

醤

爵

靡

盈

畜

畠

っ

て

た

ん

で

嘉

梵

J

(

西

人

。

覇

麿

蓋

月

町

の

ェ

誓

は

、

ら

唇

屡

麗

晨

翌

畠

貝

の

大

山

悌

因

ヽ

根

が

落

下

し

八

人

が

屡

す

差

闘
三

[
[
y

□[
[
B
`

〗
ぃ
〗
〗
口

i
R
m

叩
・
ニ
ロ
翡
巴
／
〗
瓢
〗

一1>―“.、≫ 貪梵
ダ
に
キ
裂
‘
き
し
む
家

＇ 

死傷者、

匠）））］

40人を超え

.. 1” ▼99 

雹
の
重
み
で
倒
埠
し
た
長
浜
市
の
南
郷
工
校
体
育
館

る
除雪

遅れ 3校の体育館エジキ
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倒
填
し
た
令
油
町
の
体
冑
セ
ン
タ
ー
の
内
郎

＾
●
g
喜
芋
ぷ
含
ほ
嘩
が
そ
ぃ
S

歪
臭
n
"
2ぅ
位
良
甲

§9-.，
i:'f上

ぢ知，＂ゎ；＇＂お云宵悶ば広ぢ窃ご恙屈に

1

召
翠
翠
，
＇
£
・
ピ
ょ
四
j
§
4
忍
そ
ゎ

g
4
g
戻
妥
ふ
，
て
”
い
唸
名
尻

翠
ぷ
り
ご
せ
§
妥
も
i
そ
●
食
”
耀
m.

で
J,$

し
、
品
忍
店
、
内
磨
ゃ
i
が
な
S
4
ヨ
塁

因
J
.
5
り
を
＂
喜
い
出
サ
だ
公
炉
巴
貝
g
.

i
注
面
だ
●
―
§
§
t
そ

厄
9

"

E

忍

翠

"

§

苔

心

且

裏

9

I

t

"

}

る

紐

舌

且

店

「

芍

が

日

各

巴

急

r

屠

だ

9

祐

炉

ヽ

屈

g

g

K

&

'

i

i

ば

盃

苔

召

な

5

2

f

f

ぼ

s
l
1
P
店
、
点
｀

翌

ふ

芝

沿

灼

笠

悶

a

g

g

a

t

塁

苫

料

＇

在

、

后

p

g

i

.

,

n
5
，
社
が
竺
k
g
元
に
さ
な
g
暑
序
忍
E
.
3
1

ー
ー

’
•
F
-
P
.
3

磁

房

苓

息

・

名

房

き

翠

、

屈

只

？

岱

昔

店

，

i
;
3
＇
，
秀
円
彦
t
g
ヽ
月

毎

ん

埒

恩

名

忍

せ

芍

危

晨

足

亙

哀

え

r

i

i

§

'

届

で
1
望
ビ
羞
葛
g
.
る
い
t
L
_
＇
’
亨
＂
合
な
醤
震

悶
g

，

忍

口

§

i

i

a

-

”
奇
盾
ど
王
ぎ
弯
腐
嬰
位
誓
み
『
も

寧

9
乱
5
9
;
”
呵
か
も
な
屯
苔
h
t
}
i
g
え
ば

忠
i

i

a

な

ヴ

1

g

麿

翌

合

を

祠

賛

匂

翌

§

g

全
尻
g
‘
こ

召
J

と、仕訂内唇”ス

r
．

内

穿

ね

3

責

恐

は

に

名

蕊

お

＃

J

ふ
‘F、,‘ヽ
ーヨ笠良

荼
な
吾
姦
、
そ
も
い
＂
が
、
5
マ
苔
覧
屑
ナ
・
ー
ジ
〗
＂
項
｛
裔
芯
g
i
‘

臼
f
t
ぽ
っ
r
-
3

§
滋
陸

e
r
5
§

き

ii-

苔

I"＂t.1片
ぷ

げ

賽

泣

i

F

ー・神土

ロ
I'1=―――――――-＝二
1

認弓”キハ
m
笠な↑

t

甘
藉
月
困
難
な
カ
マ
ボ
コ
屋
根
の
除
雪
悶
、
[
[
足
ー
~
年

gを
考

芍

｀

翌
月
9
法

り

し

ぽ

お

}

危

t
'
i
・
だ

な
店
，
巧
i
咤
房
・
渾
息
翠
り
1
も
姜
腐
翌
呉
菜
磨
J

心
を
ら
舟
摩
且
ぱ
菟
ぢ
俎
翌
ば
丸
ざ
迄
と
誓
た
．
荻
苓
釘
塁
V
I
8
：
の
が
屑
溢
色
且
い
が
そ

委
馬
・
"
9
も
な
笞
r
f
召
，
穏
足
岱
g
り
を
ご
や
を
屈
内
紐
笛
，
乱
災

召
為
て
且
に
ャ
し
公
＞
i
“
9
~
"
支
＂
塁
”
山
ィ
を
ま
民
「
子
、
＂
は
ぺ
砂
5
品
が
見
舒
弓
的
~
"
ん
§
•
F
:
y
4
"
月
、

?
2
ゃ
¥
u
匂
包
の
整
y
r
月
と
沿
瓦
f

互

i
'
9
_
-
―
―
―
―
-
l
-
し

l
E
.
f
'
翌
占
房
占
が
1
材
也
忠
名
息
岱
＂
汚
’
g
g
,
｀
し
き
ゑ
3

閤
岩
層
g
t
羹
毎
月
哀
さ
な
が
筍
そ
k
g
」
が
g
足
芝
を
1
‘
9

昆

3
5
1
’
ベ
ぺ
今
後
、
で
r
や
ぢ
魯
閲
心
ツ
i
i
g
t
'
•
K
一
望
弓
が
t
1
i
<
i

迄
伎
出

a
i
l
l仕
柑
―

r
各
ぢ
，
位
ぺ
麗
患
：
れ
母
ほ
羞
雙
蘭
9
喪
り
，
＂
9
9

g
o
o
i
念
胃
に
i
-
g
匂
裟
隠
哭
忍
翠
箆
貨
料
ほ
g
誼
甚
嘉
；
臼
公
、
危
芦
ば
虚
ど
t
'
以
＾
合
、
・
・
5
.
g
翌
g
g
g
9
な
ぎ
甘
9
3
i
i
-

ご
t
う
苫
じ
笈
｀
1

＂:i‘
9
E氣

g
じ
包
”
"
惰
＄
↓
屋
ぷ
し
身
ふ
は
ば
女
―
i
註

箭

g
g
翌
芭
問
ぎ
れ
、
＂
行
ぽ
苔
＾
n
”
z
i
T
i
"
“
i
,
柑
合
曇
厚
思
只
を

0

関
む
百
且
吝
＇
は
呂
も
か
そ
互
｛
t
｛
迄
畝
、
已
”
f
臼
を
<
g
"
，
広
↓
塁
，
ヵ
閤
べ
ぞ
百
＄
，
翌
＂
J

己
ぷ
序
し
を
序
芝
全
て
5
ふ
i
o
y
,
占
三
ゑ
置
埠
p
,
.
f
l
『
占
．
9

哀
§
^
＆
忍
祖
信
g
唸
汝
苔
汎
閉
隠
隠
ざ
門
ほ
t
.
＾
筑
蓋
含
＇
；
と
名
閃
f
き
応
屈
へ
g
と
は
韮
苔
：
国
一
[
J
j
”
'
↑
合
翌
己
ク
も
翌
i
g
§
-

盟
<
”
r
t
i
5缶
Q

ぢ
笞
g
ゃ
閉
研
氾
t
a
中
包
祁
ゼ
笈
月
ぶ
愧
ぷ
灯
ざ
‘
屈
・8
、
名
琵
s
'
9
F
3
ら
含
§
f
｀
し
じ
：
？
切
ら
を
が
、
t
,
g
よ
｝
を
占
＂
，

7
:汀
算
広
乎
呑

匹

9
妥
や
名
A
4
E
9
ぢ
3
5
：
因
を
召
舌
苫
庄
上
B
9
‘
ビ
土
ご
そ
い
な
“
,
1
｀
翌
？
ぶ
も
バ
-
T
E
む
9
ぷ
＂
薗
｛
i
竺
蒻
．
J
I
f
E
5
W
・
＇
』
＂
ら
，
芍
な

m烹
“gぷ召芯k"t59

ーベ2>—

今津町の体育センター倒懐

圏町関係者から不信の声
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連
絡
方
法
は

電

話

だ

け

届
存
食
で
食
い
つ
な
い
で
り
る
。
新

鮮

砿

盃

會

ふ

ぃ

茎

と

あ

き
蕊
て
い
る
’
―

ぶ
ま
、
心
配
て
い
否
J

占
玲

「
私
は
野
体
が
弱
い
。
菰
立
す
る
前

は
、
屈
の
た
め
ふ
も
条
3
診
凛
所

へ
晨
て
い
た
。
モ
こ
で
4
ぢ
っ
て

娑
郊
は
、
も
う
切
れ
て
一
カ
月
ぐ
ら

裟
ん
で
い
な
い
。
幸
い
、
家
お
ほ
、
‘

い
ま
の
を
る
元
気
だ
。
と
ヒ
宕
だ

認

、

疫
9
の
身
が
わ
か
ら
ん
」

濶
北
の
査
雷
池
帯
に
出
動
し
て
い
る
る
の
は
組
だ
け
。
近
条
3

家
が
、
二
、

l
匹
に
慣
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
私

島
の
除
需
祓
は
、
二
士
＝
日
も
一
―
―
軒
（
笹
磁
み
で
）
つ
ぶ
れ
た
ト
0
っ

た

ち

で

は

想

堡

J

き
な
い
冬
の
生
痘
↑

菰

立

地

区

へ

向

け

、

ヵ

芸

い

ラ

ッ

セ

ル

だ

が

、

よ

く

わ

か

ら

ん

」

が

、

ふ

る

さ

こ

を

臨

れ

る

こ

と

は

考

え

が

続

七

格

に

迫

盆

揆

毎

に

沌

ま

＾

取

慕

対

策

本

部

に

よ

る

こ

、

小

て

い

な

い

の

か

。

っ

た

棗

裟

爵

中

河

内

に

は

、

十

瞬

地

区

の

桜

富

は

二

十

三

日

現

在

、

五

「

不

匝

は

あ

る

が

、

や

は

り

住

み

慣

九

人

の

賑

員

が

踏

み

つ

け

な

た

け

の

も

四

〇

沙

と

推

定

＞

れ

た

所

溶

い

唸

即

か

だ

し

、

環

塊

も

の

だ

が

、

や

っ

と

細

い

一

本

の

祉

ー

毎

日

、

ど

ん

な

生

痙

名

て

い

る

い

い

。

柔

芸

気

持

ち

山

を

守

っ

て

い

道

員

も

つ

い

た

。

し

か

し

、

依

然

、

孤

の

か

。

か

ね

ぼ

な

ゃ

も

'

’

.

。

い

ま

の

と

こ

っ

立

の

住

民

た

ち

は

璧

闘

い

な

が

ら

孤

寄

肯

窒

日

か

ら

毎

日

、

夏

け

は

、

1J>J
窟
る
つ
も
り
は
な
い
」

狛

に

耐

え

、

裸

い

篇

誌

塁

待

っ

に

追

わ

れ

て

い

る

。

贋

の

高

さ

を

超

＾

裟

地

区

ふ

流

れ

る

高

時

川

上

流

て

い

る

。

す

蛾

の

紺

が

家

の

四

方

か

ら

迫

り

、

放

（

丹

生

門

）

に

は

、

建

設

省

が

多

目

的

◇

っ

て

お

く

と

家

が

押

し

つ

ぷ

さ

れ

て

し

ぶ

ム

の

建

設

を

計

岡

中

で

、

完

成

す

れ

貧

町

小

原

畑

区

。

町

役

ゆ

か

ら

北

ば

、

小

原

の

ほ

か

田

戸

、

鷲

見

の

＝

＝

＿

地

箕
只
□

い
闘
＿
り
の
恐
怖
区
〗
〗
口

□ぃ
落

は
、
哀
在
、
小
膵
地
区
（
一
戸
二
人
）

の
ほ
か
、
余
英
町
の
登
芸
六
士
―
―
戸

＂
戸
＂
汀
員
孤
独
と
雪
＂

九
戸
の
う
ち
大
半
は
昨
年
末
に
脱
出
、

茂
っ
た
羹
郷
一
世
布
芦
が
、
じ
っ
喜
。
こ
裟
羞
に
、
家
内
と
二
人
ど
け
は
大
必
苓
含
、
く
た
く
た
な
「
昨
年
の
十
二
月
二
十
九
日
に
、
他
は
。
翌
喜
誓
翌
音
ら
な
，
へ
な
二
璽
盗
人
）
田
戸
（
四
戸
哭
）

と
冨
に
耐
え
る
日
条
送
っ
て
い
る
。
き
り
で
、
一
日
七
時
閻
か
か
る
。
朝
起
の
に
'
,
'
」
の
地
皿
と
遥
じ
る
血

G
醤
）
が
澗
行
「
醤
だ
け
氾
た
よ
り
。
郊
即
ほ
十

広
幅
富
―
_
＿
さ
ん
（
六
や
<
ゆ
き
子
凡
き
た
ら
ス
コ
ツ
プ
を
担
り
、
曰
が
葬
れ
ー
近

S
と
＃
5
や
琺
紘
は
ぃ
な
い
の
不
可

ngに
竺
た
o

そ
れ
ま
で
笑
地
曰
ほ
ど
前
か
ら
央
な
V
な

足
o

も

ち

二

晩

E
合
沼
ぐ
ら
ぃ
降
色
芭
日
九
十
さ
*
之
本
町
大
見
全
+

(
六
-
)
。
咄
一
の
つ
な
が
り
で
あ
る
窃
品
る
ま
で
．．
 
，
そ
れ
を
毎
日
繰
り
E
℃

て

い

か

。

区

の

人

た

ち

ほ

山

を

即

り

た

。

い

か

5

は
＂
応
新
閃
も
一
テ
レ
ビ
は
、
と
っ
く
に

A
H立
念
。
こ
ん
が
紡
と
に
は
、
匹
崩
九
戸
百
十
七
人
）
の
計
六
地
区
曾
七

9て
唇
っ
て
き
た
の
は
、
拡
る
だ
け
。
他
の
こ
と
は
何
も
で
芸
元
」
「
た
よ
れ
る
者
は
付
迂
に
い
な
い
。
ー
私
た
ち
だ
け
だ
」
ア
ン
＿
手
が
つ
ぷ
れ
て
し
ま
い
ダ
メ
。
が
こ
わ
い
。
度
て
い
る
と
き
に
、
哀
山
十
戸
五
日
互
人
）
°
昨
年
末
か
ら
一

独
と
あ
齊
Z
あ
の
ま
芍
仁
っ
た
。
「
こ
こ
で
す
っ
と
芥
ら
し
て
い
る
親
菩
活
2

、

m戸
や
隙
見
（
い
ず
れ
も
＾
町
需
宙
対
策
本
部
の
記
で
は
、
小
世
の
中
の
こ
と
を
知
る
の
は
ラ
ジ
オ
ぐ
で
匹
崩
が
起
こ
る
と
思
．

g‘
ぉ
ち
お
力
月
近
く
に
わ
た
っ
て
、
恵
が
ま
っ
た

上
奈
洒
面
は
と
ん
な
椋
子
か
。
が
、
こ
ん
な
9
は
初
め
て
。
＝
二
十
八
年
余
媒
町
）
に
あ
る
が
、
そ
こ
も
吋
の
中
限
地
区
の
孤
立
が
肥
旧
す
る
の
は
、
放
ら
い
」
ち
竪
て
も
い
ら
れ
ん
l

く
は
い
れ
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

己
墜
ほ
、
お
そ
ら
J‘

む
っ
の
雇
占
ッ
は
る
か
に
ひ
哀
。
穣
も
に
孤
立
ゼ
熔
。
た
と
え
、
こ
っ
ち
っ
て
お
け
ば
六
月
こ
ろ
。
喋
道
の
除
出
ー
こ
れ
ま
で
の
祖
立

t
活
で
、
困
っ
ー
食
澗
は
確
保
で
き
る
の
か
。
こ

g
ほ
か
、
伊
吹
町
甲
津
原
、
木
之
本

て
責
な
い
よ
う
T
状
態
だ
。
隈
す
っ
て
い
る
匹
の
下
の
下
は
、
石
み
た
い
へ
だ
れ
か
が
来
る
と
し
て
も
、
的

m
に
1

年
9
る
と
し
て
も
四
月
i
J
ろ
に
な
ろ
と
を
と
は
。
「
毎
年
、
冬
眠
生
活
を
す
る
の
で
、
町
杉
野
な
ど
八
地
区
（
四
百
六
土
ハ
戸

る
に
、
家
茫
9

っ
ぼ
り
宮
の
中
に
埋
ま
に
カ
ン
カ
ン
ざ
し
、
こ
れ
か
ら
水
忽
を
は
は
い
っ
て
来
れ
ん
だ
ろ
う
」
い
う
＞
「
母
竺
息
悶
ど
陪
直
し
た
；
t
-

こ
と
¥
涌
惹
は
あ
一
令
呆
臣
、
二
歪
酋
‘
弘
六
も
は
、
二
十
一
日
ま

り
、
慕
合
に
な
っ
て
い
る
。
兒
え
含
む
と
、
沿
も
直
た
く
な
る
か
ら
、
富
—
菰

r
rぱ
い
つ
か
ら
。

1

外
と
の
迎
路
は
。
磁
血
•
テ
レ
ピ
の
巾
に
閲
炉
玲
い
ら
れ
て
い
る
の
に
、
ジ
ン
の
こ
う
じ
づ
け
、
サ
バ
空
も
な
で
に
、
菰
立
状
態
を
際
消
し
た
。

吹四の中、救遺物資を運ぷ人々（余呉町中河内で）
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屯
含
な
ど
禽
賄
盆
農
さ

哭幸唸ぶ浣え℃くれも存

ぶ
し
、
今
で
は
山
笙
裔
匂
に
行

名

J
囚
江
喜
ぼ
い
し
翌

手
戸
尺
峠
鱈
繹

後
且
汀
い
襲
→
〗

t
 
ー

ヽ
史
姿
磨
房
喜
蒼
厖

t

手
＂
汀

□日鱈

い
い
い5
日

i
l
"の
二
企
も
こ
汀
員
パ
〗
後
冒
腐
羞
晨
翠r
ゎ̂
月
、
ホ
裟
喜
喜
翠

嘉
閲
蓋
の
房
じ
哀
裔
予
注
旦
罰
っ
た
ほ
y
品
麗
令
ち
ょ
こ
白
限
が
上
が
定
一

り
ぷ
骨

9‘
悶
罪
毬
品
へ
令
J
J
Q

嬰

翡

れ

宵

笞

靡

鸞

盈

履

麗

月

喜

募

翌

も

芍

計

ミ
喜
蒻
市
・
羹
＝
一
郎
貸
箸
裏
怠
届
喜
麿
倫
喜
屡
魯
し

9
]

芯
―
り
喜
翌
畠
宍
人
の

賛
忍
悶
点
を
叩
代
そ
い
た

裳
は
平
四
日
、
開
息
磨
喜
へ
へ
こ
た
梵
命
訳
亙
咲

裔
し
岬
悶
鸞
俗
柊
言
'
;
'
〗
↓
リ
哭
羞
心
悶
羹
，
工
七

さ[文
ir
誓
誘
乳
り
露

物
書
脊
農
図
萎
1

F'
塁
を
喜
責
夏
＾
喜
麿
屈
翡
長

翌
鳳
賣

g
:

＇
た
足
責
ぼ
ゞ
•
ま
が
賢
二
十
一
且
は
、
直

i

9
ー
＂
夏
ヽ
姜
賃
喜
で
は

喜
屠
閂
夏
贔
翡
・
鸞
恩
悶
岱

胃
羹
唸
緊
哭
ホ

五
夕
望
は
、
平
喜
唸
晨

骨

屡

誓

羹

り
、
い
望
喜
賃
青
‘

A
!
〗
口
〗
疇
l
-

｀
〗
〗
〗
〗

贔
馴
「
念
人
り
に
備
え
た
背
ー
L
い
い
昌

そ
翌
月

9
9

号
信
弓
戻
墨
v

で
し
た
慕
唸
食
扇
墨

已
は
塁
の
良
各
を
二
人
薔
私
滋
翌
象
図
喜
杓
麿
き
匂
も
含
迎
暑
喜
喜
ヽ
太
唸
旦
藝
心
長
苔
ズ
翌
uj

喜
喜
隠

嬰
貨
晨
醤
は
塁

喜
鵞
甕
喜
§

ら
し
で
ぶ
悶
喜
忽
包
含
墨
と
と
喜
皐
；
名
を
含
0だ
羞

信

＞

れ

も

。

爵

應

い

麗

奮

・

内
東
暑
四
ほ
灯
油
、
多

リ
ン
、
プ
ロ
パ
洛
忍
棗
腔
し
た
わ
砿
菜
裟
息
総
雙

嘉
き
は
、
今
の
方
が
闘
で
す
か
き
登
ほ
翌
洞
る
喜
が
あ
え

朕
喜
汐
翌
忍
慕
屡
磨
累
羞
が
原
届
枷
｀
を
な
忽
伶
暴
物
ぼ

~
0

＊
渫
努
が
強
い
斐
覧
名
羞
合
轡
房
厚
万
円
ー
穴
日
勾
プ
ル
ド
ー
ザ
し
名
べ
娑
閾
も
た
。
百
言
い
皐

ご
た
靡
毎
應
唇
て
、
忍
翌

筵
扇
塁
＞
農
行
羞
鸞
竺
翠

灯
茅
各
負
へ
ん
か
迄
妻
翼
壽
駕
盆
交
思
悶

誘
家
屯
屠
瓦
杏
忍
巻
に
翌
裟
笞
費
。
内
訳
は
湖
北
ー
、
ロ
ー
タ
リ
ー
巧
爵
否
ッ
プ
佑
翌
て
も
身
含
と
、
翌
日
窪
込

はふ
S
ぶてしいほとの力弧さ呈

星
昂
酋
1

手
曾
＋
万
翌
っ
．
比
べ
も
の
に
な
ぽ
せ
ん
⇔
生
れ
た
ら
‘
:
＇

紐
甜
器
昇
っ
て
い
る
＞

悶
一

f
l
t
-
＋
＾
房
ナ3
6琶
ぃ
し
細
5
.
rぷ
〗3
り
ふ
淡
罪
ひ
で

¥
Jけ
迄
叩
母
免
店
忍
が
四
虔
忍
袋
バ
々
←
芝
應
如

舟
尋
芝
ど
ん
な
に
還
喜
哀
姜
羞
弯
一
芸
い
ん
い
隷
↓
闘
鱈
麟
五
モ
齊
骨
喜
も
菜
盟

A

璽
ぎ
4g‘gg曰
な
か
っ
苓
忍
苓
き
醤
墓
り
切
足
喜
す
か
ら
，
＇

屡
マ
言
梱
全
げ
た
も
ん
で
小
琺
克
達
哀
二
互
因

急
嘉
麿
讐
夏
姿

各
翌
9
旦

貫

蔓

存

‘

名

息

穏

員

墨

星

息

月

畠

且

鼻

喜

愛

た

ク

辱

誓

乳

喜

誓

問

1-

、
＝
屠
籍
嘉
藍
苔
ゃ
品
又
贅
窟
穴
贔
崖

9ダ
ル
妥
葱
葵
羨
菟
欝
窪
應
品
呈
屑
蟹
蘭
に
究
雷
易
に
一
資
翌
器
麿
葛
喜

9
息

且
長
暑
暑
~
羞
‘
．
渇
忽
合
魯
替
岳
薗
¢
甚
、

9

な
畠
喜
に
ほ
足
嚢
苓
闘
ら
丘
裔
夏
見
息
は
あ
？
た
け
百
賃
芝
梵

一4>-

＂ひし釜山
’

G

左
占
の
積
霞
に
中
裂
が
入
り
、
住
民
は
雰
崩
の

器
に
菩
羹
8
醤
貪
畠
乞
傑
心
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2
 

ネ
4Y▲ そ

“
 

祠
悠
元
（
山
）
の
表
佃
を
見
れ
品
会
の
人
＂
に
滋
四
漿
は
瑚
国
で
あ
系
、
瑚
東
か
ら
湖
南
に
紋
く
鈴
皿
山
采

ば
、
お
天
器
が
わ
か
拉
ず
岱
」
と
る
と
固
時
に
版
の
腐
兒
だ
、
と
に
す
っ
ぽ
品
屑
て
い
る
が
、
醤

い

う

古

老

。

い

う

こ

と

を

郎

堺

し

て

も

ら

お

っ

と

い

を

じ

っ

く

り

兄

る

と

、

山

並

み

に

ニ

カ

池

ン

ぷ

涸

去

最

高

の

潰

雲

と

な

っ

た

3

柔

活

吠

山

（

て

辱

七

悶

）

が

名

け

翠

つ

。

所

、

昇

目

が

誓

。

一

つ

は

伊

警

＋

一

醤

箆

丘

き

名

に

上

国

二
十
五
日
、
翌
月
ぷ
り
に
白
い
雌
姿
翡
末
か
ら
断
続
的
醤
虹
吹
ヽ
霊
野
坂
の
間
、
国
迎
3
6
5培
（

北

国

街

り

、

中

河

内

で

五

六

五

/

‘

伊

吹

閉

買

甚

。

で

、

余

呉

町

中

河

内

で

は

、

さ

る

二

十

泣

）

か

ら

国

逍

8
苺

（

塩

泣

街

追

）

に

槻

で

も

ニ

ニ

ニ

ゲ

と

な

り

濶

北

―

―

一

繋

祠

翌

息

蓼

苫

‘

‘

虫

に

日

に

墓

器

（

五

六

五

ゲ

）

を

閉

か

け

て

の

｛

嘉

闊

、

晟

腐

ぁ

中

心

に

死

臭

人

、

民

家

禽

＝

二

十

八

降

り

る

」

て

記

録

を

更

新

、

磨

に

上

槙

み

し

て

た

り

。

も

っ

ひ

と

っ

燐

醤

の

況

き

芦

、

半

墨

l

十
八
戸
な

g塁
を
出

「
山
中
の
小
鳥
が
木
の
函
い
所
に
染
六
＂
＂
の
大
台
に
果
り
、
二
＋
＝
＝
日
に
は
所
•
関
ケ
京
で
、
伊
吹
と
鈴
廊
の
問
。
し
た
。
北
際
を
中
心
に
東
北
ー
九
州
に

を

つ

け

る

と

大

苺

が

来

る

」

六

五

五

汐

に

遠

し

、

全

国

の

積

冨

観

測

こ

の

地

形

と

風

の

ぶ

つ

か

り

合

い

が

、

大

匹

を

も

た

ら

し

た

「

三

八

衷

雷

」

で

窃

国

の

湖

北

碑

”

に

は

、

こ

ん

な

ぱ

で

限

代

七

位

に

の

し

ヒ

が

っ

た

。

訪

降

雲

地

を

決

め

る

。

は

、

瑚

国

は

北

部

山

間

で

―

―

100"'

平
野
部
で
も
六
0
1
1
0
0
1
.の
枢
氾

北
酉
か
ら
西
北
酉
の
西
寄
り
風
が
吹

く
と
、
湖
北
に
ド
カ
ッ
と
く
る
。
湖
北

“
蒻
＂
競
っ
て
お
り
、
災
び
わ
湖
れ
た
政
府
調
究
団
の
一
行
が
「
北
陸
以

の

漁

師

窟

箆

ち

は

、

今

も

、

こ

の

上

の

喜

を

と

沿

っ

た

の

も

、

も

っ

と

な

り

、

余

呉

、

杢

本

、

伊

吹

＝

＝

一

町

で
巴
気
、

m詰
線
が
切
。
―
―
-
＋
集
落

の
切
れ
目
を
抜
け
た
り
、
比
較
的
低
い

野
坂
山
地
を
飛
び
翌
＃
狙
雲
が
伊
吹

伊
吹
山
の
冥
行
き
を
な
が
め
て
生
活
し
と
も
だ
。

て

い

る

と

も

い

う

。

在

、

瑚

弗

、

こ

ん

な

大

賞

に

見

が

一

月

末

か

ら

約

一

カ

月

に

む

竹

り

孤

習

に

愕

れ

て

、

久

し

ぶ

り

に

全

齊

わ

れ

る

の

か

。

日

本

気

象

協

会

関

西

立

、

県

念

で

四

十

＝

―

―

億

円

の

被

麿

畠
胃
ぷ
叫
間
北
陸
し
の
ぐ
気
象
と
ク
〗
冒
"
"

六
豪
冨
」
。
こ
の
破
害
で
、
体
育
館
の

地

W

'
も
た
の
が
、
今
回
の
「
五

瞑
霰
出
対
策
本
部
長
の
武
村
正
爵
と
ー
。

事
は
こ
の
と
こ
ろ
”
に
わ
か
匹
博
士
＂
白
魔
は
、
ジ
ベ
リ
ア
で
生
ま
れ
る
。
山
系
に
衝
突
す
る
か
ら
だ
。
こ
れ
が
北
び
、
北
ほ
ど
深
い
。
「

Ill
一
尺
」
。
湖
を
多
位
に
含
ん
だ
笞
瓜
が
、
郎
か
ら
上
て
な
い
歎
笈
年
冗
だ
と
写
忍
ざ
。
内
北
屯
衣
岡
れ
て
宛
人
あ
り
、
牛
郎
飢
相
次
ぐ
倒
域
や
民
家
の
ひ
さ
し
折
れ
が

に
な
っ
た
。
ヌ
の
醸
け
な
い
来
客
に
よ
簸
千
切
で
発
生
足
大
寒
気
団
雷
。
屑
北
部
の
忽
こ
の
余
整
。
北
で
聞
い
た
古
老
の
営
菜
は
、
愛
知
降
し
て
最
初
に
山
に
ぷ
つ
か
る
地
域
に
一
方
、
関
口
は
湖
園
に
低
気
庄
が
来
に
及
ぷ
癸
租
二
年
、
一
六
八
二
年
ー
自
立
つ
の
は
、
湖
国
の
匹
が

mい
こ
と

ほ
窟
っ
て
こ
ん
な
ク
イ
ズ
を
出
が
、
日
本
海
で
箆
ぷ
り
水
分
を
緊
伊
吹
を
流
れ
落
ち
る
高
時
川
、
杉
野
111111、
犬
上
川
、
姉
川
・
’
'
と
川
を
蹴
え
北
あ
た
る
こ
と
癸
豪
四
を
拍
く
。
た
と
き
、
寒
気
を
呼
び
撓
湖
皐
ル
笥
醤
）
も
影
響
し
て
い
る
。
一
般
に
窮
謡

す
。
込
ん
で
雲
を
つ
く
り
、
日
本
列
島
へ
。
沿
い
の
余
呉
町
中
河
内
、
鷲
見
や
木
之
上
す
る
に
つ
れ
慕
一R
（
約
ぇt、
武
田
さ
ん
の
解
説
醤
く
「
湖
北
プ
ス
隅
辺
に
降
る
習
を
指
す
。
▽
翌
筵
に
達
し
'
•
'
副
食
物
箆
は

O
•
O
=
-
T
O
•

四
と
幅
が
あ
る

「
喜
量
懇
磁
窟
界
一
は
ど
こ
山
脈
に
ぷ
つ
か
っ
て
は
、
上
昇
と
水
本
町
金
棗
、
杉
野
な
と
の
集
落
を
颯
夕
）
ず
つ
濶
え
る
、
と
い
う
言
い
伝
の
北
記
は
、
気
象
や
地
形
上
か
ら
見
一
二
遥
り
の
，
雷
揆
秤
で
湖
国
の
三
ヤ
・
固
干
の
あ
る
家
は
多
幸
な
り
（
文
が
、
滋
武
の
富
は
0
・
ニ
ー
0
.
―――と

裔

っ

て

ま

す

か

」

分

が

琶

a、
冨
娑
匹
ら
せ
、
乾
い
た
空
め
、
属
は
関
ケ
際
の
↓
愕
廊
下
員
を
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
酉
棗
低
の
気
て
、
本
来
、
北
陸
地
方
並
み
の
、
い
や
分
の
一
は
年
間
六
十
曰
ほ
ど
雪
に
埋
ま
各
ー
一
年
、
一
八
六
一
1

年
＂
痒
浪
市
史
大
き
い
。

「
ア
ル
プ
ス
？
シ
ベ
リ
ア
か
な
ヌ
が
太
平
洋
側
に
抜
図
。
抜
け
て
ゆ

S

庄
屋
で
シ
ベ
JJア
大
咬
か
ら
風
が
吹
そ
れ
以
上
の
豪
窪
覇
な
ん
で
す
よ
。
る
。
開
度
を
た
ど
や
<
宝
国
の
税
了
tOど
o

「

笠

育

確

翌

蜃

陸

ぷ

‘

？
」
こ
の
衰
屠
五
、
風
向
き
、
風
向
き
が
北
に
密
を
中
冨
に
な
く
冬
壌
、
糊
北
は
宣
か
ゑ
悶
は
れ
な
た
だ
過
疎
地
の
た
め
か
、
一
殷
に
は
忘
宿
命
が
く
っ
き
り
忌
朕
ん
で

5
9。
昭
叩
に
入
っ
て
か
ら
は
二
年
、
十
一
属
浪
に
窪
熱
板
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

「
滋
奴
喋
で
す
よ
。
伊
吹
町
・
伊
吹
地
形
に
よ
っ
て
「
北
冨
」
「
中
霞
」
る
。
北
か
磁
へ
波
板
翌
う
に
菩
0

い
。
れ
袋
い
て
い
た
だ
け
な
ん
で
可
を
▽
歎
寒
打
玲
蓉
＇
：
江
州
の
大
醤
俎
が
と
り
わ
け
大
富
と
な
っ
芍
昭
和
鷹
な
と
冨
に
よ
る
回
壌
防
止
策
を
検

山
四
醤
所
で
昭
和
十
一
年
、
l

一
ば
「
南
冨
」
の
三
通
り
に
分
か
れ
る
。
伊
吹
の
山
並
み
に
乗
っ
て
鈴
高
山
系
の
そ
の
う
え
瑚
北
、
な
か
で
も
質
、
へ
、
今
冬
咤
例
年
に
を
冬
型
天
気
さ
ハ
尺
（
塁
一

0
年
、
一
六
〇
羅
＇
二
年
は
＇
二
月
末
か
ら
降
り
始
め
、
一
討
し
た
い
」
（
県
住
宰
諜
）
＇

八
ニ
グ
を
記
緑
し
た
ん
で
す
」
凹
ば
、
翌
四
地
方
を
寮
断
す
兌
’
霙
に
あ
た
る
。
降
冨
地
は
瑚
東
を
木
之
本
両
町
は
北
へ
臭
探
く
張
り
出
図
が
続
き
寒
波
が
波
状
的
に
休
む
問

11東
浅
井
那
誌
）
月
中
句
ー
ニ
月
中
旬
が
ピ
ー
ク
と
な
り
雪
国
を
胆
に
銘
じ
た
濶
国
。
攻
利
ば

今
回
の
豪
寓
に
鵞
く
曲
の
人
“
や
良
山
系
、
野
坂
山
地
、
瑚
北
の
伊
吹
山
中
心
に
湖
北
も
含
め
た
広
範
四
に
及
し
、
若
狭
酒
と
目
と
鼻
の
距
離
。
水
分
も
な
く
襲
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
、
か
っ
▽
大
雹
ヰ
砿
え
て
降
り
や
手
叉
畑
中
河
内
池
心
で
二
八
六
汐
を
記
録
、
各
匹
の
中
に
浬
ま
っ
て
い
る
。

べ5>-

ド
カ
匹
相
手
に
奮
闘
す
る
除
雪
車
（
余
呉
町
の
問
泣
3
6
5号
で
）

北から南へ

3つの型に

7. 
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編集後記

雪国に生まれ、雪国に育った我々町職貝も、今回の豪雪ほど身に

しみて雪に対する苦労を感じたことはなかった。 1月のひと月は、

大部分の職員が事務を執ることができず、連日雪との闘いを展開し

ていた。その主な作業は、道路除雪、公共施設の屋根の雪降し、被

害状況の調査並びに報告、報道関係者との対応、生活保護家庭の救

援対策、自衛隊との連絡調整、急患対策、休校休園措置等、全職負

挙げて豪雪対策にあたった。その記録を町総務課において整理し保

存していたが、過去の記録を更新した豪雪と．その対応状況の記録

ならびに記録写真を、今後の豪雪対策の参考に資するため、何とか

印刷物として残したいと顆っていた。

幸いにして今回、近畿地方建設局高時川ダム調査事務所の温かい

御支援をうけて、本誌56豪雪の記録「白魔との闘い」を出版するこ

とができました。

編集にあたって、被害写真、その他貴重な資料を提供頂いた関係

名位と、その収集・整理に携わって頂いた関係職貝の方々に対し、

ここに深く感謝甲し上げる次第であリます。

余呉町総合開発室
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余呉町はもとより県下各地、そして北陸方面にかけて

猛威を振った56年豪雪は私たちの生活を狂わせ、多大の

被害をもたらしました。自然の力の強さ、こわさをこの

身をもって知リ得ました0

音もなく降リ積もる雪に昼夜構わず屋根に上って雪と

闘ったあの日、そして交通がしゃ断されて吹雪の中を歩

いた日々。私たちはこの56年豪雪を自然界の敦訓として

受けとめ、雪に対する認識を新たにしなければなりませ

ん。

56豪雪の記録

白魔との闘い

gE1 1il 57 fr, 3月
編集余

建設省高時川
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